EPSON 


Endeavor 

NJ2000 


ユ-ヴ-ズマニュアル 



ご使用の前に 

•ご使用の際は、必ず 「マニュアル」 をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点を いつでも 解みできるように、すぐに取り出して見られる場所に保管 
してください。 


ま全にお使いいただくために 


このマニュアルおよび製品には、製品をま全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意昧は次のとおりです。内容をよく理解してから本でをお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
性がお定される内容を示しています。 


A 注 



この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が傷害を負う可能性が想、定さ 
れる内容および物的損害のみの発生が想、定される内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取り披いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障喜や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


〇 

必ず行う事項（指示、行為）を示しています。 

€ 

電源プラグをコンセントから必ず抜くことを示しています。 










A 警告 

® 回 

煙が出たり、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。 

感電*火災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、カスタマーヴービスセン 
ターまでご連絡ください。カスタマーヴービスセンターへの連絡ち法は、『ヴポー 
卜•ヴービスのご案内』をご覧ください。 

お客樣による修理は危険ですから絶対にしないでください。 

03 

マニュアルで指示されている拟外の分解や改造はしないでください。 

けがや感電-火災の原因とな0ます。 

0 


電源は、交流10日V拟外では使用しないでください。 

交流1日 0V 似外の電源を使ラと、感電-火災の原因となります。 

® 圍 

めれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因となります。 

G ) 國 

通風孔など開□部から内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだ0、落とし 
た0しないで< ださい。 

感電*火災の原因となります。 

0 a 

異物や水などの液体が内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。 

感電* 乂災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜き、カスタマーヴービスセン 
ターまでご連絡ください。カスタマーヴービスセンターへの連絡ち法は、『ヴポー 
卜•ヴービスのご案内』をご覧ください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電-火災の原因となります。 

電源コードを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

•無理に巧げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いちのを載せない。 

-発熱器具の近 < に配線しない。 

電源コードが破損した5、カスタマーヴービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』をご覧く 
ださい。 

0 

祟 

0 

举 

電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、火災の原因とな0ます。 

家庭用電源コンセント（交流1日日V)から電源を直接取ってください。 

C 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか S 抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
<ださい。 

























A 警告 

0 

ぶ 

本体や付属のバッテリパックなどを乂中に入れたり、加熱しないでください。 

破装などで火傷の原因とな0ます。 

01 

省 

バッテリパックの端子をショートさせないでください。 

火傷の原因となります。 

0 

みみ'^^ 

付属の AC アダプタやバッテリパックの分解や改造をしないでください。 

また、本機には、指定の AC アダプタやバッテリパック外は使用しないでください。 
感電、火傷や、化学物質による被害の原因とな0ます。 

当社指定外の AC アダプタやバッテリパック、または分解、改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除く）は、安全性や製品に関する保証はで 
さません。 

G ) 圓 

ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因とな0ます。 

G ) 国 

バッテリパックは、落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。 

破装や液漏れによ0、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

0[ 

?1 

い 

バッテリパックは指定されている外の充電ち法で充電しないでください。 

発熱、発火や液漏れによる被害の原因とな0ます。 


メモリの増設■交換をするときは、電源プラグをコンセントから掠き、本機から 
バッテリを取り外してください。 

感電や火傷の原因とな0ます。 

0 H 

雷が鳴りだした5、電源プラグをさわらないでください。 

感電の原因となります。 

o 

iJ 

航空機や病院など、使用を禁止された区域では本機の電源を切るか電波を停止して 
<ださい。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があ0ます。また、自動的に電源が 
入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか!5電源を切ってください。 

〇理 

植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合に、無 
線 LAN 機能をご使用になるときは、装着部から本機を 22cm 似上離して使用して 
<ださい。 

電波によ0植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を与 
える場合があります。 
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A 警告 

o 

か 

医療機関の屋内で無線 LAN 機能をご使用になる場合は、次のことを守ってくださ 
い。 

•手術室、集中治療室り CU)、 冠状動脈疾患監視室 （CCU) には、本機を持ち込 
まないで < ださい。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

-□ビーなどであってち付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電 
波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電源を 
切って < ださい。 

〇団 

自宅療養など医療機関切外で、植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動 
器を使用する場合に、無線 LAN 機能をご使用になるとさは、電波の影響について個 
別に医用電気機器メーカーなどにご確認ください。 

01 

湯 

無線 LAN 機能をご使用になる場合は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の 
近くでは使巧しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあ0ます。 
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/ K ま意 

〇 圓 

ルさなおモ様の手の届くところには設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

01 

觀 

湿気やホコリのをい場巧に置かないでください。 

感電-火巧の危険があ0ます。 

0 li 

本機の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこわり、火災の危険があ0ます。 

設置する際は、次の点を守ってください。 

•押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

處 

連休や旅行等で長期間ご使用にならないとさは、ま全のため必ずコンピュータ本体 
からバッテリパックを取り列し、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

G ) 面 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている似外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、火災の危険があ0ます。 

€ 

本機を移動させる場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから掠き、すべて 
の配線を列したことを確認してから巧ってください。 

0 

? 

— ♦ — 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本機し U 外には使用しないでください。 

火傷-火災の危険があ0ます。 

&函 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないでください。 

1氏温火傷の原因にな0ます。 

01 

詞 

AC アダプタを毛巧や布団で覆わないでください。 

火傷-火災の危険があ0ます。 

0 

_» 

破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

乂傷-乂災の危険があります。 
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/5\ 注意 

o 

ufflnn 111111 

適 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してから接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さくなっていると、思わめ大音量によ0聴覚障害の原因とな 

0ます。 

0 

蘇 

長時間あるいは不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腫銷炎などの原因となります。 

Q 函 

メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているとさには巧わないでくださ 
い。 

火傷の危険があります。 

作業は電源を切って1日分拟上待ち、本機の内部が十分冷めてか S 巧って<ださい。 

® 函 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめた0、郎っ 
た0しないで< ださい。 

火傷や化学物質による被害の原因とな0ます。 

万一、液体が皮膚に付着した0、目に入った場合は流水で十分に洗い、医師に相談 
して < ださい。 

o 


本機を廃棄する場合は、法律に従って正しい処理をしてください。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱<な0、低温火傷の原因とな0ます。 

0S 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形補修したメディアは使用しないでください。 
内部で满び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりする危険があり 
ます。 


7 


























I 製品保護上のま意 


►使用-保管時のを意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず 
守って、本機を正しく取りあってください。 

次の注意事項は、特に指定のない限り、本体および AC アダプタやバッテリパックなどの同捆品に適用 
されます。 



温度が高すぎる巧や、低すぎる巧には 
置かないでください。また、急激な温 
度変化も避けてください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は10で〜35でです。 



不安定な巧には設置しないでください。 
落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、本機が壊れ、故障することがあ 
ります。 



湿度が局すぎるがや、低すぎるがには 

III 

A が A 卜* 

置かないでください。 

りが^ 1。ぉ 

故障、誤動作の原因になります。適切 

心 


な湿度の目安は20%〜80%です。 


LCD 画面の表面を先のとがったもので 
引っかいたり、無理な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直射日光の当たる巧や、発熱器具（暖 
房器具や調理用器具など）の近くな 
ど、高温-多湿となる巧には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になります。 

また、直が日化などの紫外線は、を色 
の原因になります。 


-^本機の汚れを取るときは、ベンジン、 

シンナーなどの溶剤を巧わないでくだ 
さい。'塞色やを形の可能性がありま 
す。柔らかいホに中性洗剤を適廚こ染 
み込ませて、おくがき取ってくださ 

い。 



アレビやフジオ、磁石など、磁界を発 



生するものの近くに置かないでくださ 

■「 

タパみ 

い。本機の誤動作が生じたり、デー 

興,‘ 

f \< の、 

夕が破壊されることがあります。逆 


に、本機の影響でテレビやラジオに雑 
をが入ることもあります。 


遠隔化に輸送するときや保管するとき 
は、裸のままで行わないでください。 
衝撃や振動、ホコリなどからコン 
ピュータを守るため、専用の抽包箱に 
入れてください。 


a 


電源コードが拔けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置か 
ないでください。バッテリパックの状 
態により、電源コードが抜けると、そ 


れまでの作業データがメモリ上から消 


えることがあります。 


ぶ 


本機を長期間使わないときは、バッテ 
リパックを本機にセットしたままにし 
ないでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの多い所には置かないでくださ 
い。 

故障、誤動作の原因になります。 


四 


本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けないでください。 

LCD やバックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 
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他の機械の振動が伝わる所など、振動 
しがちな場所には置かないでください。 
故障、誤動作の原因になります。 


I -^本機を落としたり、ぶつけるなど、 

ショックを与えないでください。持ら 
. 運ぶときは、バッグに入れるなどして 
シヨックから守るようにしてくださ 
い。 


如 

AC アダプタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの断線や接触不良の原因となり 
ます。 



本機の LCD ユニット （液晶ディ スプレ 
ィ部）を開けた状態で、 LCD ュ ニット 
を持って移動しないでください。 


巧,. 



AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破攘しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）を挟んだまま、 LCD ユニット 
(液晶ディスプレイ部）を閉じないで 
ください。 


►記録メディア 

な下のような取りあいをすると、次の記録メディアに登録されたデータが破壊されるおそれがありま 


す。 

記録メディアの種類は、次のとおりです。 


1351 FD 

laa 光ディスクメディア 


国 メモリカード 


記録メディアの種類を指定していなレ、場合は、すべての記録メディアに該当します。 


直が日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温-多湿となる場所には置か 
ないでください。 


^^^上に物を載せないでください。 


ar 。。 …げ か。 




アクセスランプ点灯中は、記録メディ 
アを取り出したり、本機の電源を切つ 
たり、再起動したりしないでくださ 

レ、。 



使用後は、本機にセットしたままにし 
たり、裸のまま放置したりしないでく 




ださい。 

専用のケースに入れて保管してくださ 



ゴミやホコリの多いところでは巧用し 
ないでください。また、そのような場 
戸;?に記録メディアを保管しないでくだ 
さい。 
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クリップで挟む、折り曲げるなど、無 
理な力をかけないでください。 

も 


磁性面あるいは金属端子にホコリや水 
を付けないでください。シンナーやア 
ルコールなどの溶剤類を近づけないで 
ください。 


m 

巧 

/バ斯 


I 3 il roSl 


アクセスカバーを開けたり、磁性面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 

I 3 H IBB 1 

テレビやラジオ、磁おなど、磁界を発 
生するものに近づけないでください。 

1351 [SB 


-- ククク ー--•? i 

—クク. 

ゥゥ― つつつ-- 
^ ~ ^ 

何度も読み書きした FD は使わないで 


ください。 


H 

磨耗した FD を使うと、読み書きでエ 
ラーが生じることがあります。 

卿 


の 


信を面（文字などが印刷されていない 
面）に触れないでください。 




レコードやレンズ用のクリーナーなど 
は巧わないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リーナーを f まってください。 




信を面（文字などが印刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 

の 


@ 

光ゲイスクドフイブのプータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は使わ 
ないでください。 


クリーナ CD 

18151 


レコードのように回転させて拭かない 
でください。 

内側から外側に向かって巧いてくださ 

い。 



感 


シールを貝占らないでください。 




温を差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

の 
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無 ULAN 使用時における 

セキュリティに関するま意 庶線 LAN 搭載時のみ) 


おを様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場巧 
に届くため、セキュリティに関する設をを行っていない場合、な下のような問 
題が発生する可能性があります。 

■适信内容を盗み見られる 

悪意ある第 S 者•が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 

• メ ■ —ルの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

•不正に侵入される 

悪意ある第 S 者が、無断で個人や会社内のネットワークヘアク七スし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情巧漏を） 

-特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アク七スポイントは、これらの問題に対応するため 
の セキュ リ テイの 仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品の 七キュ リ テイに 
関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機撒ま、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設をが施 
されていない場合があります。 

したがって、おを様が七キュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
のセキ ュ リ テイに 関するすべての設をを マニュアルに 従って行ってく ださい。 


なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設をが破られること 
もあり得ますので、ご理解の上、ご使用ください。 
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※セキュリティ巧策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情 
により七キュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって 
生じた損害に巧する責任を負いかねます。 

七キュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合 
わせください。 

当社では、お客様が七キュリティの設をを行わないで使用した場合の問題を+ 
分理解した上で、おを様自身の半 IJ 断と責任において七キュリティに関する設を 
を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていたださたい事項について説明し 


ます。 

r マニュアル中の表記について」 . 18 

r 本製品の仕様とカスタマイズについて」 . 22 










I マニュアル中の表記について 


本書では次のような記号を使用しています。 

安全に関ずる記号 


A 

お化 
言口 


この表示を無視して、誤った取り披いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 


金 


この表示を無そ見して、誤った取りあいをすると、人が傷害 
を負う可能性がおをされる内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関ずる記号 


制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 



'な 

12 


rctri j+r z ) 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『捆包品の確認』：本機に添付の『栖包品の確認』を示 
します。 


参照ページを示します。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

( I で囲んだマ~クはキ~ボ~ド上のキーを表します。 

し夺 II は Enter キーを表します。また、 ( N ~ I は [N み ] のことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに印字された文字とは異なる場合があります。 

+の前のキーを押したまま+の後のキーを押します。 

この例では J Ctrl j を押したままし Z I を押します。 
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はじめに 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品の名称を次のように表記しています。 


HDD 

FD 


FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ッピーディスク 

フ□ッピーディスクドライブ 

CD メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリースティック、巧げメディアカード、 SD メモリーカード 

の謙 


オペレーティングシステム （0 S ) に関する記述 

本書では、ホペレー テイン ダ システム ( OS ) のぶ称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows XP 


Microsoft ® Windows ® XP Professional 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 


HDD 容量の記述 


本書では、 HDD 容量を lKB =1000 Byte として記載しています。 
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マニュアル中の表記について 


Windows XP の画面表示に関ずる記載方法 

本書では 、 Windows XP の画面に表示されるを箇所の名称を次のように記載しま 
す。 



a : デスクトップ かアイコン 

Windows XP が起動して、ディスプレ デスクトップ上やタスクトレイ内 

の小さなイラスト。 

機能などをイラストで表示してい 
ます。 

e : タスクパー 
f : タスクトレイ 


ィに表示される画面。 

b : タブ 
C ： ボタン 
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はじめに 


ボタンの記載方法 


ボタンは [] で囲んで記載します。 


例) 



[スタート]、 I M I ： [ OK ] 


Windows XP の画面操作に関ずる記載方法 

本書では 、 Windows XP の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

•記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explored をクリックします。 
•実際の操作 

(1) [スタート]をクリックします。 

(2) 表示されたメニューから「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

(3) 横に表示されるヴブメニューから 「Internet Explorer 」 をクリックします。 
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I 本製品の仕様とカスタ 7 イズについて 


本製品は、ご購入時におを様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 CPU の種類-メモリ容量-光ディスクドライブなど、選 
択した仕様にあわせて、おを様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によって必要なマニュアルについて 


本製品の操作に必要な マニュアルは、 お客様が選択された仕様によって、ユー 
ザーズ マニュアル （本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となる マニュアルは、 下記のとおり別冊や電子 
マニュアル などの形式で添付されています。 ご 確認ください。 

• 本製品に同捆されている別冊マニュアル 

• CD - ROM などに登録されている電子 マニュアル （PDF ファイル など） 

• コンピュータに登録されている電子マニュアル（「マニュアルびゆ一わ」か 
ら閲覧） 
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HI 胃 

使い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切りち、 Windows のセッ ト アップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」.. . 24 

「各部の名称と働き」 . 30 

「コンピュータの設置」 . 35 

「電源の入れちと Windows のセットアップ」 . 41 

「 Windows 使用時の確認事項」 ..... 49 

「電源の切0ち」 . 54 















I ご使用の前に 


►コンピュータを巧い始めるまでの手順 


購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


捆包品の確認 

まず、栖包品に不足や不良がないかを確認します。 
が 『相包品の確認』 



安全にお使いいただ<ために-製品保護上の注意 

本機を正しくま全にお{まいいただくための情報を確認します。 
必ずお読みください。 

パ尸 P .2 「ま全にお使いいただくために」 

と 歹=>口.8 「製品保護上の注意」 



マニュアル中の表記について 

本書で使用 している 記をや用語の表記 ホをについて 確認します。 
f ^ p . l 8 「マニュアル 中の表記に ついて」 



本製品の仕様とカスタマイズについて 

本機の仕様と カスタマイズについて 確認します。 
ごす = p . 22 「本製品の仕様と カスタマイズについて」 



ご使用の前に 

本機を使用する前に必要な情報を確認します。 
ごす > p .24 「ご巧用の前に」 



さ部の名称と働さ 

各部の名称と働きを確認します。 
が P .30 「を部のを称と働き」 



コンピユータの設置 

を機器の接続を行い、本機を使用可能な状態にします。 
尸す^ P .35 「コン ピュ ■ —夕の設置」 



電源の入れ方と Windows のセットアップ 

電源を入れ、 Windows をはじめて起動したときに実行される 
Windows の七ットアップを行います。 

な P .41 「電源の入れ方と Windows の七ットアップ」 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ご使用前の巧認事頃 


貼付ラベルの確認 

本機の次の場所には、製品情報が記載されたラベルが貼られています。本機を 
ご使用の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルはを色巧 
にはがさないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート.サービ 
スのご案内』の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラベル 

COA ラベル （Windows Certificate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品 
を購入されたことを証明するラベルです。 

万一、 COA ラベルを紛失された場合、再発行はできません。 



サポート-サービスのご案內 

別冊子『サポート.サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 






ご使用の前に 


►本機の特長 


本機の特長は、次のとおりです。 



• CPU 性宜目 

インテル Core 2 Duo プロ七ッサまたはインテル Celeron M プロセッサを搭載 
しています。 

■メモリ容量 

DDR2 巧応の SDRAM を装着して、最大 2GB まで増設が可能です。 

■表示装置 

15.4 型 WXGA 液品ディスプレイを搭載しています。外付けディスプレイ（ア 
ナログ接続）にも表示できます。 

■電源 

AC アダプタ、またはバッテリパックを使用します。 

■メモリカードス□ット 

メモリースティック （Pro 対応）、マルチメディアカード、 SD メモリーカード 
に文ホ応のスロットを装備しています。 

■ PC 力ードス□ット 

PC Card Standard 準拠 CardBus 巧応の PC カードスロットを装備しています。 
■オペ レーテ ィングシステム 
Windows XP をインストール巧みです。 

■ネットワーク機能 

•lOOBase-TX/lOBase-T 対•応の LAN コネクタを装備しています。 

• IEEE 802.11 a/b/g に巧応した無線 LAN を搭載しています。 

(無線 LAN 搭載時） 

• そのほか 

- USB2.0 機能、圧 EE1394 機能を搭載しています。 

-セキュリティチップ （TPM) のセキュリティ機能を搭載しています。 
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►添付されているソフトウエア 


本機に添付の CD や、 HDD の消去禁止領域に登録されているソフトウェアは、次のとおりです。購入時 
のシステム構成によって、登録されているソフトウエアは異なります。 

表中記号の見方 



う 


購入時には、 HDD にインス!-ールされています。 


3 


購入時には、 HDD にインス!-ールされていません。 Windows のセットアップ後に必要に応じてイ 
ンス1-ールしてください。 


Windows XP リカバリ CD に登録されているソフトウエア 

Windows XP リカノくリ CD は Windows XP を再インストールする際に使用します。 


Windows XP リカバリ CD に登録されているソフトウエア 

購入時の状態 

• Windows XP 

本機のホペレーテインダシステム （ OS ) です。 





リカパ‘リツール CD に登録されているソフトウエア 

リカバリ ツール CD はリカバリ ツールを 再イ ンストールす る際に{ま用します。 


リカバリツール CD に登録されているソフトウェア 

購入時の状態 

• リカバリツール 

HDD の消去禁止領域に登録されている本体ドライバやソフトウェアを再インストー 
ルするためのプロダラムです。 



HDD の消去禁止領域に登録されているソフトウエア 

本体ドライバや本機で使用するソフトウェアは、 HDD の「消ま禁止領域」に登録されており、リカバリ 
ツールから イ ンストールします。 

書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載モデルの場合、リカバリツールを使用して HDD の「消去禁 
止領域」に登録されている本体ドライバやソフトウェアを、 CD にバックアップすることができます。 
どす =p.233 レくックアップ CD の作成方■法」 


HDD に登録されているソフトウエア 

購入時の状態 

• インテル日4己 GM チップセット用ドライバ 

メインボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 

貪 

• ビデオドライバ 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバです。 

rt 

•ヴウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 


♦タッチパッドドライバ 


タッチパッドを使用するためのドライバです。 

ご 
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ご使用の前に 
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HDD に登録されているソフトウエア 

購入時の状態 

• ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用するためのドライバです。 

巧 

•無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 


♦ メモリカードドライバ 

メモリカードスロットを使用するためのドライバです。 


•インスタントキードライバ 

【 Fn ) と組み合わせて使用する機能キーや、インスタントキーを使用するためのドラ 
イバです。 

rt 

• 画面サイズ切り替えドライバ 

画面サイズ切り替えキーを使用するためのドライバです。 

S 

♦セキュリティチップドライバ 

セキュリティチップを使用するためのドライバです。 

rt 

•セキュリティチップユーティ U ティ 

セキュリティチップの設定を行うためのューティリティです。 

己 

• Java2 Runtime Environment 

Java アプリケーションを実行するためのソフトウュアです。 


• インフオメーシヨンメニュー 

本機に添付のマニュアルやサポートページを閲覧するためのューティリティです。 


• Microsoft .NET Framework 

.NET Framework の開発環境で作成されたアプリケーションなどを使用するためのプロ 
ダラムです。 

rt 

• Windows Media Player 10 

動画や音声を再生するためのソフトウュアです。 

S 

• Liquid View 

アイコンや文字などを拡大して表示するためのソフトウエアです。 

rt 

• Liquid Surf 

Internet Explorer の表示を見やすくするためのソフトウエアです。 

S 

• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを表示したり、印刷したりするための 
ソフ トウエアです。 


• Norton AntiVirus 日日日版 

コンピュータウィルスを自動的に横出、駆除するウィルス対策ソフトウュアです。 

曰 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索できるソフト 
ウュアです。 


• 旨 00 スティック 

Internet Explorer のツールバーに、横索サービス 「 goo 」 の檢索ボックスを追加するソフ 
トウエアでず。 

rt 

• PhishWall 

フィッシング対策ソフトウュアです。 

己 
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HDD に登録されているソフトウエア 

購入時の状態 

• Hotkey ユーテ ィリティ 

インスタントキーにアプリケーシヨンを割り当てるためのューティリテイです。 


日 


•マニュアルびゅ一わ 

本機に添付されているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウェアです。 


rt 


• Nero 7 Essentials (書き込み機能のある光ディスクドライブ選択時のみ） 

光ディスクメディアに書き込みを行うためのソフトウ卫アです。 




• Win DVD (DVD 再生機能のある光ディスクドライブ選択時のみ） 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウェアです。 


rt 




I る部の名茄と働を 


►正面/ち側面 



a: LCD ュニット 

LCD 画面や LCD ラッチを含めた画面 
部分の総称です。 

b: LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示します。 
C : セキュリティ □ツ クス □ツト@ 

巿販の盤難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を接続します（ケンジントン社 
製セキュリティロックに対応してい 
ます)。 

d: 光ディスクドライブ 

CD - 民 0 M などの光ディスクメディア 
の読み込みや書き込みなどを行うこ 
とができます。 
e: イジIクトボタン* 

ディスクトレイを開けるときに押します。 


f: イジエクトホール# 

ディスクトレイが開かなくなった場 
合に使用します。 

呂：内蔵スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴ら 
します。 

h: キーボード 

文字の入力やアプリケーシヨンの操 
作などを巧います。 

i: タッチパッド 

指を軽く乗せて動作することにより、 
画面上のポインタを操作します。 

j: クリックボタン 

マウスの 左右のボタンにネ目当します。 


* 位置はお使いの光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライ 
ブの PDF マニュアルを ご覧ください。 

PDF マニュアルは、「マニュアルび峨一わ」からご覧になれます。 

1/^^ P .50 「インフォメーションメ ニューを 使う」 
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前面 



a : バッテ IJ 充電ランプ区> 

バッテリの巧竜が態を示します。 
点げ：充電中 
消な：満巧電 

b : 無線 LAN 状態ランプか)（お線 LAN 搭 
載時のみ機能） 

無線 LAN 有'効時に点がします。購入 
時、無線 LAN はお効に設定され てい 
ます。 

C ： 電源ランプ@ 

電源状態を示します。 

緑点な：通常 モード 
緑点滅： スタンバイモード 
消な：電源切断時または休止が態 

か無線 LAN スイッチ(が（無線 LAN 搭載 
時のみ機能） 

無線 LAN の ON / OFF を切り替えま 
す。 


e : L 巳 D ラッチ 

LCD ュニットを開閉します。 

f ： マイク入カコネクタ gj 

マイクを接続します。 

吕：ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
ディオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ 3/(1 
スピーカ、ヘッドホンや光デジタル 
ホーディホ機器 （ MD デッキなど）と 
接続して、本機の音声を出力しま 
す。 

h: メモリカー ドス □ ツト [iJwC.SD.MS/PRO 

メモリカー ドをセットし、 データの 
読み出しや書き込みなどを行いま 
す。 
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各部の名称と働さ 


インスタントキー/電源スイッチ/ステータス表示ランプ 


f: g： h: i: 



a: U1 キー/ U2 キー 

割り当てたアプリケーションを起 
動します。 

と夏^ P .77「 U し U 2 キーを割り当 
てる」 

b: 画面サイズ切り曾えキー因/ィ□- 

キーを押すたびに、画面のサイズを 
切り替えます。 

C ： インフ オメー シヨン キー 固 

イ ンフホメ' ー シヨンメニユ' 一 を起 

動します。 

d: タッチパッドキー 白 /X 

タッチパッドの有効/無効を切り替 
えます。キーを押すたびに、有効/無 
効が切り替わります。 
e: 電源スイッチの 

本機の電源の入/切を行います。ま 
た、スタンバイや休止状態からの復 
帰にも使用します。 


f: Num Lock ランプ fl 

Num し〇じたキ'一の設定が態を表示し 
ます。設定を ON にすると緑色に点 
灯し、数値キーモードで入力できま 
す。 

旨： Caps Lock ランプ6 

Caps し〇じたキ'一の設定が態を表示し 
ます。設定を ON にすると緑色に点 
灯します。 

h: Scroll Lock ランプ目 

Scroll し〇じとキ'一の設定状驢を表示し 
ます。設定を ON にすると緑をに点 
灯します。 

i: アクセスランプ0 

HDD や光ディスクドライブへのア 
クセス中に緑色に点灯します。 


制眼 


アクセスランプが点灯しているときに電源を切ったり、コンピュータを再起動し 
ないでください。データが破損するおそれがあります。 
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►も側面 



a: PC カードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 

b: PC カー ドス□ット C3 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットして使用します。 

C ： US 巨コネクタ *^2.0 

USB 2.0 対■応機器を接続します。 

か IEEE 13目4コネクタ （4 ピン） 1394 
IEEE 13 94機器を接続します。 


e: S- ビデオ出力端テが] 

テレビの S 端子と接続して、本機の 
画像を表示します。 
f: VGA コネクタ巨！ 

VGA 入力端子を装備している外付 
けディスプレイと VGA (アナログ） 
ケーブルで接続します。 

呂： LAN コネクタ 

ネットワークと接続しまず。 


►背面 



a: b: c: 


c: US 巳コネクタ 

USB 2.0 対*応機器を接続します。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を 
逃がします。 


a: AC アダプタコネクタ些^ 

付属の AC アダプタを接続します。 











































各部の名称と働さ 


娘面 



a : バッテリパック 

付属のバッテリパックを装着しま 
す。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部に外気を取り入 
れます。 


C ： リセツトホール^〇^ 

コンピュータを強制終了させると 
きに使用します。 
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コンピュータの設置 


本機を使用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。プリンタなどの周辺機器を接続する場 
合は、 Windows の七ットアップ終了後に周辺機器に添付のマニュアルを参照し 
て行ってください。 




設置におけるを意 


A 

注意 


•ひざの上で長時間使用しないで<ださい。本機底面が熱<な0、低温火傷の 
原因となります。 

•不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこちり、 
火災の危険があ0ます。設置の際は次の点を守ってください。 

-押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

•じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 


各種コードやバッテリパック装着時のを意 


A 

啓化 
言口 


•めれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。 
•電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流1日 0V) から電源を直接取ってください。 

• 電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 


A 

ま意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている似外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、乂災の危険があります。 
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コンピュータの設置 


設置ずる 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置さまず。 

背面や側面の通風孔をふさがないようにしてください。 



バッテリパックを装着ずる 

2 バッテリパックを装着しまず。 

(1) 本機の底面部を上にして置さます。 

(2) 底面ち側のラッチ （O-I) を□ック解除位置 （tf) までスライドさせます。 
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( 3 ) 下図のとおりバッテリパックを本機にあわせます。 

( 4 ) バッテリパックを矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

バッテリパックが固定されます。 


コネクタ （4) 



(已）底面ち側のラッチ （ DM ) を□ック位置までスライドさせます。 



出荷時にバッテリパックは澗充電状態ではありません。本機をバッテリ 
パックだけで使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

と受コ P .58「 ACT ダプタいくッテリパックを使う」 





コンピュータの設置 


ネットワークへ接続ずる 

3 ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、巿版の LAN ケーブルでネッ 
トワークと接続しまず。 

市販の LAN ケーブルを LAN コネクタ（品）に「カチッ」と音がするまで差し込 
みます。 

インターネットに接続する場合は、通信サービス会社やプロバイダから提供 
されたマニュアルをご覧ください。 


LAN コネクタ 
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AC アダプタを接続ずる 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使用します。 


4 AC アダプタをコンピユータと家庭用電源コンセントに接続しまず。 

( 1 ) AC アダプタのプラグ部を本機背面の（些!に接続します。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

(2) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 



DC IN 
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コンピュータの設置 


LCD ユニッ トを開ける 

5 前面の LCD ラッチを奥に巧して、 LCD ユニットを開きまず。 

LCD ュニットは、見やすいち度に調節してください。 



LCD ユニッ 



これでコンピュータの設置は終了です。 
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雷厭从れ方と WindowsO セットアップ 

■ 


ここでは、コンピュータを購入後にはじめて電源を入れてから、 Windows を使 
用できる状態にするまでの作業について説明します。 

► Windows び使用でまるよラになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。詳細は、「電源を入れる前に」な降の手順に 
従って作業を行つてください。 


コンピュータの電源を入れる 



Windows のセツトアップ作業を行う 



Windows のセットアツプ作業終了後に必要な作業を行う 



Windows 使用時の確認事項をよく読む 


Windows び使用できるようになる 


►電源を入れる前に 


Windows のセットアップ 

「 Windows の七ットアップ」は、コンピュータが届いてから、はじめて電源を入 
れたときにユーザー情幸良などを設定するプログラムです。画面に表示される 
メッセージに従って、七ットアップを簡単に行うことができます。 



電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


タッチパッドの使いち 

Windows のセットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 

• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 



• ボタンをクリックする 

( 1 ) 指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

( 2 ) をク U ックボタンを、1回「カチッ」と押して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

ボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行されます。 



ボタン ポインタ 
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► 電源の入れ方と Windows の起動 


本機の電源の入れホは、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（む）を巧して、本機の電源を入れます。 

電源ランプ （の） が点灯します。 

電源を入れたときに電源ランプがおなしなレ、場合は、 AC アダプタやバッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 


電源スイッチむ 



電源ランプの 


2 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、しば5くすると Windows が起 
動します。 

次の調節をして画面を見やすくします。 

• 角度 

LCD ユニットの巧度を調節します。 

• 画面の明るさ 

fT 。 十 [ F 5 ) (来）：暗くなります。 

〔互〕十〔卓〕（な）:明るくなります。 

続いて Windows のセットアップを行います。 
p .44「 Windows のセットアップ」 































電源の入れ方と Windows のセットアップ 


^ Windows のセツトアップ 


セットアップ中に入力ずる項目について 

Windows の七ットアップ中に入力する項目の中で、特にを意が必要な項目につ 
いて記載しています。入力の際に参考にしてください。 

• コンピュータ名 

「コンピュータを」は、本機をネットワークに接続して使用する場合などに 
必要です。七ットアップ時は、すでに任意のコンピュータ名が入力されてい 
ます。 

. ネットワークに接続しない場合 

七ットアップ時にコンピュータををを更する必要はありません。 

• ネットワークに接続する場合 

ネットワーク上にあるほかのコンピュータ名と重複しないように、コン 
ピュータぶを入力します。 


• バスワード （Windows XP Professional のみ） 

本機を個人で巧用/管巧する場合は、任意のパスワードを設定します（設定 
しなくても問題はありません）。企業などで、使用をとは別に本機を管®す 
る方がいる場合は、管®をの指示に従って入力します。 

このパスワードは 、 「AdministratorJ (アカウント）のパスワードです。 
rAdministratorJ (アカウント）でログオンする際に、このパスワードを入力 
しログオンします。 

パスワードを設をした場合は、絶対に忘れないようにしてください。 

• ユーヴー名 

ユーザー名は少なくとも1つ入力します。本機を何人かで共同で使用する場 
合は、ユーザーををいくつか入力すると、 Windows をユーザーごとに切り替 
えて、をユーザーの構成で使用することができます。 



「 Administrator 」 （アカウント）について 

rAdministrator J (アカウント）とは、すべての機能にアク七スできるシステム 
管理用のユーザーアカウント権限のことです。 
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Windows XP のセットアップ 

電源を入れた後、しばらくすると自動的に 「Windows XP セットアップ」画面が 
表示されます。画面の指示に従って、セットアップを行ってください。 

七ットアップの流れは、次のとおりです。 


Microsoft Windows へようこそ 

七ットアップを続行するには、[次へ]をクリックします。 


使用許諾契約 

画面に表示された契狗内容に同意するかしないかを設定します。 

《「同意しません」を選択すると Windows のセットアップが中止されます。 


コンピュータ名 


「このコンピュータの名前」 に コンピュータ 名を入力します。 
\ 1 ^ p .44 「セットアップ中に入力する項目に ついて J 


パスワードの設定 


WindowsXPProfessional をお使いの場合は、 Administrator のパスワ ' —ドを入力し 
ます。 

「七ットアップ中に入力する項目に ついて」 


インターネッ ト への接続 


ここでは接続を行いませんので、[省略]をクリックします。 



ユーザー登録 

「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、[次へ]をクリックし 
ます。 

このユーザー登録は、 Microsoft 社から Windows に関するサポ ' —卜を受ける 
ためのものではありません。本機のサポートは当社で行っていますので、 
ユーザー登録の必要はありません。 



コンピユータを使用するユーザーの指定 

ここで入力するユーザーをには、コンピュータの管 a をと同等の権限が与 
えられます。少なくともユーザーちを1つ入力してください。 

とす" P .44 「セットアップ中に入力する項目に ついて」 


セツ ト アップの完了 


院了]をクリックすると、自動的に Windows が再起動します。 












電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


_デスクトップ画面の表お_ 

Windows が再起動すると、 Windows のデスクトップ画面が表示されます。 

七ットアップの隐にユーザーをを2つな上入力した場合は、 Windows の再起動 
後に「ようこそ」画面が表示されます。使用するユーザーををクリックする 
と、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告な < 変更する場合があ0ます> 


これで Windows XP の七ットアップは終了です。 

続けて、 P .47 「七ットアップ終了後の作業」を行います。 



ユーザー登録とライセンス認証（アクテイべーシヨン）について 

• セットアップ中にスキップしたユーザー登録を行う場合は、[スタート]— 
「ファイルをを指定して実行」一 「 REGWIZa / R 」 （□はスペース）を実行し 
ます。ウイザード画面の指示に従ってください。 

• 当社より提供された Windows XP (購入時にコンピュータにインストールさ 
れているもの、および 「Windows XP リカバリ CD 」 より再インストールを行っ 
たもの）は、ライ七ンス認証を行う必要はありません。 
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►セットアップ終了をの作業 

Windows の七ットアップが終了したら、次の作業を行います。 


初期設定 ツール 

Windows のセットアップが終了すると、「初期設定ツール」が自動的に起動しま 
す。「初期設定ツール J は、本機を巧用する前に必要な設をを行うためのツー 
ルです。画面に従って設定を行ってください。 

ウイルス巧策ソフトウェアのインス!ル 

購入時、本機にウイルス巧策ソフトウェアはインストールされていません。ウ 
イルス巧策ソフトウェアは、「初期設定ツール」の「セキュリティ設を」画面 
の指示に従ってインストールしてください。 

<ほ常の場合> 

通常は、本機に標準添付の 「Norton Antivirus 90日版 J をインスト ' —ルします。 
インストールホをは、本機に添付の『ウイルス巧策ソフトウェアをご{ま用の前 
に』をご覧ください。 

<ウイルス対策ソフトウェアをオプション購入された場合> 

本機購入時にオプション選択でウイルス巧策ソフトウェアの製品版を購入さ 
れた場合は、「セキュリティ設定」画面で製品版を選択してインストールして 
ください。 

ウイルス対策ソフトウェアによっては、「初期設定ツール」からインストール 
ができない場合があります。初期設定ツールの終了後、ウイルス巧策ソフト 
ウェアの製品版 CD からインストールを行ってください。 

ネッ ト ワークに接続する 

ネッ ト ワーク機能（有線 LAN ) や、無線 LAN 機能（無線 LAN 搭載時のみ）を使用 
する場合は、ネットワーク接続に関する情報が必要です。お使いのネットワーク 
機器に添付のマニュアルなどをご覧ください。 

ご哀コ P .115 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 

と更^ P .117 「無線 LAN を使う（無線 LAN 搭載時のみ）」 






電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


Windows Update を巧つ 

はじめてインタ ■ —ネットに接続する場合は、はじめに 「 WindowsUpdate 」 を行っ 
てください 。 「Windows UpdateJ を行うと、本機の状:態を診断して、コンピュー 
タウイルスに感染することを防ぐためのプログラムや最新の機能などがイン 
ストールされ、 Windows を快適に f ま用することができるようになります。 

購入時 、 「Windows Update 」 は定期的に実行されるよう設をされていますが、は 
じめてインタ ■ —ネットに接続する場合は、手動で 「Windows Update 」 を行って 
ください。 

p . 132 「 Windows UpdateJ 


Adobe Reader のセツトアップ 


PDF 形式のファイルを表示したり、巧刷したりするためのソフトウエア Adobe 
Reader のセットアップを行います。セットアップ方法は、次をご覧ください。 
とす^ P .193 「Adobe Reader のインストール J — 「七ットアップ」 

Hotkey ユーティリティのインス I ル 

Hotkey ユーテイリテイをインストールすると、インスタントキーにお好きなア 
プリケーシヨンを割り当てることができます。購入時には Hotkey ユーティリ 
テイはインストールされていません。必要に応じてインストールを行ってくだ 
さい。 

がが1 「 m 、 U 2 キーを割り当てる」 
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I Windows 巧用時の巧認事頃 


「七ットアップ終了後の作業」が終わると、 Windows を使用できます。ご使用の 
前に次の事項をお認してください。 

Windows の使用ホ法は、 「 Windows のへルカをご覧ください。 

► 2 回目な脚こ電源を入れる 


セットアップ終了後にコンピュータの電源を入れる際は、次の点に注意してく 
ださい。 

•電源が切れていることを電源ランプで確認してから電源を入れる。 

Windows が省電カモードに移行すると、コンピュータが動作中でも画面の表 
示が消えていることがあります。電源を入れるつもりで切ってしまわないよ 
うに注意してください。 

と貧" P .142 「省電力機能を使う」 

• 電源を入れなおすときは、20秒程度の間隔を空けてから電源を入れる。 

電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させま 
す。 


•周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源を先に入れる。 

コンピュータよりも先に電源を入れておかないと、コンピュータに認識され 
ない機器があります。 


fk 

制限 


USB フラッシュメモリや US 目 HDD などの USB 記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
USB 記憶装置を取0外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してくださ 
い。 


►音量の調節 


Windows 起動時にをが鳴らない、またはをが大きすぎたり小さすぎたりする場 
合には、を量を調節します。 

次の キーを 操作してください。 


キー 操作 

状態 

[Fn 1 + ( F10 1 づ 》/<| 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一を押 
すとミュートが解除される。 

[Fn 1 +1 F11 1 T<1> 

音量が小さくなる。 

(Fn ) + [ F12 1 

音量が大きくなる。 




































Windows 使用時の確認事項 


►インフ オメーシヨ ンメニ ューを 使う 


本機には、本機に添付されている マニュアルを 見たり、サポートページに簡単 
にリンクしたりすることができる「インフォメーション メニュー」 が搭載され 
ています。 


起動ち法 

「インフォメーションメニュー」は次のホをで起動します。 

■インフォメーションキー（回）を押す。 

户 "5 PP .77 「インスタント キー J 

• デスクトップ上の次のアイコンをダブルクリックする。 



インフォ;ーシヨ 
ンブニュー 


「インフォメーションメニュー」 が起動すると次の画面が表示されます。 




マニュアルびゅ一わをご使用の前に 

はじめて「マニュアルびゅ一わ」を起動する場合は、起動前に 「Adobe ReaderJ 
の七ットアップを行ってください。 

ど尹^ P .193 「Adobe Reader のインストール」一「七ットアップ」 
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インフォメーシヨンメニューの項目 

「インフォメーションメニュー」には、次の6つの項目があります。 

■マニュアルびゅ一わ 

マニュアルびゅ一わでは、ューザーズマニュアル（本書）の HTML マニュアル 
や光ディスクドライブの PDF マニュアル、 「WinDVD」 などのソフトウェアに 
添付されているマニュアルを見ることができます。 



「警告」が表示された場合は 


電子マニュアルを閲覧しようとすると、情報ノ《一と呼ばれる Internet Explorer の 
アドレスバーの下方に「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスで 
きるアクティブコンテンツは表示されないよう ••• 」と警告が表示される場 
合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許可」 
をクリックしてください。 


• PC お役立ち情報 

「PC お役立ち情報」には、コンピュータに関するちょっと便利で役立つ情報 
を掲載しています。マニュアルとあわせてご覧になり、コンピュータをイ吏用 
する瞭の参考にしてください。 

•とらぶる解決ナビ 

技術的な情報やトラブルの解巧方法を収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 

とすコ P.201 「困ったときに」 

• ユーザーヴポートページ （ Web ) 

インターネットに接続できる環境の場合、 Internet Explorer を起動して当社 
ューザーサポートページに接続します。ューザーサポートページでは、技術 
的な情報やトラブルの解かか法、保証サービスなどについてご案内していま 
す。ドライバや BIOS の最新バージョンもダウンロー ドできます。 

と安^ P.235 「電子マニュアルのダウンロード J 

•サポート情報検索 （ Web ) 

インターネットに接続できる環境の場合、 Internet Explorer を起動して当社の 
サポート情報検索ページに接続します。サポート情報検索ページでは、「と 
らぶる解みナビ」に収録されていない最新のサポート情報を掲載していま 
す。「とらぶる解みナビ」で本機の不具合が解みできなかった場合にご覧く 
ださい。 









Windows 使用時の確認事項 


• トラブルが解決しなかったら 

マニュアル や当社の ユーザー サポートページを参照しても、トラブルが解か 
しない場合にご覧ください。 

お問い合わせ先やメールサポートの方法などを掲載しています。 

►復元ポイントを作ぶずる 


「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本機の動作が 
不安定になった場合、「システムの復元」機能を使用して、作成しておいた「復 
元ポイント」までシステムの状態を戻すことができます。 

「復元ポイント」は通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に自動 
的に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。「復元ポイント」の 
作成ホをは次をご覧ください。 

なで' 111 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ巧策を巧ラ 


コンピュータを 外部と接続することで高まる危険から、 コンピュータを 守るた 
めの設定や確認を行います。 

インターネットなどに接続する場合は、セキュリティ巧策を行ってください。 
ごす^ P .132 「インターネットを巧用する陈のセキュリティ巧策」 

►画面が消えたとまは（省電力機能） 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、コン 
ピュータの電源ランプが点滅している場合は、スタンバイになっています（贈 
入時の設定)。この場合は、電源スイッチを押すと元に戻ります。 

と受^ P .146 「省電カモードから復帰する」 
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►Windows CD - ROM を要求をれたとをは 


本体ドライバをインストールしたり、周辺機器を接続したりするときに 
r Windows CD - ROM 」 を要求されることがあります。このような場合は、添付 
の 「Windows XP リカバリ CD 」 をセットしてください。 

►コントロールパネルの表巧 


コントロールパネルの 表示には、次の2種類があります。 

• 「カテゴリの表示」：項目をカテゴリごとにまとめて表示します（初期設定)。 

• 「クラシック表示」：項目をすべて表示します。 

表示の切り替えは、画面左側にある「クラシック表示に切り替える」、「カテゴ 
リの表示に切り替える」をクリックして行います。 

本書では、「カテゴリの表示」形式を前提に記載しています。 

くクラシック表示> 



<カテゴリの表示> 























I 電源の切 0 方 


ここでは、電源の切り方について説明します。 


制限 


♦電源を切って、ちラー度入れなおす場合には、電源を入れるとさに電気回路 
に与える電気的な負荷を減らし、 HDD などの動作を安定させるために、2日 
秒程度の間隔を空けてください。 

• HDD などのアクセスランプ点打中にコンピュータの電源を切ると、登録され 
ているデータが破損するおそれがあります。 

♦本機は、電源を切っていても、電源プラグがコンセントに接続されていると、 
微少な電流が流れています。本機の電源を完全に切るには、電源コンセント 
から電源プラグを掠いてください。 


► Windows の終了と電源の切り方 


電源を切るときは、必ず Windows を終了させてから電源を切ります。 

1[スタート]-[終了オプション]をクリックします。 

Z 「コンピユータの電源を切る」画面で[電源を切る]をクリックします。 

Windows が終了し、自動的にコンピュータの電源が切れます。 

ゴ接続している周辺機器の電源を切りまず。 

Wi ndows 終了時のミち意 

Windows XP を複数のユーザーが使用している状態で電源を切ろうとすると、 
「ほかの人がこのコンピュータにログオンしています。'..」と画面に表示され 
ます。この場合は、[いいえ]をクリックし、ログオンしているすべてのユー 
ザーの画面に切り替えて、それぞれログオフを行ってから、電源を切ってくだ 
さい。 
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►再起動 


電源が入っている状態で、コンピュータを起動しなおすことを「再起動 J とい 
います。 

Windows の再起動ち法 

Windows の再起動ちをは、次のとおりです。 

[スタート]- r 終了オプション」一「再起動」をクリック 

次のような場合には、コンピュータを再起動する必要があります。 

■使用しているソフトウエアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動しても状態が改善されない場合は、コンピュータの電源を切り、しばら 
くしてから再度電源を入れなおしてみてください。 

►八ングアップしたとをは 


アプリケーシヨンや Windows がキーボードやタッチパッドからの入力を受け付 
けず、何も反応しなくなった状態をハングアップといいます。 
ハングアップした場合は、強制終了を行います。強制終了のホをは、アプリ 
ケーシヨンの場合と Windows の場合で異なります。 

アプリケーシヨンの強制終了 

アプリケーションの強制終了は、次の手順で行います。 


1 区 + 臣互] + 區 を巧し、 [ Windows タスクマネージャ」を起動しまず。 

と 「アプリケーシヨン」タブか 5 A ングアップしているアプリケーシヨンを還 
択して[タスクの終了]をクリックしまず。 

3 「プ□グラムの終了」画面が表示された5、[ずぐに終了]をクリックします。 
Windows の強制終了 

f Ctrl J + ( Alt j + beletej を押しても反応がない場合は、 Windows を強制終了します。 


コンピュータの電源スイッチを巧ず 

コンピュータの電源が切れないときは... 



コンピユータの電源スイツチを已秒じ Lb 巧し続ける 

これでコンピュータの電源が切れます。 






















電源の切り方 


リセット ホールでの 強制終了 

本機底面にあるリセットホールを巧用して、本機を強制終了することもできま 
す。リセットホールは、 Windows の強制終了でも終了できない場合に使用して 
ください。 

1本機底面にあるリセットホールの位置を確認し、リセットホール（►〇 <) に 
巧の細い丈夫なもの（ゼムクリップを引きのばしたようなもの）を差し込 S み 
まず。 
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第泻 

コンピュ ー タの昼本操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使いちなど、本機 
の基本的な操作方法について説明します。 

「 AC アダプタ/バッテリパックを使ラ」. . 58 

「タッチパッドを使ラ」 . 68 

「キーボードを使ラ」 . 72 

「 HDD を使ラ」 . 79 

「光ディスク ( CD / DVD ) ドラィブを使ラ」 . 81 

「 US 巨機器を使ラ」 . 89 

「 PC 力 _ K を使ラ」 . 91 

「メモリカードを使ラ」 . 96 

「画面表示をする」 . 100 

「外付けディスプレイに表示する」 . 10己 

「サウンド機能を使ラ」 . 112 

「ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ」 . 11己 

「無線 LAN を使ラ（無線 LAN 搭載時のみ)」 . 117 

「インターネットに接続するには」 . 129 

「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」 . 132 

「インターネットや電子メールを利用する」 . 13己 

「省電力機能を使ラ」 . 142 

「そのほかの機能」 . 147 























AC アダプタ/パッテリパックを巧ラ 


本機は AC アダプタまたはバッテリパックで使用することができます。 


A 

茜化 
言口 


• AC アダプタや、バッテリパックの分解や改造をしないでください。また、本 
機には、指定の AC アダプタやバッテリパック切外は使用しないでください。 
感電、火傷や、化学物質による被害の原因とな0ます。 

当社指定拟外の AC アダプタやバッテリパック、または分解、改造した AC ア 
ダプタやバッテリパック（当社での修理を除く）は、ま定性や製品に関する 
保証はできません。 

♦バッテリパックの端子をショートさせないでください。火傷の原因となりま 
す。 

♦バッテリパックを火中に入れたり、加熱しないでください。破裂などで火傷 
の原因となります。 

•かさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。な 
めた0すると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

♦バッテリパックは落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。破藝や 
液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因とな0ます。 

♦バッテリパックは指定されている拟外の充電ち法で充電しないでください。 
発熱、発火や液漏れによる被害の原因とな0ます。 


A 

注意 


♦付属の AC アダプタやバッテリパックは本機外には使用しないでください。 
火傷-火巧の危険があ0ます。 

• AC アダプタをちなやな団で覆わないでください。火傷-火巧の危険があ0ま 
す。 

• 破損した AC アダプタやバッテリルックを使用しないでください。火傷- '火災 
の危険があ0ます。 

• ひざの上で長時間使用しないでください。バッテ U バックの熱で本機底面が 
熱くな0、ほ温火傷の原因とな0ます。 


制限 


♦バッテリパックで使用しているときは、本機に電源が入っている状態でわ AC 
アダプタを抜き差しすることができますが、動作中はなるべく AC アダプタを 
抜かないでください。電源が切れている状態で振いてください。 

• AC アダプタを頻繁に振き差しすることは避けてください。 

• AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体がかし熱を持ち 
ますが、故障ではありません。 


AC アダプタの接続方法は、 P .39「 AC アダプタを接続する」をご覧ください。 





第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリパック使用時のを意 


バッテリパック（な降、バッテリ）は着脱可能な充電式の電池です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない場巧や、停電時にも本機を巧用するこ 
とができます。本機では、リチウムイオン ( Li - ion ) バッテリを巧用しています。 

かの注意事項をお認して、バッテリを正しくお使 V 、ください。 

•省電カモードのまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気をつ 
けてください。省電カモードに入っているときも電力が消費されています。 
z ： j = p .142 「省電力機能を使う」 

• バッテリは本機の電源を切っていても自然放電によって電力が消費されて 
います。長期間使用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性 
があります。バッテリのみで本機を使用するときは必ず充電してから使用し 
てください。 

• バッテリは温度が10〜30での環境で巧用すると巧用時間や寿命を延ばすこ 
とができます。10でな下の場巧に放置していたバッテリは性能が低下してい 
ます。10〜30での温度範困の場所でしばらく慣らしてから{ま用することをお 
すすめします。 

• バッテリの特性上、残量が正しく表示されず、 f ま用中に急激に残量が減って 
しまうことがあります。バッテリが急に終わって困らないようにバッテリ巧 
用後は常にあ電をすることをおすすめします。 

それでも正しく表示されない場合は、バッテリのリフレッシュを行ってくだ 
さい。 

とす^ P. 64 「バッテリのリフレッシュ 方 ■を」 

• バッテリを長期間使用しないと、過放電になる可能性があります。過放電に 
なると、バッテリ寿命が短くなったり、あ電ができなくなったりします。過 
放電にならないように、予備のバッテリも含めて定期的に充電をしてくださ 
い。少なくとも半年に1回、バッテリ容量の40パーセント程度の充電をする 
ことをおすすめします。 


►使用可能時聞 


バッテリだけで使用できる時間は次のとおりです。使用可能時間は、お使いの 
CPU によって異なります。また、本機のシステム構成、使用環境や状態などに 
よっても変化します。 


CPU 

使用可能時間（満充電の場合）"= 

インテル Core 2 Duo プ ロ 七 ツサ 

連続あ 5.5 時間 

インテル Celeron M プロ七 ツサ 

連続拘 3.9 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl.O に基づいています。 
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バッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省電力 
モー ドに移行したり CPU パフォーマンス などを調整して消費電力を抑えると巧 
用可能時間を延ばすことができます。 

巧' P .142 「省電力機能を巧う」 

とす = p . l 49 「スピードステップ機能（インテル Core 2 Duo プロセッサ搭載モデ 

ル)」 

►バッテリの巧電 


AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切どちらの状態でも自 
動的に充電が行われます。 

バッテリが満充電状態になったあと、本機をイま用しない場合はを全のために AC 
アダプタを外しておきます。 

バッテリ充電ランプの表示 

バッテリ巧電ランプ（因）の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅 

充電中 

お灯 

滿充電 

消灯 


充電時間 

ほバッテリ状態からバッテリの充電完了までの時間は、次のとおりです。巧電 
時間は、お f まいの CPU によって異なります。 


CPU 

コンピュータの動作状態 

電源切断時 

電源が入っている状態 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 

狗 3.0 時間 

約 3.0 時間* 

インテル Celeron M プロセッサ 

糸勺 2.8 時間 

約 2.8 時間* 


* コンピュータの使用状況により差があります。 



温度条件 I しついて 

バッテリは、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 

温度が10〜30での環境で充電すると、最も劾率のよい充電ができます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バツテリ巧■のお認 


fk 

制限 


バッテリの特性上、残量が正しく表示されないことがあります。 
.64 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 


1 f- 



本機をバッテリだけで{ま用している場合、次のホをでバッテリ残量を確認する 
ことができます。 

■タスクトレイの「バッテリ」アイコンの上にマウスポインタをあわせる。 

も ， の 細 

バッテ IJ アイコン 

• プ□パティ画面を開いて確認する。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「電源メーター」タブ 



バッテ U の残量 
が表ホされまず。 



































AC アダプタ/パッテ U パックを使5 


►バツテリ巧■が少なくなつた6 


ほバッテリの通知 

バッテリ残量が少なくなると、本機は次のように通な（警告）します。 


立 "，巧卜 « 

好機；微か こ'* か。 滅隊， 

バッテリほ下を通知する設をは、 P .63 レ《ッテリアラームの設定」で変更する 
ことができます。 

対処ち法 

バッテリ低下のアラームが通なされたら、直ちに次のいずれかの処置を行って 
ください。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存して 
いないデータはすべて失われます。 

• AC アダプタを接続する 

電源を入れたまま AC アダプタを接続します。（因）が点灯します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 


制限 


AC アダプタを接続しない場合は、直ちに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータが シャツ トダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失 
われます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


バッテリア ラームの 設定 

バッテリ残量がほ下したときの通なホ法を次のプロパティ画面から変更でき 
ます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「アラーム」タブ 



アラームを通知ずる 
バッテ U 残量を設定 
します。 


[アラームの動作]をクリックすると、下記の画面が表示されます。バッテリ 
ほ下やバッテリ切れのアラームの動作を設定できます。 



クリックして、警告 
後のコンピュータ動 
作を選がします。 
と ^ P. 142「省電 
力機能を使ラ」 





























AC アダプタ/パッテ U パックを使5 


►バッテリ巧■が正しく表示をれないときは 


バッテリの特性上、充電を繰り返すと、残量が正しく表示されなくなることが 
あります。 

満充電にしてもバッテリ容量がすぐに低下するような場合は、バッテリのリフ 
レッシュを行ってみてください。 

バッテリのリフレッシュち法 

バッテリのリフレッシュは、次の手順で行います。 

バッテリのリフレッシュには数時間かかります。 

1 AC アダプタび接続されていることを確認します。 

Z コンピュータの電源を入れて、。巧を巧し 、 「BIOS Setup ユーテイリテイ」 
を起動しまず。 

尸巧3 13.165 「BIOS Setup ューテイリテイの起動」 

3 「 Power 」 メニュー画面 —！ "Start Battery Calibration 」 を選択し、に口を 
巧ずと 「Battery Calibration Utility 」 び起動しまず。 

4 画面のメ ッセージの最終巧に rit is charging the battery , please wait 」 
と表示された6、バッテリの巧電び開始されまず。 

バッテリを完全にホ電するまで、 CPU がインテル Core 2 Duo プロセッサの場 
合は拘 3.0 時間、インテル Celeron M プロッサの場合はめ 2.8 時間かかります。 
途中で中止したい場合は、電源スイッチを押してコンピュータの電源を切り 
ます。 

5 バッテリび完全に充電され、画面のメッセージの最終行に r 円 ease remove 
AC adapter 」 と表示された S 、 AC アダプタを巧いてそのまま放置しまず。 

画面のメッセージの最終行に 「 PLEASE LEAVE THE BATTERY RUNNING 
OUT OF POWER 」 と表示されて、バッテリの放電が開始されます。 

バッテリが完全に放電するまで、 CPU がインテル Core 2 Duo プロセッサの場 
合は拘 2.0 時間、インテル Celeron M プロッサの場合は拘 2.5 時間かかります。 
途中で中止したい場合は、電源スイッチを押してコンピュータの電源を切り 
ます。 

〇 バッテリの放電び完了ずると、自動のに電源げ切れます。 

これでバッテリのリフレッシュは終了です。 

バッテリの充電をする場合は、 AC アダプタを接続してください。 
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バッテリの交換 


バッテリは、消耗品です。バッテリのリフレッシュを行っても、バッテリ容量 
がすぐにほ下する場合は、バッテリの寿命が考えられます。当社純正の新しい 
バッテリに交換してください。 

当社ホームページの 「 PC オプション/ソフトウェア」にて、本機のバッテリを 
取りなっています。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http :// epsondirect.jp 

►バッテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、バッ 
テリを交換します。 



バッテリの交換 

バッテリの交换は次の手順で行います。 

1 本機の電源を切ります。 AC アダプタび接続されている場合は外します。 

2 本機の底面部を上にして置きます。 

3 底面ち側のラッチ （0-1) を□ック解除位置 （ tf ) までスライドさせます。 
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AC アダプタ/パッテリパックを使ラ 


4 バッテリを取りがしまず。 

(1) 底面左側のラッチ （0-2) を□ック解除位置 （ tf ) までスライドさせ、指 
で押さえて□ック解除位置 （ tf ) で固定します。 

(2) バッテリを矢印のち向に押し出して取り列します。 



5 新しいバッテリを本機に取り付けまず。 

(1) 下図のとおりバッテリを本機にあわせ、矢印のち向に「カチッ」と音がする 
まで押し込みます。 

(2) 底面ち側のラッチ（こい〇を□ック位置までスライドさせます。 
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►バツテリ保管上のま意 


yjv ルさなお子様の手の届く場所にバッテリ/ックを保管しないでください。 
なめた0すると火傷や、化学物質による被害の原因とな0ます。 


バッテリを保管するときは、バッテリの端子部が金属類に触れないようにホな 
どの絶縁物に包み、高温.を湿の場所をさけてください。保管したバッテリは、 
自然放電していることがあります。次回 f ま用するときは、おず巧電してから使 
用してください。 

コンピュータを保管するときは、必ずコンピュータ本体からバッテリを取り外 
してください。取り付けたままで長期間放置すると、バッテリが液もれしたり、 
バッテリと本体の接点が腐食することがあります。 

►巧用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン (Li-ion) バッテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリサイクル時のま意 

使用巧みのバッテリは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポリ 
袋などに入れて、リサイクル協力店にあるあ電式電化回収ボックスに入れてく 
ださい。 

バッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破棲の原因となります。 











I タッチパッドを使う 


本機には、タッチパッドが装備されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパッドの操作 


タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。 


ポインタの移動 


人差し指をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポイ 
ンタが移動します。 


ポインタ パッド面 



画面 


左クリックボタン 
(ボタンの左側） 



ちクリックボタン 
(ボタンのち側） 


制限 


•パッド面には指で輔れてください。ペンなどで細れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

•パッド面は、1本の指で操作して<ださい。一度に2本 LU 上の指で操作すると、 
ポインタが正常に動作しません。 

•手がめれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があ0ます。 

•キーボードを操作しているとさにパッド面に手が軸れると、ポインタが移動 
してしまラことがあります。 

•起動時の温度や湿度によ0、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 

• 電源を入れたまま LCD ユニッ トを閉じていたり、使用中に本機の温度が上がっ 
てくると、正常に動作しない場合があ0ます。この場合は、電源を一度切って 
入れなおすことにより正常に動作することがあります。 
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パッド面は、ポインタを移動させる働きのほかに、左クリックボタンの働きも 
します。ボタンを押す代わりに、パッド面を軽くたたくことにより、左ボタン 
に割り当てられた処理を行うことができます。 


ク U ック 

クリックは、機能や項目を選択するときによく使われるホ法です。 
ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



□ 


\_ y 

ダブルクリック 


ダブルクリックは、プログラムを起動するときによく使われるホをです。 
ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 

左クリックボタンを「カチカチッ J と2回押すのと同じ操作です。 



ドラッグアンドド□ップ 

ドラッグアンドドロップは、アイコンを移動したり、ウインドウの位置や大き 
さををえるときなどによく {まわれる方をです。 

ポインタを画面上の巧象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 




















































タッチパッドを使ラ 


スク□ール 

スクロールバーのある画面を操作しているとき、パッド面で指を動かして画面 
をスクロールすることができます。 

上下のスクロールは、パッドの右端に指を触れて前後に動かしまず。左右のス 
クロールは、パッドの下部に指を触れて左右に動かします。 








一 1| 











) 


►タッチパッド機能を無効にずる 


キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたってマウスポインタが 
動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に無効にすると便利です。 

タッチパッド機能の有効.無効の切り替えは、タッチパッドキー（白 か） で行 
います。 

ご安 P .77 「インスタントキー」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►タッチパッドユーテイリテイを巧う 


タッチパッド ユーティリティ でを種設定を行うと、タッチパッドがより操作し 
やすくなります。 

タッチパッドユーティリティのを種設定は、次の場所から実行します。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「プリンタとその他の八ードウエ 
ァ」-「マゥス」 

「マウスのプロパティ」 画面の「デバイス設定」タブをクリックして、[設定] 
ボタンをクリックすると、次の画面が表示されます。 



設定項目を選択します。 


各種設定を行います。 


設定項目の説明が表示 
されます。 


► USB マウス（オプション）の接続 


本機右側面または背面の USB コネクタ（每 2.0) に、オプションの USB マウスを 
接続して使うことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 


























I キーボードをほラ 


本機のキーボードは、日本語対応87キーボードです。また、5個のインスタン 
トキーを搭載しています。 

►キーの種類と役割 


入カキー 


87個のキーと5個のインスタントキーには、それぞれ異なった機能が割り当て 
られています。 


a: 



a: 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウエアによって異なります。具体 
的な働きなどについては使用する 
ソフトウエアの マニュアルを ご覧 
ください。 
b : Fn キー 

キート ップに青色で印字されてい 
る機能キーと組み合わせて使用し 
ます。 

と受コ P . 75 「Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 


C ： 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 

か文字キー 

英數字、記号の入力や日本語入カシ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e: 数値キー 

文字 キーの 一部を数値 キーと して 
使用し、数字、演算子などを入力し 
ます 。 [Fn l + fNumLkl を押すと数値 
キーと 文字 キーが 切り替わります。 

f ： インスタント キー 

と受ゴ P .77 「インスタントキー」 


72 



















































































































































































第 2 章コンピュータの基本操作 


►文字を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルフアベットでロー 
マ字を入力し、漢字やひらがなにを 
換します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やひらがなに変換します。 


入カモードの切り替え 

产 5 S 1 を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 
ます。 

日本語入カモードの口ーマ字入力とかな入力の設定は日本語入カシステムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使いち 

MS - IME パネルの主要なボタンのを称と働きは次のとおりです。ボタンをク 
リックしてを設をを行ったり、ヘルプを参照したりします。 


声。* 

- 7 , — |国 I ■■ 

a : b : c : 

a : 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b : ヘルプ 

MS - IME の詳細な説明を見ることができます。 

C ： かな キー □ック 

日本語入カモードの切り替えを巧います。 

ボタンが押されていないが態：ローマ字入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 

MS - IME が外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付さ 
れている マニュアルを ご覧ください。 
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キーボー ドを使5 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

+向品巧を押すと、 NumLock ランプ （ fl ) が点なして、文字キーの一部 
が数値キーとして使用できます。さらに区^を押しながら数値キーを押すと、 
矢印キーなどとして f ま用できます。 



アルファベット入カモード 

アルファべ ットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 
fShUt 1 + 1 己常 J 


大文字に固定した状態のまま小文字を入力するには、 fsi ^ l を押しながら文字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、を押した状態でもう一巧を押しま 
す。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► Fn キーと組み合わせて巧うキー 


キート ップに青色で印字されている機能キーは、 rFn 1 と組み合わせて実行し 
ます。 


キーの組み合わせ 

機能 

(Fn 1 + [ F 1] ピ 

省電カモードに移行します（購入時の設定ではス 
タンバイ）。 

な P .142 「省電力機能を{まう」 

(Fn 1 + ( F 2 I P 

Internet Explorer を起動します。 

(Fn 1 + ( F 3 1网 

Outlook Express を起動します。 

(Fn 1 + ( F 5 ) 来 

LCD 画面を暗くします。 

とす = p '100「 LCD ユニットの調整」 

(Fn 1 + ( F 6 ) 均 ■ 

LCD 画面を明るくします。 

と 受=口'100 「 LCD ュニットの調整」 

(Fn 川 F 7 1國 /X 

LCD 画面のバックライトの入/切を切り替えます。 

と 受^ P .101 「バックライトの消灯」 

(Fn 1 + ( F 8 1國 /□ 

外付けの表示装置に接続している場合に、表示装 
置を切り替えます。 

とす^ P .107 「キーボードで操作する場合」 

(Fn 1 + ( F 10 1づ》パ 

スピーカからの音声のミュート（消音）を切り替 
えます。 

に尹 P .112 「音量の調節」 

1 Fn 1 + ( F 1 11 ▼ づ， 

スピーカの音量を小さくします。 

と覆^ P .112 「音量の調節」 

(Fn 1 + ( F 12 1▲啦 

スピーカの音量を大きくします。 
rw p .112 「音量の調節」 

1 Fn 1 + (Num Lk ) 

数値キー入カモードに切り替えます。 

と吾^ P .74 「数値キー入カモード」 

1 Fn 1 + ( Scr Lk ) 

ソフトウェアによって機能が異なります。詳しい 
内をは、ご使用のソフトウェアのマニュアルをご 
覧ください。 

(Fn 1 + ( End ) 

行の最後に移動します。* 

(Fn 1 + (Home) 

行の最初に移動します。* 

(Fn 1 + ( PgUp] 

前のページに移動します。* 

(Fn 1 +[PgDn] 

次のページに移動します。* 



* ソフトウエアによっては、機能がおなる場合があります。 
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キーボー ドを使5 


►入カキーの機能の入れ替え 


BIOS の設定を'塞更することで、次のキーの機能を入れ替えることができます。 

(1) キーボード左下にある 。 n ] とその隣の 

(2) キーボードち下にあるとその隣の rwi (アプリケーシヨンキー） 


Caps Lock 

巧な 

が 

5 D 

_ と 1 し 

F G 

しは J [ ^ 

JU ヒ 

J y tJ y 

^ け |[[j -er j 

な Shfft 

Z コ 

ご 

Ut 


加 

M < 、 > . ? 

M LjiJ U 

な- \ ろ 谷がが 


U 


Alt SSI 


一;’薦 

S* ひらが; Aft 」 畳 

c" 1 1 山 1 

い 

い 

1 Home 1 1 1 PaOn 1 11 End 1 


川 に） 


ご 受^ P' 174 「Advanced メニュー画面」 

► Windows キーとアプリケーシヨンキー 


Windows キー、アプリケーションキーを巧うことにより、 Windows をより効率 
的に使用することができます。 


キー 名 

機能 

(な） 

(Windows キ ー） 

画面左下の[スタート]をクリックするのと同じ働き 
をします。 

【冒） 

(アプリケー シヨ ンキー） 

マウスのちクリックと同じ働きをします。ソフトウェ 
アによっては、機能が異なる場合があります。 


76 
























































































































































第 2 章コンピュータの基本操作 


►インスタント キー 


本機には、5個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーを 
押すと、キーに割り当てられた機能を実行します。 

をインスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタントキー 

機能 

川キー 

割り当てたアプリケーシヨンを起動します。 

とす^ P .77「 m 、 U 2 キーを割り当てる J 

U 2 キー 

画面サイズ切り替えキー 
因/石*" 

画面サイズを切りをえます。キーを押すたびに、 
解像度を 1280 X 800 と 1024 X 768 に切り替えます。 
と哀コ P .104 「画面サイズを切りをえる」 

インフオメーシヨンキー回 

インフオメ^—シヨンメニュ'—を起動します。 

と^ P .50 「インフオメーシヨンメニューを使う」 

タ ツチパツ ドキー白 /X 

タッチパッドの有劾/無効を切り替えます。タッ 
チパッドを使わないときは、タッチパッド機能 
を一時的に無効にしておくことができます。 

ど万^ P .70 「タッチパッド機能を無効にする」 


► UK U 2 キーを割り当てる 


インスタントキーの U し U 2 キーには、 Hotkey ユーテイリテイを使ってお好きな 
アプリケーションを割り当てることができます。 

Hotkey ユーテイリテイのインスIル 

購入時、 Hotkey ユーテイリテイはインストールされていません。の、 U 2 キーを 
使用するには、 Hotkey ユーテイリテイをインストールしてください。 

と受ご P . 197 「Hotkey ユーテイリテイのインストール J 

U1、U2 キーの設定 


制限 


•割り当てたアプリケーシヨンは、タスクトレイに 「 Hotkey 」 アイコンが表示 
されているときのみ起動します。タスクトレイから 「 Hotkey 」 アイコンが消 
えてしまった場合は、スタートメニューからユーティリティを再起動してく 
ださい。 

[スタート]-「すべてのプ□グラム」一「スタートアップ」一 「EPSON 
Hotkey 」 

♦簡易ユーザー切り替えでユーザーを切り替えた場合は、割り当てたアプリ 
ケーシヨンを使用でさません。再起動して□グオンしなおすか、ユーザー切 
り替え後に再度 Hotkey の設定を巧ってください。 




















キーボー ドを使ラ 


Hotkey ューテイリテイのインストール直後は、次のアプリケーションが割り当 
てられます。 

♦ U 1 キー：マイコンピュータ 

• U 2 キ ー: ペイント 
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設定内容を変更したい場合は、な下の手順で割り当てを行います。ここでは、 
U 1 キーにアプリケーションを割り当てるホをを例にして説明します。 

1 タスクトレイの 「 Hotkey 」 アイコンをダブルクリックしまず。 

回 

く Hotkey アイコン> 

2 表示された画面の U 1 をダブルクリックしまず。 



ここを 

ダブルク U ック 


3 「1)1」画面び表示された5、割り当てたいアプリケーシヨンを還択します。 



-ここをク U ックして 
アプ U ケーシヨンを還択 


4 ruij 画面の [ Apply ] をクリックしまず。 

5 画面ち上の 顔を クリックして画面を閉じまず。 

过をクリックすると、タスクトレイから 「 HotkeyJ アイコンが消え、割り当 
てたアプリケーシヨンが変更されてしまうので、必ず 百を クリックします。 



これで割り当ては完了です。 U 1 キーを押すと、割り当てたアプリケーシヨ 
ンが起動します。 

U 2 キーの場合も同様に割り当てます。 






























HDD を使ラ 


本機には HDD (ハードディスクドライブ）が内蔵されています。 
HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


制限 


•誤った操作で重要なデータが破損しないよラに、次の点に注意してください。 

- HDD を分解しないでください。 

- HDD のアクセスランプ点灯中に、本機の電源を切ったり、再起動しないで 
ください。アクセスランプ点灯中は、コンピュータが HDD に巧してデータ 
の読み書さを巧っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが 
破損するおそれがあります。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 ,, 

•本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が故障するおそ ’I 
れがあります。ショックを与えないよラにミ主意してください。また、持ち運 
ぶときは専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、光ディスクメディアや外付け HDD など 
にバックアップしておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータ 
が消失してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限に 
抑えることができます。 

バックアップの方法は、次の場所で紹介しています。 

な p .231 「データのバックアップ」 

►購入時の HDD 領域について 

購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

く通常> 


ドライブ（領域） 

容量 

消ち禁止領域 

約 2 GB 本 

C ドライブ 

残り 


< HDD 設定変更サービスを選択された場合> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領杜戈 

狗 2 GB 本 

C ドライブ 

購入時に選おされた容量 

D ドライブ 

残り 


すべてのドライブは、 NTFS ファイルシステムでフォーマットされています。 
* 消去禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 




























HDD を使ラ 



HDD 設定変更 サービス 

HDD 設定変更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C ドライブ 、 D 
ドライブに分割した状態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 


消去禁止領域とは 

「消ち禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアを再インストールするた 
めのデータが登録されています。 

この領域は「マイコンピュータ」では表示されませんが、 Windows のインストー 
ル時に表示されます。 この領域は、 鮑対に削除しないでく だおい。 

削除してしまうと、本体ドライバやソフトウェアのインストールができなくな 
ります。 

「消去禁止領域」のデータは、 CD にコピーレくックアップ）することもできます。 
ごす = p .233 レくックアップ CD の作成」 

► HDD を分割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域把ドライブ）を2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


C ドライブ 

消去禁止領域 



C ドライブ 



D ド‘こ 

ライブ 

消去禁止領域 

1 

\ 


\ 


\ 

X 


HDD 



C ドライブには Windows がインストールされているので、 C ドライブを分割する 
場合は Windows の再インストールが必要です。 

詳しくは、 P .238「 C ドライブを分割•変更する」をご覧ください。 
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I 巧ディスク ( CD / DVD ) ドライブを巧う 

光ディスクドライブは、光ディスクメディアを使用するための機器です。購入 
時に選がされた光ディスクドライブにより、機能や使用できるメディアは異な 
ります。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な巧いホについて説明します。 



A 光ディスクドライブで、ひび割れや変お巧修したメディアは使用しないでくださ 
し、内部でおび散って、故障した0、メディア取0出し時にけがをした0するを 
ミ主意険があ0ます。 


i!^ 

制限 


本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント n — 
ル CD 」 などの特殊ディスクについては、動作保証していません。本機にて動作 
しない特殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


►使用可能ながディスクメディア 


購入時に選択された光ディスクドライブで使用できるメディアは、 「マニュア 
ルびゆ一わ」 に登録されている光ディスクドライブの PDF マニュアルで ご確言忍 
ください。 

p .50 「インフオメーシヨンメニューを使う」 

各光ディスクメディアについての簡単な説明は、「用語集」をご覧ください。 
p .249 「用語集」 

















光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


►がディスクメディアのセツトと取り出し 

化デイスクメディアの七ットと取り出しホ法について説明します。 


制限 


•光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動しないで 
<ださい。 

• ディスクトレイ上の光学レンズに軸れたり、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくなります。 

• 必要な場合拟外は、ディスクトレイは閉じておいてください。 

•結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
ら暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因にな0ます。 


セツト方法 


1 イジェクトボタンを巧ずと、ディスクトレイが少し飛び出しまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


2 ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学 レンズに 触れたり、傷つけたりしないでください。 
メディアのデータが読めなくなります。 



3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音げするまで 
はめ&みまず。 



4 ディスクトレイを静かに閉じまず。 








光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


取り出しち法 

1 イジェクトボタンを巧ずと、ディスクトレイびかし飛び出しまず。そのまま 
まっすぐ引さ出しまず。 

2 メディアをディスクトレイか5取り出します。 

3 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じます。 



イジエクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウエアによっては独自の取り出しホをでないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お使いのソフトウェアのマニュアルをご覧くだ 
さい。 


84 


第 2 章コンピュータの基本操作 


►強制的ながディスクメディアの取0出し 


かのような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

•光ディスクドライブが故障して、メディアが取0出せない場合 
■メディアをセットしたまま、コンピュータの電源を切ってしまった場合 

取り出しホをは次のとおりです。 

1 本機の電源が入っている場合は、電源を切りまず。 

P .54 「電源の切りホ」 

2 イジェクトホールに巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引さのばしたちの 
など）を差し&みまず。 



► CD メディアの読み込み • 再生 


光ディスクドライブでは、データ CD を読み込めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウエアが必要なものもあります。 



メディアの再生 

本機に装着されている光ディスクドライブは、メディアの認識に時間がかかる 
ことがありますが、不具合ではありません。 

また、メディアの種類によっては、再生中に振動することがありますが、故障 
ではありません。 













光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


► DVD メディアの読み込み • 再生 


DVD メディアの読み込み.再生機能のある光ディスクドライブでは、データが 
登録された DVD メディアを読み込めるほかに、ビデオ編集ソフトで作成した 
DVD などの再生ができます。再生には 、 DVD VIDEO 再生のためのソフトウェ 
アが必要です。 

DVD VI DEO 再生ソフト 

DVD 再生機能のある光ディスクドライブを選択された場合、本機には DVD 
VIDEO 再生のためのソフトウェア 「 WinDVD 」 がインストールされています。 
WinDVD の詳しい使用方をは、「マニュアルびゆ一わ」に登録されている 
『 WinDVD ユーザーズマニュアル』をご覧ください。 

DVD VI DEO 再生時の制限 

「 WinDVD 」 で DVD VIDEO の再生をする場合、解像度や色数の設定により 、 DVD 
VIDEO の再生ができないことがあります。 

DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像度や色数を下げてみてください。 
とす^ P .103 「解像をや表示色のを更方法」 

►巧ディスクメディアへの書を込み 


書き込み機能のある光ディスクドライブでは、データ、を楽、画像などを光 
ディスクメディアに書き込むことができます。書き込み可能なメディアは、お 
巧いの光ディスクドライブにより異なります。 

お使いの光ディスクドライブで書き込み可能なメディアについては、 「マニュ 
アルびゆ一わ」 に登録されている、光ディスクドライブの PDF マニュアルを ご 
覧ください。 

ど勇う P .50 「インフォメーションメニューを巧う」 


制お 


書を込み時の注意 


作成した DVD VIDE 日は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生でさない場合があります。 


•省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に、 Windows が省電カモードに切り替わると、デー 
夕転送エラーが起き、書き込みに失敗する場合があります。 

書き込みを始める前に、省電力機能を無効にしてください。 
p .145 「時間経過で移行させない」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


■速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書き这みを行う場合は、お使いの光ディスクドライブの書き込み速度に巧応 
したメディアを使用してください。 

光ディスクドライブの書き込み速度は、光ディスクドライブの PDF マニュア 
ルで確認できます。 


ライティングソフト 

光ディスクメディアに書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトが必 
要です。書き込み機能のある光ディスクドライブを選択された場合、本機には 
ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされています。 

とす^ P .87 「Nero 7 Essentials の使い方'」 

^Nero 7 Essentials の使し、方 


ライティングソフト 「Nero 7 Essentials J を f ま用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータや音楽、画像などのファイルを書き这むことができます。 

使いち 

Nero 7 Essentials の起動ホをは次のとおりです。 

1 デスクトップ上の;夕のアイコンをダブルクリックしまず。 

’♦Hi 

JH - 

之 Nero 7 Essentials 画面が表示されまず。 



★目；&产巧 


N 丘™こそ 

1のの」ソかわよ*—] i 1札りご" 
C た 由* 中 ル じ91 か 化!かザ A 示 列 U 
白がの U スウち？ tettn た m 括し J す 


與感 @ I 

Nero 7 Essentials の詳しい使い方については、「マニュアルびゆ一わ」に登録さ 
れている 『 Nero ユーザーガイド』をご覧ください。 










光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


InCD 


メディアをパケットライトソフト 「 InCDj でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけでデータの書き込みを行うことができます。 

パケットライトでメディアに書き込むには、 「 InCD 」 でメディアをフォーマッ 
卜する必要があります。 

「 InCD 」 の詳しい{吏いホについては、「マニュアルびゆ一わ」に登録されている 
『InCD ユーザー マニュアル』をご覧ください。 


制限 


•「 InCD 」 で使用できる光ディスクメディアは、 CD - RW、DVD + RW 、 DVD - 
RAM のみです。 

•「 InCD 」 で フォーマツ トしたメディアは 「Nero 7 Essentials 」 で書き化み 
を巧うことはできません。書き込みを巧う場合は 、 「Nero 7 Essentials 」 で 
「ディスクの消去」を行ってください。 


有償アップデートについて 

本機にインストールされている 「：Nero 7 Essentials 」 は、 Nero 製品版 「Nero 7 
Premium 」 に特別優待価格でアップグレードすることができます。アップグレー 
ドをご希望の方は、デスクトップの 「 Nero オンラインアップダレード」から申 
し込みを行ってください。 

进 

Nero オンライン 
アップクレード 
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I USB 機器をほ 5 


本機には USB 2.0 に対応した USB コネクタが右側面に 2 個、背面に2個、合計4個 
用意されています。 

USB コネクタには USB 対•応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを使用しても構いません。接続する機器によっては、デバ 
イスドライバがお、要な場合があります。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 


制限 


USB フラッシュメモリや US 目 HDD などの USB 記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
USB 記憶装置を取り外した状態で巧い、 Windows 起動後に接続してくださ 
い。 


USB 2.0 の乾送速度 

USB 2.0 のデータの転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 
USB 2.0 コネクタに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、転送速 
度は接続する周辺機器が増えると低下します。 

► USB 機器の巧続と取りかし 


USB 機器の接続、取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


接続 


USB 機器は次のように接続します。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ（み 2.0) に接続しまず。 



2 USB 機器によっては、タスクトレイに r 取りがし」アイコンび表示されまず。 



<取り列しアイコン> 

























USB 機器を使 5 


取り外し 


タスクトレイに「取り外し J アイコンが表示された場合、 USB 機器の取り外し 
は、一般的に次の2つのホ法で行います。 

• Windows 上で US 目機器終了処理をした後に取0外す。 

• 本機の電源を切った後に取0がす。 

USB 機器の終了処 a は、次の手順で行います。 


1 タスクトレイの「取り外し」アイコンをクリックしまず。 


国 

<取りかしアイコン> 

2 表示されたメニューか6 r (取り外したい USB 機器） 一• • • をま全に取り 
がします」を還択しまず。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選がしなぃよう注意してくださ 

い。 


1：巧お S P リ；料 I 




哥 


3 「 A — ドウエアの取りがし」メッセージび表示された S 、 USB 機器を本機か 

5取りがしまず。 
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PC 力ードを使ラ 


本機の右側面には、 PC カードスロットが装備されています。本機では 、 PC Card 
Standard に準拠した Type II の PC カード （ CardBus 対•応）を装着することができま 
す。 



制限 


• PC カードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは 、 PC 
カードに添付のマニュアルをご覧ください。 

♦ PC カードによっては、初回挿入時に再起動を要ホされる場合があります。詳 
しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 

•ネットワークカードなど、使用途中に電源の供給が停止されると、不具合が 
発生する可能性があります。これらのカードを使用するとさは、省電カモー 
ドを無効にしてください。 
iZ ^ p .145 「時間経過で移行させない」 

♦ PC カードス n ットに FAX モデムカードを取り付けて使巧する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴らない FAX モデムカードちあります。これは 、 CardBus 
の仕様によるちので故障ではありません。 

• PC カードの形状によっては装着できないカードがあります。 
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PC 力ードを使ラ 


► PC 力ードのセツトと取0かし 


制限 


• PC カードを取0扱ラときは、あらかじめ金属製のちのに軸打て、静電気を逃 
がしてください。 PC カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があ0ます。 

■ PC カードは、電源を切らずに巧き差しすることができます。ただし、省電力 
モード時は PC カードの巧き差しを行わないでください。システムが正常に動 
作しなくなる場合があ0ます。 


PC カードのセット 


PC カードは、次の手順で七ツトします。 

1 PC 力ードス□ツトにダミーカードがセツトされている場合は、 P .94 「PC 
力ードの取りがし」の手順2、3を参照してダミーカードを取りがしまず。 

ダミーカードは PC カードを巧用しないときに、 スロッ トに七ットしておき 
ます。 



2 PC 力ードを PC 力ードス□ットに挿入しまず。 

PC 力ードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


3 コンピュータの電源び切れている場合は、電源を入れまず。 

4認識されると PC 力ードげ使用できまず。 

正しく PC カードがセットされると認識まが鳴り、タスクトレイに「取り外 
し」アイコンが表示されます。 

国 

<取り列しアイコン> 


PC カードによっては「巧しいハードウエアの追加ウイザード」または「デ 
バイスドライバウイザード」が起動します。メッセージにおってデバイスド 
ライバを選択、またはインストールしてください。 



PC カードの内容の確認 

タスクトレイにある「取り外し」アイコンをダブルクリックし、レ、ードウェ 
アのま全な取り外し」面面で [プロパティ] をクリックすると、 PC カードの内 
容を確認することができます。 










PC 力ードを使ラ 


PC カードの取り夕'!■し 

PC カードは、次の手順で取り外します。 


制限 

1 PC カードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

PC カードの終了処理は、次の手順で行います。 

(1》タスクトレイの r 取り列し」アイコンをクリックします。 

古 

く取り外しアイコン> 

(2) 表示されたメニューから r (取り外したい PC カード）一--■を安全に取り 
外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 



(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示されたら、 PC カードの終了処 
理は完了です。 

2 PC カードイジェクトボタンを「カチッ」と音がずるまで押ずと、イジェク 
トボタンび出てさまず。 


本機にセツトされていた PC カードは、高温になっている可能性があります。取 
り外す際は注意してください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


3 出てきた PC 力ードイジェクトボタンを再び巧し&むと、 PC 力ードび出ま 
ず。 



4 出てきた PC 力ードをまつずぐに引き抜きまず。 

取り外した PC カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 

い。 

5 グミーカー ドを PC 力ードス□ットにセットします。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 





ゾモリカードを使う 


本機正面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードとは、 
デジタルカメラなどで使用するメディアで、コンピュータとのデータ交换に使 
われます。本機では、3種類のメモリカードを使用することができます。 



►本機で使用でをるメモリカード 


本機で使用できるメモリカードは、メモリースティック （ Pro 対*応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカードの3種類です。下記のイラストは、をメモリ 
カード表面のイメージでず。 


<メモリースティック> 

SS0 A 1 



\ 


MULTI 

MEDIA 

CARD 



<マルチメディアカード> 


<SD メモリーカード> 
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制限 


• メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

• メモリースティックおよびメモリースティック Pro の高速転送、セキュリティ 
機能には対応していません。 






































第 2 章コンピュータの基本操作 


メモリカード使用時のを意 

メモリカードを使用する前に、必ずお読みください。 

• メモリカードにアクセス中は、メモリカードを抜かないでください。 
■記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウェアが必要 

になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

• メモリカードは、データの書きをみ中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードを使用するときは、省電力機能を巧 
用しないでください。 

とす = p . l 45 「時間経過で移行させない」 


メモリカードのフオーマット 


メモリカードのフォーマットは必ず、メモリカードを使用するデジタルカメラ 
などの周の機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺機器 
でメモリカードが認識されなくなる場合があります。 

フオ ■ —マットのホ法は、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 



►メモリカードのセットと取り出し 


メモリカードを巧用する前に、必ず「メモリカード使用時の注意」をお読みく 
ださい。 

ご受コ P .97 「メモリカード巧用時の注意」 

メモリカードのセット 

メモリカードは、次の手順でセットします。 

1 メモリカードス□ットにダ S - 力ードびセットされている場合は、ダ S - 
力ードを「カチッ」と音げするまで巧し、かし出てきたダミーカードをまつ 
ずぐに引き抜き、取りがしまず。 

ダミーカードはメモリカードを使用しないときに、 スロッ トにセットしてお 
きます。 
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メモ u 力ードを使ラ 


2 メモリカードをメモリカードス□ットに挿入しまず。 

メモリカードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 
メモリカードの表面は、 P .96 「本機で使用できるメモリカード」をご覧くだ 
さい。 



3 認識されると、メモリカードが使用できます。 

正しく七ットされると、タスクトレイに「取り外し」アイコンが表示されま 
す。 


回 

<取り外しアイコン> 
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メモリカードの取り出し 

メモリカードは、次の手順で取り出します。 

1 メモリカードの終了処理を巧ラか、または本機の電源を切りまず。 

メモリカードの終了が巧は、次の手順で行います。 

( 1 ) タスクトレイの「取りがし」アイコンをクリックします。 

里 

く取り列しアイコン> 

(2) 表示されたメニューから、 r (取0外したいマルチカード）一--•を安全に 
取0外します」を選択します。 

メニューに複数表示される場合は、別のデバイスを選択しないよう、注 
意してください。 



(3)「 A - ドウエアの取り外し」メッセージが表示されたら、メモリカードの終 
了処理は完了です。 

2 メモリカードを「カチッ」と音げするまで巧ずと、メモリカードがかし出ま 
ず。 

強く押すと、メモリカードが飛び出すことがあるので注意してください。 

3 メモリカードをまつずぐに引き巧きまず。 



取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードをセットしない場合は、ダミーカードをセットしておき 
ます。 








I 画面表巧をする 


ここでは、本機の LCD ュニットでの画面表示について説明します。 

本機では、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできま 
す。 

とす = p . l 05 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニットの仕様 


本機では次の LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

• 15.4 型 WXGA 最大解像度 1280 X 800 


制限 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起きるもので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して23日万 L ソ上の画素から作られていますが、 
画面の一部に常時点打あるいは常時消打する画素が存在することがありま 
す。 

♦色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあります。 

♦ Windows の背景の模様や色、壁紙などによってちらついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやすくなります。 


- 

LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドット*抜け基準値は、8個な下です。これは、全ドットの0.00026% 
な下に相当します。 

* 「ドット J は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。 

本機の場合は、3,072,000個の副画素数があります。本書に記載しているドッ 
卜抜け基準値は、 ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算しています。 


► LCD ユニットの調整 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

(Fn 1+[ F 5 ) 来 

暗くなります 

(Fn 川 F 6 ) 0 

明るくなります 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


バックライトの消灯 

本機を使用していない間、バックライトを消灯することで消費電力を巧えるこ 
とができます。バックライトの消灯は、次のホをで行います。 


キー操作/ 

LCD ユニットの操作 

状態 

(Fn 1 + [ F 7 1 画 l/X 

本機が起動している状態で押すとバックライトが消灯 
します。もう一巧押すとバックライトが点なします。 

LCD ユニットを閉じる 

バックライトが消なします。* 


* 本機では、 LCD ユニットを閉じたときの動作を変更できます。 

ごミ苗 P.101 「LCD ユニットを閉じたときの動作」 

LCD ユニットを閉じたときの動作 

LCD ユニットを閉じたときに、スタンバイモードや休止状態に移るなどの動作 
を設定できます。 

初期値は「何もしない」レ《ックライトの消げのみ）です。 

設をは次のプロパティ画面から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一 r 詳細設定」タブ 



LCD ユニットを閉 
じたとさの動作を 
設定します。 



























画面表示をする 


►表示でをる解像度と表示ち 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度と表示色は次のとおりです。 

•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 

•解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 

1024 X 768 

1280 X 800 



画像が正常に再生でさない場合は 

解像度や表示をが高いと、動画再生ソフトなどを再生するときに、正常に表示 
できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示をを下げてみ 
てください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


解像度や表示色の変更ち法 

画面のプロパティからの切り替えホ法は、次のとおりです。 

「画面サイズ切り替えキ ー J を巧用すると、ワンタッチで画面を切り替えるこ 
ともできます。 

と安^ P.104 「画面サイズを切り替える」 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」一 
ni 面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

1 「画面の解像度」、「画面の色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 



表色を 
設定します。 


解像度を^ 
設定します。 


3 項目を変更した6、随曲をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 



セーフモー ドでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こることがあります。 
このような場合は、セーフモードで起動して再設定を行ってください。 
p.226 「セーフモードでの起動」 























画面表示をする 


►画面サイズを切0替える 


ま示される画面が縦伸びまたは横伸びしたように見える場合は、「画面サイズ 
切り替えキー J を巧用すると、ワンタッチで画面を切り替えることができます。 


画面サイズ切〇曽えキー 



「画面サイズ切り替えキー」を押すたびに、画面を次の解像度で表示します。 


画面表示 

解像度 

ワイド* 

1280 X 800 

ノーマル （縦横比4 : 3) 

1024 X 768 


* 購入時はワイドで設定されています。 


制限 


上記の表 L ソがの解像度を設定していたとさに「画面サイズ切0替えキー」を押す 
と、元の解像度には戻0ません。解像度を戻したいとさは、手動で設定し直して 
<ださい。 

|/^ p . io 3 r 解像度や表示色の変更方法」_ 



画面サイズ切〇替えキーが機能しない場合 


• 外部ディスプレイを接続しているときは、外部ディスプレイ側で設定された 
解像度で表示される場合があります。 

• 複数のユーザー登録をしている場合、別々の解像度設定はできません。画面 
に合わせて設定を切り替えてください。 
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I か付けディスプレイに表示する 


本機には次の表示装置を接続して画面を表示することができます。 

•外付けディスプレイ （VGA で接続） 

• TV (S- ビデオで接続） 

テレビへの表示ホをは、 P.111 「テレビに表示する」をご覧ください。 

►ディスプレイのち続 


ディスプレイの接続 

デイスプレイの接続は、次の手順で行います。 

1 本機とが付けディスプレイの電源を切ります。 

2 が付けディスプレイの接続ケースレを本機右側面の VGA コネクタ（旦）に 
接続しまず。 



ゴが付けディスプレイと本機の電源を入れまず。 

r 7 ；ri + 。厂 I (回/ □) を押すと、表示装置の切り替えができます。 

ビデオプロジエクタへの接続 

ビデオプロジェクタも外付けディスプレイと同様に、本機の VGA コネクタに接 
続して使用します。 

プロジェクタ側の接続方法はプロジェクタに添付の マニュアルを ご覽くださ 
い。 



























が付けディスプレイに表おする 


^表示でをる画面の組み合わせ 


本機では、次のような画面の組み合わせで表示ができます。 

• 1つのディスプレイに表示（シングルディスプレイ） 

LCD のみ、または外付けディスプレイのみに表示します。 

外付けディスプレイが接続されていても LCD または外付けディスプレイの 
みで表示できます。 

• 2 つのディスプレイに同じ画面を表示（マルチディスプレイーク□ーン） 

解像度は2つのディスプレイのうち設定の低い解像度に合わせて表示しま 
す。 




< LCD 画面> 


• 2 つのディスプレイで個別に表示（マルチディスプレイー拡張デスクトップ) 

2つのディスプレイで別々の解像をを設をできます。 




< LCD 画面> 


く外付けディスプレイ> 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


^画面を切り替えるには 


表示画面を切りをえるには、次の2通りのちをがあります。 


キーボードで操作ずる場合 

+(画/日）を押すたびに表示画面が切り替わります。 

表示は次の,祖み合わせで行うことができます。接続している表示装置を自動的 
に認識するため、接続していない表示装置には切りをわりません。 


• LCD ONLY (LCD のみに表示） 

• CRT ONLY (か付けデイスプレイのみに表示） 

• LCD+CRT (マルチディスプレイーク□-ンで表示) 



fk 

制限 


♦拡張デスクトップ選択時の表示の切0替えや、拡張デスクトップから別の出 
力先への切り替えは、キーボードでは巧えません。タスクトレイのアイコン 
から操作してください。 

を易可 P.107 「タスクトレイのアイコンから操作する場合」 

• 動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードで表示装置の切〇替 
えができないことがあ0ます。 


タスクトレイのアイコンか5操作ずる場合 

1 タスクトレイの次のアイコンをクリックしまず。 

■ 

2 「グラフィックプ□パティ」をクリックします。 

「Graphics Media Accelerator Driver for mobilej 齒なが表不されます。 

ゴ出力巧の表示装置を選択しまず。 
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が付けディスプレイに表おする 


• シングルディスプレイ 

•ノ'ートブック （ LCD 画面のみに表示） 

• PC モニタ（外付けディスプレイのみに表示） 

♦マルチディスプレイ 

.Intel (民） デュアル•ディスプレイ.クローン （LCD 画面+外付け ディスプ 
レイに 表示） 

-拡張デスクトップ （ LCD 画面+外付けディスプレイに表示） 

出力先にシンダルディスプレイの「ノートブック」または 「 PC モニタ」を 
選択した場合は、手順5へ進みます。 

4 「プライマリデバイス」または「セカンダリデバイス」でディスプレイの設 
定を行いまず。 

「プライマリデバイス」側のディスプレイには、[スタート]メニューやタス 
クバーが表示されます。 



<化ミ長デスクトップ選択時の画面> 

5 [0 K ] をクリックしまず。 

6 「プライマリデバイス」側のディスプレイに「デスクトップの変更を確認」 
画面が表示された S 、[0 K ] をクリックします。 

これで画面の切り替えホをは終了です。 

出力先の表示装置は、次の場巧からも選択することができます。 

タスクトレイの次のアイコンをクリックし、表示されるメニユーの「グラ 
フィックオプション」一「出カホ」をクリック 

■ 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►表示できる解像度と表示を 


fk 

制限 


解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するとさに、正常に表示で 
さないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示色を下げてみてく 
ださい。 


外付けディスプレイで表示できる解像度と表示色は、次のとおりです。 

実際に表示できる解像度は、表示モードや接続しているディスプレイによって 
異なります。 

•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 

♦解像度ピクセル（横X縦） 

800 X 600 

1024 X 768 


1280 X 1024 
1400 X 1050 


1600 XI 200 



表示でさる解像度 

実際に表示できる最大解像度は コンピュータ 側の最大解像度と接続するディ 
スプレイの 最大解像度の低い方になります。 ディスプレイ に添付の マニュアル 
で確認してください。 


夕'！■付けディスプレイの解像度を変更ずる 

次の手順で解像度を変更します。 

1[スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」 
- r 画面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

「画面のプロパティ J 画面の「設定」タブが表示されます。 

2 解像度を変更したいディスプレイを還択しまず。 













が付けディスプレイに表おする 


3 r 画面の解像度」で解像度を、「画面の色」で表示色を変更しまず。 



r 拡張デスクトップ」 
の場合は「1」がプラ 
イマリで「2」がセカ 
ンタ‘ IJ です。 


色数（表示色）を設定 
します。 


解像度を設定します。 


[ II ゎ _. む ] I J 


4 随用]をクリックし画面の指示に従いまず。 



画面が乱れた0何ち表おされな < なつた場合は 

解像度を変更して画面が乱れたり、何も表示されなくなったりした場合は、 
セーフモードで起動して解像度を再設定してください。 

ご 受^ P .214 「 LCD ユニットの不具合」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►テレビに表巧ずる 


S 端子ケーブルを使用して、本機とテレビを接続すると、本機の画像をテレビ 
に表示できます。 S 端子ケーブルは巿販のものをご利用ください。 


fk 

制限 


S- ビデオ出力端子から出力される信号は、一般のテレビで表示巧能に変換した 
NTSC 信号です。 NTSC 信号では、コンピュータ用のディスプレイに使用され 
るアナ□グ RGB 信号ほどきめ細かい表示を巧ラことはできません。 


接続 


1 テレビと本機の電源を切りまず。 

2市販の S 端子ケーブルを使用して、テレビのビデオ入カコネクタ （ S 端子) 
と、本機ち側面の S - ビデオ出力端子（が])を接続しまず。 


テレビ側 



表示の切り替え方法 

+ の（画!/ □) を押すたびに表示装置が切り替わります。表示装置の 
切り替えは、接続している表示装置を自動的に認識して行われます。 

キーボードで切り替えできる表示の組み合わせは次のとおりです。 

• TV Only (テレビ画面のみに表示） 

• LCD+TV (LCD 画面とテレビの両方に表示） 

• LCD Only (LCD 画面のみに表示） 


Jl^ 

制限 


•テレビとの組み合わせで設定できる解像凰ま1024 X768 までです。 LCD 画 
面で1024 X768 より高い解像度を設定していた場合にテレビに切り替える 
と、 1024X768 の解像度で設定されます。 

• テレビに表示を切り替えて解像度が変更された場合に、再び LCD 画面に表示 
を戻してち、解像度は自動的に元に戻りません。 




















































I サウンド機能を使ラ 


本機には、サウンド機能が搭載されています。 


A 

ま意 


ヘッドフオンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してから接続し、接続後に 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さ<なっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因とな0 
ます。 


内蔵ステレオスピーカ 

本機には、ステレオスピーカが内蔵されており、音源からのま声を出力するこ 
とができます。 



音量の調節 


スピーカのを 量は次の キーを 押して調整します。 


キー 操作 

状態 

(Fn I + ( F 10 ) づミ/づ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

I Fn I + ( F 1 1 )▼<], 

音量が小さくなります。 

(Fn I + ( F 12 ) ▲<!》 

音量が大きくなります。 


班 

制限 


外付け機器やアプリケーションソフトによっては、キー操作で音量調節ができな 
いものがあります。詳しくは、外付け機器やアプリケーションソフトに添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►7 イクなどの接続 


本機前面には、力七ットデッキなどのホーディホ機器やマイクなどを接続する 
ためのコネクタが標準で装備されています。をコネクタの位置や種類、使い方 
は次のとおりです。 



a : マイク入カコネクタを 

マイクと接続して、音声を本機に入 
力するためのコネクタです。入力し 
た音声は、本機のサウンド機能によ 
り録音、再生を巧うことができま 
す。 


b : ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
ディオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ 

へッ ド フォン やスピーカを接続し 
た場合は へッ ドフ ホン コネクタと 
して機能します。 

MD デッキなどの光デジタルホー 
ディホ機器と接続して設定を行う 
と、光デジタルホーディホ出カコネ 
クタとして機能します。 



へツドフォンやスピーカの接続 

へッドフォン や スピーカを 接続すると内蔵 スピーカの 機能は自動的に無劾に 
なります。 


録音ずるには 


Windows 標準の「サウンド レコーダー」を 巧用します。 

「サウンドレコーダー」は次の場巧から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「エンターテイ 
メント」 

「サウンドレコーダー」では、最長60ゆ間録音することができます。 

長時間の録をを行うには、別途アプリケーションが必要です。 













サウンド機能を使ラ 


マイク使用時の設定 

本機にマイクを接続して使用する場合、音量の調節を行っても音が小さいとき 
には、次の「録音 コントロール」 画面で設定を行ってください。 

1 [スタート]—「コント □ —ルバネル」一「サウンド、音声、および才ーディ 
オデバイス」一「サウンドと才ーディオデバイス」をクリックして、「サウ 
ンドと才ーディオデバイスのプ□パティ」画面を開きまず。 

2 [オーディオ]タブー「録音」項目の[音量]をクリックします。 

3 r 録音コント□-ル」画面で「マイク」項目の[還択]にチェックを付けます。 

4 [オプション]メニユ ー- [Iン調舊]をクリックしまず。 

5 「マイク」項目一[Iン]をクリックし、「丄マイクブースト」項目に 
チェックを付けまず。 

これで設定は終了です。 
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I ネットワーク（ち線 LAN ) をほう 


本機右側面には、1 OOBase - TX / 1 OBase - T に対応した LAN コネクタが搭載され てい 
ます。ネットワーク機能を使用すると、ネットワークを構築したり、インター 
ネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、巿販の LAN ケーブルでネット 
ワークと接続します。 


LAN コネクタ品! 




►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要でず。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築方法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルなどをご覧ください。 


fk 

制限 


• NetWare サーバを利用している場合や NetBEUI を使用してネットワークに 
接続している場合に、省電カモードに入ると、省電カモードからの復帰時に 
サーバから切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのち法をとってください。 

. 切断後に再度□グオンする。 （NetWare のみ） 

-再起動する。 

-省電カモードを無効にする。 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電カモードに移行すると、正 
常に通常モードへ復帰でをない場合があります。 


►インターネットへの接続 


インターネットへ接続する場合は、 P .129 「インターネットに接続するには」を 
ご覧ください。 
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ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ 


►そのほかの機能 


本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、次のような機能を使 
用できます。 


Wakeup On LAN 

WakeupOnLAN を使用すると、電源切断時にネットワークからの信をにより本 
機を復帰させることができます。この機能は Windows を正常に終了したが態で 
のみ使用可能です。 


リモートブート 


リモートブートを巧用すると、ネットワークを介して、あらかじめ七ットアッ 
プされたサーバ上から Windows をインストールすることができます。 
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I 無線 LAN を使う 


(巧線 LAN 搭載時のみ) 


無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

本機には、圧 EE 802.11 a / b/g の3つの規格に準拠した無線 LAN 機能が搭載されてい 
ます。 


対応規格 


• IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53) 

5 GHz の周波帯域で通信し、高速な転送速度を実現していまず。家電製品と 
異なる周波帯域を使用するため、電波の干渉を避けることができます。 
ただし、電波法の規定により、屋内のみの使用に限られます。 

♦ IEEE 802 .1 lb 、 IEEE 802.1 Ig 

圧 EE 802.1 lb は、従来より広く使用されている通信規格で、 2.4 GHz の周波帯 
域を使用しまず。圧 EE 802.1 Ig は、同じく 2.4 GHz の周波帯城を使用し、 
圧 EE 802.1 lb より高速な通信が可能です。 


圧 EE 802.1 la と圧 EE 802.11 b/g では互換性がありません。 

►無線 LAN 機能をお使いの前に 


A 

啓化 
言口 


•航空機や病院など、使巧を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を 
停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があ0ます。 

•植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合 
は、装着部から本機を 22 cm 拟上離して使用してください。 

電波によ0植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合があります。 

• 医療機関の屋内では次のことを守ってください。 

-手術室、集中治療室り CU ) 、冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を 
持ち込まないでください。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

-□ビーなどであってち付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切 
るか電波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電 
源を切ってください。 

• 自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くでは使用しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 

• 自宅療養など、医療機関拟外で植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型 
除細動器を使用する場合には、電波の影響について個別に医用電気機器メー 
カーなどにご確認ください。 














無線 LAN を使ラ（無線 LAN 搭載時のみ) 
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制限 


• NetWare ヴーノ '：： を利用している場合や NetBEUI を使用してネットワークに 
接続している場合に、省電カモードに入ると、省電カモードからの復帰時に 
サーバから切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのち法をとってください。 

. 切断後に再度□グオンする。 （NetWare のみ） 

-再起動する。 

-省電カモードを無効にする。 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電カモードに移行する 
と、通常モードへ復帰でをない場合があります。 

• IEEE8 日 2.1]a と b/ 旨では、使用する周波帯域が異なります。データ通信を巧 
ラ場合は、同じち式での通信が可能かどラか、事前に確認して<ださい。 

•本機の無線 LAN 機能は、 Wakeup On LAN とリモートブートに对応していま 
せん。 


電波に関ずる注意事項 

無線 LAN をお使いの前に、次の電波に関する注意事項をお読みください。 

•本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ使用できます。 

•圧 EE 802.1 la は、電波法の規定により屋外では使用できません。 

•本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、次の事項を 
行うと法律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはがす 

•圧 EE 802.11 b / g を使用して 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの 
近くで通信すると、双方の処理速度が落ちる攝合があります。電子レンジ付 
近の磁攝、静電気、電波障害が発生するところでは、使用しないでください 
(環境により電波が届かない攝合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の使用する無線チャンネルが出荷時設定が外の攝合は、 
次の機器や無線局と電波干渉する恐れがあります。 

. 産業.科学.医療用機器 

-エ攝の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 




第 2 章コンピュータの基本操作 


►無線 LAN による通信の概要 


無線 LAN では、電波を送受信する無線 LAN アクセスポイント（な降、 AP ) を介 
して通信します。 



►無線 LAN のセキュリティの概要 


無線 LAN は、電波を巧用して通信するため、第=をに電波を傍受され、ネット 
ワークに不正に侵入されたり通信データを盗み読みされたりする可能性があ 
ります。 

ど 吾 二 P .11 「無線 LAN 使用時における七キュリティに関する注意（無線 LAN 搭 
載時のみ）」 

ここでは、無線 LAN で通信する陵に必要なセキュリティの概要について説明し 
ます。 


SSID の設定 

SSID とは、無線 LAN で通信を行う特定のネットワークを識別するための名前で 
す。まず、 AP に任意の SSID を設定してから、接続するコンピュータにも同じ 
SSID を設定します。 

ただし第ミをでも簡単に SSID を読み取ることができるため、 SSID だけではセ 
キュリティ対策は不十分です。 AP に SSID の非通知機能が搭載されている場合 
は、非通なにすることをおすすめします。 

情報の暗号化 （ WEP キー / WAP ) 

無線 LAN 通信をする場合、通信データを暗号化してデータが読み取られないよ 
うにします。まず、 AP で暗号化の設定を行い、コンピュータ側で同じ暗号化設 
定を行います。 
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暗号化には次のようなち法があります。 


■ WEP+- 

WEP キーを設定すると、データが暗を化されるため情報が傍受されにくくな 
ります。 WEP キーは従来から使用されている暗号化の規格です。 


• WPA 

WPA は 、 WEP キーの 機能をさらに強化した方式です。 WPA では、暗号鍵を 
一定時間ごとに自動更新するため、よりを全です。 

本書では、暗号化方式の1つとして WEP キーを使用した暗号化について説明し 
ています。 

MAC アドレスフィルタリング 

ネットワーク製品には、 MAC アドレスという固有の番号がそれぞれ割り当てら 
れています。 MAC アドレス フィル タリングとは、 AP 側に無線 LAN の MAC アド 
レスを登録することでそれな外の MAC アドレスからのアクセスを AP 側が拒否 
する機能です。 



無線 LAN 機器に関する用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルによって設定項目の呼び方が異なる場合がありま 
す。本書での記述と無線 LAN 機器のマニュアルが使用する類似ぶ称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセスポイント （AP) 

ワイヤレス LAN ステーシヨンアク七スポイ 
ント、親機、を化の製品ぶあ 

インフラストラクチャ通信 

アクセスポイント通信、 

アクセスポイント経由通信 

SSID 

ESS - ID 、 ESSID 、 ネットヮーク名、 

サービス セツ ト識別子 

SSID 非通知 

SSID の隠べい、 SSID を見せなレ、設定、 

SSID マスクビーコン、 SSID ステルス 

WEP キー 

WEP 暗号化キー、暗号化キー 

PSK 

事前共有キー 

MAC アドレスフイルタリング 

MAC アドレスによる制限 

キーインデックス 

WEP キー番号、キー番号 
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►無線 LAN の ON / OFF 切智 

無線 LAN の ON/OFF の切替方法について説明します。 


A 航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を停止 
して < ださい。 

電子機器や医療電気機器に影響をおよぼす場合があ0ます。 


fk 

制限 


次のよラな場合は、無線 LAN を日 FF にしてください。 
•航空機や病院など、使用を禁止された区域に持ち込む場合 
•ネットワーク（有線 LAN ) に戻して使用する場合 


無線 LAN を ON にずる 

無線 LAN を使用する場合は、無線 LAN スイ ッチを ON にします。購入時には、無 
線 LAN は OFF になっています。 

ネットワークへの接続をする場合は、無線 LAN を ON にしてください。 



無線 LAN 状態ランプ 

無線 LAN の通信状態は、無線 LAN 状態ランプ （(ザ） で確認できます。 


無線 LAN の状態 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点灯 

OFF 

消灯 



























無線 LAN を使ラ（無線 LAN 搭載時のみ) 


►無線 LAN で接続ずる 


ここでは、本機の無線 LAN 機能を巧って AP に接続するためのホ法について説明 
します。 

無線 LAN 接続の作業の流れ 

無線 LAN で接続するための作業の流れは次のとおりです。 


AP の設定を確認ずる 


無線 LAN を有効にする 


無線 LAN ユーテイリテイの 設定 



MAC アドレスの確認 


AP の設定を確認ずる 

コンピュータ側で設定を行う際に、 AP に登録されている 「 SSID 」 と「暗号化」 
の設を内容を入力する必要があります。 AP に添付のマニュアルを参照して、 
「SSIDJ と「暗号化」の設定を確認しておいてください。 

無線 LAN を有効にずる 

本機の無線 LAN が OFF になっている場合は、無線 LAN を ON にしてください。 
とす = p . l 21 「無線 LAN の ON / OFF 切替」 

無線 LAN ユーティリティの 設定 

無線 LAN ユーティリティ「インテル PROSet / Wireless 」 を 使って、 コンピュータ 
を AP に接続するた めの 設定に ついて 説明します。 

会社のネットワークなど、ドメイン環境に接続する場合は、 P .125 「ドメイン 
に接続するための設定」を参照して設定を行ってください。 
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1 タスクトレイの次のアイコンをダブルクリックします。 

国 

2 「インテル （ R ) PROSet / WirelessJ 画面び表示された6、[プ□ファイル] 
をクリックしまず。 



3 「プ□ファイル」画面び表示された5、[追加]をクリックしまず。 

4 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の r 一般設定」で、夕の設定を巧い 
まず。 

(1) 「プ□ファイル名」に、任意の名前を入力します。 

本 ューティリティでは、 無線 LAN の接続設定を、プロ ファイル として管 
理します。 

( 2 ) 「ワイヤレスネットワーク名 （SSID)」 に、接続する AP で設定された SSID を 
入力します。 

( 3 ) 「操作モード」で、「ネットワーク（インフラストラクチャ通信）…」を選択 
します。 

( 4 ) [次へ]をクリックします。 
























無線 LAN を使 5 (無線 LAN 搭載時のみ) 


5 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の「セキュリティ設定」で、接続ず 
る AP で設定された暗号化に関ずる設定などを行しほす。 



ここでは、 AP に WEP キーの64ビットが設定されている場合を説明します。 
AP に WEP キーな外の暗号化ち式が設定されている場合は、お使いになる AP 
に添付のマニュアルなどをご覧になり、 AP 接続に必要な項目の設をを行っ 
てください。 

「セキュリティ設定 J 画面の詳細は、面面左下のヘルプをご覧ください。 

(1) 「パーソナルセキュリティ」を選択します。 

( 2 ) 「セキュ U ティ設定」で 「WEP- 巨4ビット」を選択します。 

AP の W 邸キーの 設をと同じ内容にします。 

( 3 ) 「ワイヤレスセキュリティパスワード（暗号化キー)」に、 AP で設定され 
ているパスワードを入力します。 

( 4 ) 「キーインデックス」で1〜4の中から1つを選択します。 

AP のキーインデックスと同じ設定にします。 

( 5 ) [0K] をクリックします。 

6 「インテル （R) PROSet/WirelessJ 画面で、作成したプ□ファイルを還 
択して、[接続]をクリックします。 

これで AP との接続は終了です。 


MAC アドレスの確認 

本機の無線 LAN の MAC アドレスを、「インテル PROSet / Wireless 」 画面で確認し 
ます。巧用するネットワーク環境のプロファイルを選び、「プロファイル」項 
目右上の[詳細]をクリックして確認します。確認した MAC アドレスを AP に 
登録してください。登録ホ法については、おイ吏いの AP に添付のマニュアルを 
ご覧ください。 
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►無線 LAN を巧う 


ネットワークへの接続 

「インテル PROSet / WirelessJ に登録した無線 LAN の接続設定は、プロファイル 
として表示されます。無線 LAN で接続するには、「インテル PROSet / Wireless 」 画 
面で[接続]をクリックします。 

複数の無線 LAN 接続設定をプロファイルとして登録している場合には、接続し 
たいプロファイルを選択して[接続]をクリックすると、接続先を切りをえる 
ことができます。通常は自動的に前回接続したプロファイルに接続されます。 

チャンネルの切り替え 

本機から発信する電波がほかの無線 LAN 環境と干渉してしまった場合は 、 AP 
側で巧用チャンネルをを更してください。巧用チャンネルのを更ホをは、お巧 
いになる AP により異なります。詳しくは、おイまいの AP に添付の マニュアルを 
ご覧ください。 

► ドメインに接続ずるための設定 


企業などでドメイン環境に接続する場合は 、 Windows ログオン前に AP に接続す 
る必要があります。そのためには、次の設定を行ってください。作業は、ネッ 
トワーク管巧者の指示に従って行ってください。 

• 機能の追加 

• 管理 ツールでの 巧線 LAN 接続設定 
• Windows での 設定 

ここでは、機能の追加と管理ツールでの接続設定を説明します。 


制限 


設定は、「コンピュータの管理者 （Administrator)」 権限で□グオンして巧って 
<ださい。 


ドメイン環境に接続しない場合は、これらの設定を行う必要はありません。 













無線 LAN を使ラ（無線 LAN 搭載時のみ) 


機能の追加 


ドメインに接続する場合は、無線 LAN ユーテイリテイにシングルサインオン機 
能と管理ツールをインストールする必要があります。インストール手順は次の 
とおりです。 


1 デスクトップ上に表示された「リカバリツール」アイコンをダブルクリック 
しまず。 


敏 

.抽巧 '。一* 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インストール]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覽の画面び表示された6、一覧か5「本体 
ドライバ」を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

手順4の画面が表示されるまでには、数分かかります。 

4 「ドライバ-ソフトウェアのインス I ル」画面げ表示された5、一覧か5 
r 項目別インス!ル」を還択しまず。 

5 「ドライバ-ソフトウェアのインス I ルと削除」画面が表示された S 、一 
覧か5 r 無線 LAN ドライバ」を選択し、[インス!ル]をクリックしまず。 

6 r 無線 LAN ドライバ」と表示された6、[インス!ル開始]をクリックし 
まず。 

7 「インストール確認」画面び表示された6、内容をよくお読みになり、 [0 K ] 
をクリックしまず。 

8 「インテル （ R ) PROSet / Wireless インス!ラ」画面び表示された5、 
[ソフトウェアのインス!■'ール]をクリックしまず。 

9 表示された項目か S 「変更」を還択し、[次へ]をクリックしまず。 


10 -覧げ表示された S 、 巧の2つの項目で、それぞれ▼をクリックして、「こ 
の機能と、ずべてのサブ機能をインストールずる」を還択しクリックしまず。 

• シングルヴインオン 
• 管理 ツール キット 



vvirei が S ご uiuuur だ 


J この欄をと、涅巧したサブ機能をインストールすミ 


松 


X I この视能をインストールしない 


LXJ 




:の蝶をと、すぺてのサブ视おをインストールす 

















第 2 章コンピュータの基本操作 


11 [編集]をクリックしまず。 

12 「コンポーネントの変更を完了しました」と表示された5 [0K] をクリック 
します。 

表示される画面の指示に従い Windows を再起動すると、インスト ■ —ルは完了 
です。 



Windows の□グオン画面 


この設定を行って機能を追加すると、 Windows のログオン画面の表示が変わり 
ます。 

ログオン時は、ユーザー名とパスワードを入力して [ OK ] をクリックします。 
パスワードを設定していない場合は、パスワード欄は何も入力する必要はあり 
ません。 


続いて、管理ツールで接続設定を行います。 

管理 ツールでの 無線 LAN 接続設定 

Windows にログオンしたときに無線 LAN に接続できるように管巧ツールで設を 
を行います。 

手順は次のとおりです。 

1 タスクトレイの夕のアイコンをダブルクリックしまず。 

區 

2 「インテルの） PROSet/WirelessJ 画面が表示された5、「ツール」メ 
ニユーの r 管理ツール」をクリックしまず。 

3 「パスワードの作成」画面が表示された5、 r パスワード」と r パスワードの 
確亂にパスワードを入力して [OK] をクリックしまず。 

「管 巧ツール」 を次に使用するとき は、ここで 設定した パスワードの 入力が 
必要になります。 

4 「管理者パッケージを開く」画面び表示された5、 r 新しいパッケージを作成 
ずる」を選択して [OK] をクリックします。 

5 「管理ちツールー新しいパッケージ」画面び表示された6、「プ□ファイル」 
タブ内の「□グオン前/共通」タブをクリックしまず。 

〇 [追加]をクリックしまず。 












無線 LAN を使ラ（無線 LAN 搭載時のみ) 


/ 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の「一般設定」で、夕の設定を巧い 
まず。 

( 1 ) 「プ□ファイル名」に、任意の名前を入力します。 

本ューティリティでは、無線 LAN の接続設をを、プロファイルとして管 
理します。 

(2) 「ワイヤレスネットワーク名 （ SSID )」 に、接続する AP で設定された SSID 
を入力します。 

(3) [次へ]をクリックします。 

8 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の「セキュリティ設定」で、 AP の設 
定にあわせて暗号化に関ずる項目を設定しまず。 

な P .122 「無線 LAN ューティリティの設を」手順5 

9 憎理ちツール-新しいパッケージ」画面の r ファイル」メニューか5、 r パッ 
ケージを巧ちずる」を還択してクリックしまず。 

10 r 名前をつけて巧を」画面で、 n 呆巧ずる場所」を選択し、任意の「ファイル 
名」を入力して[巧を]をクリックしまず。 

11 n 呆巧されているパッケージ」画面び表示された6、[終了]をクリックしま 
ず。 

12 「パッケージげ巧巧されました」画面げ表示された5、「このパッケージをコ 
ンピュータに適巧ずる」にチェックを付けて [0K] をクリックしまず。 

これで、管理ツールの設定は終了です。 

Windows での設定 

ドメインに接続するには、続けて Windows の設定が必要です。詳細はネットワー 
ク管巧をにご確認ください。 
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I インターネットに擦院ずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続方法やインター 
ネットを利用する上での注意事項について説明します。 


►接続ずるまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 


プ□バイダとの契約 



インターネットに接続 


►接続方法の選択とプロバイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続方ををみめ、その接続ホをでサービスを 
提供しているプロバイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続ホ法は、目的や巧いホに合わせて選がしましょう。また、同じ接続ホ法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダに確認してください。 


接続ち法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと呼び、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などでの接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線、 ISDN など 
での低速な接続をナローバンドと呼びます。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光ファイバー 

ADSL 

CATV 

ブロー ドバンド 


r 


に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナローバンド 


遅し、 


まい 





























インターネットに接続するには 


インターネット接続の方法には、主に次のようなものがあります。 

■光ファイバー 

ほかのブロードバンド接続と比べても、数段に速く安をしているため、映像 
などの大量のデータ転送も無 a なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の化域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく使えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから使いホに合わせて選ぶことができます。 

串り用電話局からの距離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使 
えます。 

■そのほかの接続ち法（ナ□ーバンド） 

ほかにもアナログ電話回線や ISDN 回線を使った低速な接続方法がありま 
す。 


^ - - 

ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは常時接続が一般的ですが、ナローバンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
呼びます。 


必要な機器 


インターネット接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくはを 
プロバイダにお問い合わせください。 

►インターネットにお続ずる 


プロバイダと契約すると、メールアドレスやパスワードなどインターネットへ 
の接続に必要な情報と、接続手順を記載した説明書がプロバイダより提供され 
ます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インストール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダからの説明書は失くさないように大切 
に保管してください。 


第 2 章コンピュータの基本操作 


►インターネットを使ラ上でのミ主意 


インターネットを使用すると、簡単に情幸良を得ることができたり、手軽にメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならないこ 
とがあります。次の点に気をつけてインターネットを{ま用してください。 
•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 
•電子メールは世界中の多くのコンピュータを経由して届けられるため、第= 
者に内容を見られる可能性があります。 

•インターネット上の情巧は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• を易に個人情報をホームページに掲載したり、電子メールで送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、他人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子メールで送ったりすると法律で罰せられます。 

• ホームページからダウン ロー ドするデータによっては、コンピュータが障害 
を被ることがあります。 

• コンピュータウイルスに感染すると、コンピュータが障害を被る可能性があ 
ります。また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセス 
される可能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホ法については、 P .132 「インターネットを使 
用する際のセキュリティ対策」をご覧ください。 






I インタ-ネットを I 關ずる居のセキ; I リティ巧策 


本機には、インターネットに接続した際のコンピュータウイルス感染や不正ア 
ク七スなどの危険に対するセキュリティ機能が備えられています。 

ここでは、このセキュリティ機能について説巧します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータの安全を守るため、必ずセキュリティ巧策を行って 
ください。 

^Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows のが態を診断し、更新が必要な内容が 
あった場合、インターネット上から更新内容をインストールし、本機を最新の 
状態にずる機能です。 

はじめてインターネットに接続したときは 

はじめてインターネットに接続した攝合や、 Windows の再インストールをした 
場合は、まず、次の場所から手動で 「 WindowsUpdate 」 を実行してください。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update」 

その後は定期的に自動で Windows Update を実行してください。 

定期的に自動で Windows Update を実巧ずる 

本機の状態を最新に保ち、を全に使用するため 、 「Windows Updatej は必ずを巧 
的に実行してください。 

定期的に自動で Windows Update を実行するちをは、次のとおりです。 

[スタート]—「コント□—ルバネル」一「セキュリティセンター」一「自 
動更新」-「自動（推奨)」にチェック 
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購入時、「自動更新」は「有効」に設定されています。本機のセキュリティ 
を最新に保つため、「有効」のままお使いください。 
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►ウイルス巧策ソフトウェア 


コンピュータウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安をになったり、保存し 
てあるファイルが破壊されるなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス巧策を行ってください。 

Norton AntiVirus 90日版を使う 

本機には、ウイルス対策ソフトウェアとして、 「Norton Antivirus 90日版」が添 
付されています。購入時、本機に 「Norton Antivirus 90日版」はインスト ' —ルさ 
れていません。インストールしてお巧いください。 「Norton Antivirus 90日版」 
のインストール方法や巧いホは、本機に添付の『ウイルス巧策ソフトウェアを 
ご巧用の前に』をご覧ください。 



更新サービスの有効期限 

本機に添付の 「Norton Antivirus 90日版 J は、製品版ではありません。ウイルス 
を義ファイルの更巧サービスの有効期限は、セットアップ後90日間です。90日 
経過後は、更巧サービスの延長キー（有償）を購入すると、1年間使用可能で 
す。更新サービスについての詳細は、『ウイルスが策ソフトウェアをご使用の 
前に』をご覧ください。 
































インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►フアイ アウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータやプ 
ログラムを勝手に見られたり、改ざん、破壊されたりする可能性があります。 
「ファイアウォール」は、これらの不正アクセスを検出し、遮断する機能です。 
不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を{ま用してください。 

Norton AntiVirus 90日版のファイアウオール機能 

本機に添付の 「Norton Antivirus 90日版」には、ファイアウォールと同等の機能 
「Norton Internet Worm ProtectionJ が備えられていまず 。 「Norton AntiVirus 90日 
版」のセットアップを行うと、自動的に 「Norton Internet Worm Protection 」 が有 
劾になります。そのままお使いください。 

Windows ファイアウオールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 



「Norton AntiVirus 日0日版」を使用している場合 

「Norton AntiVirus 90日版」を使用している場合は、ファイアウオール同±の競 
合を防ぐため、 Windows ファイアウォールは自動で「無効」に設定されています。 


ファイアウォール機能を持つソフトウェアなどを使用しなし、場合は 、 Windows 
ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有劾/無劾の設定は、次の場所から行います。 


[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「セキュリティセンター」 一 
「 Windows ファイアウオール」 


フアイアウ オール ソ 
フトを使用していな 
し、場合にチェック 


フアイアウ オール ソ 
フトを使用している 
場合にチ王ック 
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I インターネツトや電モメールを利用する 


ここでは、インターネットを利用するための、次のソフトウェアの使い方につ 
いて簡単に説明しています。詳しい使い方は、をソフトウェアのホンラインへ 
ルプをご覧ください。 


• Internet Explorer (インターネツトエクスプ □— ラ） 

インターネットのホームページを閲覧するためのソフトウ卫アです。 

• Outlook Express (アウトルツクエクスプレス） 

電子メールを書いたり、送受信するためのソフトウェアです。 

Internet Explorer 、 011 tlook Express を使用するには、インターネットへの接続が 
必要です。インターネットに接続するには、プロバイダと契約し、プロバイダ 
から提示された資料に基づいて各種設定を行う必要があります。ご使用の前 
に、各種設定を行ってください。 

ごす = p . l 29 「インターネットに接続するには」 

^Internet Explorer の巧し、方 


起動と終了 

終了ホ法は次のとおりです。 

ダイアルアップ接続の場合は、接続/切断の確認画面が表示されます。 

起動 

巧のいずれかのち法で Internet Explorer を起動しまず。 

• [スタ'—卜]— 「すべてのプログラム」一 「Internet Explorer 」 

• ( Fn ]+[ F2 )( 民)を押します。 

お了 


画面ち上の 0 をクリックします。 

Internet Explorer が終了 します。 













インターネットや電子メールを利用する 
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画面の説明 


アドレスバー「お気に人り」 版索] 幅圃 



- ステータスバー 


※画面の内容は予告なく変更する場合があります。 


• ちたいホームページを開くには 

• アドレス バーにアドレス （ URL ) を入力して f ] を押します。 

. キーワードを巧って検索します。[検索]をクリックして、検索画面で 
キーワードを入力します。 

■「お気に入り」にぺージを登録する 

よく見るページは「お気に入り」に登録しておくと、すぐにアクセスできます。 
「お気に入り」一「お気に入りに追加」をクリックして登録します。 

• リンクしているページにジャンプする 
ホームページの画面上でマウスポインタがからむに'塞わる場所があり 
ます。むにをわる場巧をクリックすると、リンク先のページ（ステータス 
バーにま示されているアドレス）にアクセスできます。 

• 前に見たページを開く 

[履歴]をクリックすると、な前に見たページの一覧が表示されます。 

• 起動時に表おされるページを設定する 
InternetExplorer を起動した際に表示されるページ（ホームページ）を設定す 
るには、いソ I —ル」一「インタ'—ネットオプション」_「全般」タブ_「ホ'— 
ムページ」で、表示したいページのアドレスを入力し、設定します。 
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■文字のサイズを変更する 

表示される文字のサイズを変更する場合は、「表示」一「文字のサイズ」か 
らを更します。初期設定は「中」になっています。 



「お気に入り」のバックアップ 

Windows を再インストールする場合は、必要に応じて「お気に入り」のバック 
アップを行ってください。 

ど亥^ P .231 「データのバックアップ」 


情報バーび表示された5 

購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設をされています。 
Internet Explorer 使用時に「警告」（情報バー）が表示されたら、[〇 口をクリッ 
クして画面を閉じ、情報バーをクリックして、表示された項目から適切な巧処 
をしてください。 


4 〜 ホ …" e 



♦でみ'が 




• I - 情報バー 



が ■■■ 一•け-■ ■か .1 
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便利な追加機能について 

• JWord 

「 JWord 」 を使うと、アドレスバーを利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい使い方については、デスクトップ上にあるアイコンをダブル 
クリックしてください。 

の 
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• Liquid Surf (リキッドサーフ） 

LiquidSurf は、 Web ページをより見やすくし、 Web ページのリンクを劾率よ 
くたどるためのものです。 

Liquid Surf のアイコンは、画面上部に表示されます。これらのアイコンから、 
Liquid Surf の名■機能を利用できます。 

• 旨00スティック 

Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の検索ボックスが設 
定されています。 「 goo スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 

^Outlook Express の巧し、方 


起動と終了 

起動、終了方法は次のとおりです。 

ダイアルアップ接続の場合は、接続/切断の確認画面が表示されます。 

起動 

巧のいずれかのち法で Outlook Express を起動します。 

• [スタ'—卜]_「すべてのプログラム」_ 「 OutlookExpress 」 

• [ Fn 1+( F3 K 図)を押します。 

終了 


画面ち上の 0 をクリックしまず。 

Outlook Express が終了します。 



ダイアルアップ接続時の電モメールの送受信 

電子メールの送受信には、インターネット接続が必要ですが、電子メール作成 
時や、受信した電子メールを読むときは、インターネット接続の必要はありま 
せん。 
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Outlook Express の初期設定 

Outlook Express をはじめて起動した際に「インターネット接続ウイザード」画 
面が表示された場合は、初期設定が必要です。 

初期設定では、メールアドレスなどの接続に必要な情報を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設定は、次の手順で行いまず。 

1 巧のいずれかの方法で Outlook Express を起動しまず。 

• [スタート]—「すべてのプログラム」一 「Outlook Express 」 

• 厂 Fn ) + [ F 3 ] ( 図)を押します。 

ム 「インターネット接続ウィザード」画面で「名前」と表示された S、 名前を 
入力して[巧へ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電子メールアドレス」と表示された6、プ□バイダか6取 
得したメールアドレスを入力して[次へ]をクリックしまず。 

4 「電子メールサーバー名」と表示された6、プ□バイダか S 指定されている 
受信メールサーバと送信メールサーバを入力して[次へ]をクリックしまず。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか5指定さ 
れているメールアカウントとメールパスワードを入力して[巧へ]をクリッ 
クします。 

〇 「設定完了」と表示された S、 [完了]をクリックします。 



初期設定をあとか5行ラ 

「 OutlookExpress 」 の次の場所から設定を行うことができます。 

「ツール」メニユ——「アカウント」一[追加]-「メール」 











インターネットや電子メールを利用する 


画面の説明 


ボタン類 

表示されるボタンは 
作業によって異なり 
まず。 


メールトレイ 
電子メールが保存 
されています。 


アドレス帳 - 

登を^したアドレスが 
表 7 F されます。 
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各メールトレイをクリックすると、 
電子メールの一覧が表示されます。 



プレビュー表示 

電子メールの一覧を表示すると、画面の下部に電子メールの内容が表示（プレ 
ビュー表示）されますが、受信トレイをプレビュー表示で使用するとウイルス 
に感染する危険があるので、無劾にすることをおすすめします。 

設定変更は「表示」一「レイアウト」で行います。 


•電子メールを受信する 

0山1〇浊 Express を起動時にインターネットに接続すると、自動的に電子メー 
ルを受信します。 

受信していない場合や、再度受信したい場合は、[送受信]を押します。 

• 受信した電子メールを見る 

受信トレイをクリックして電子メールの一覧を表示し、見たい電子メールを 
開きます。 

•電子メールを作成する 

[メールの作成]を押すと、メッセージ作成画面が表示されます。 
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•電子メールを送信する 

メッセージ作成画面の[送信]を押すと指をした「宛先 J に電子メールが送 
信されます。 

送信されずに、「送信トレイ J に一時保存される場合は、[送受信]を押します。 

• メールアドレスを登録する 

[アドレス]を押して[新規作成]で登録します。 



「アドレス帳」「メールデータ」のバックアップ 

Windows を再インスト ■ —ルする場合は、必要に応じて「アドレス帳 J や「メ ー 
ルデータ J のバックアップを巧ってください。 


ど受^ P .231 「データのバックアップ」 










I 省電力機能をほラ 


省電力機能を利用すると、コンピュータを使用していない間、コンピュータが 
省電カモードに移行して消費電力を抑えることができます。特にバッテリだけ 
で使用する場合は、省電力機能を使うことで本機の使用可能時間を延ばすこと 
ができます。 

►省電カモード使用時の制限 


省電カモードを使用する際には、次のような制限事項があります。使用する前 
に、必ず確認してください。 

■周辺機器を接続している場合やアプリケーシヨンを起動している場合など 
に、省電カモードに移行しないことがあります。 

■ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電カモードに移行すると、正 
常に通常モードへ復帰できない場合があります。 

■ NetWare サーバを利用している場合や Ne 旧 EUI を使用してネットワークに接 
続している場合に、省電カモードに移行すると、省電カモードからの復帰時 
にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は、次のいずれかのホををとってください。 

• 切断後に再をログオンする。 （ NetWare のみ） 

-再起動する。 

• 省電カモードを無効にする。 

■省電カモードに移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中 
のデータ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

■ネットワーク機能などを巧って通信を行っている場合は、省電カモードに 
移行しないでください。通信が切断されることがあります。 

■ネットワーク機能などを巧って通信を行っている場合は、省電カモードに移 
行しないでください。通信が切断されることがあります。 

■サウンド機能を巧って録音•再生している場合に、省電カモードに移行する 
とサウンド機能が正常に動作しない可能性があります。 

•省電カ モー ド時に PC カー ドの抜き差しを行わない でく ださい。 システムが 
正常に動作しなくなる場合があります。 

■光ディスクメディアへの書き込み中に省電カモードに移行すると、書き込み 
に失敗する場合があります。書き込みを行う場合は、省電カモードを無効に 
してください。 

p .145 「時間経過で移行させない」 
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• メモリカードを{ま用している場合は、データの書き込み途中に電源の供給が 
停止すると不具合が発生する可能性があります。メモリカードを巧用すると 
きは、省電力機能を使用しないでください。 

とす^ P .145 「時間経過で移行させない」 

• バッテリのみで使用している場合、動画再生時にコマ落ちしたりアプリケー 
シヨンの動作が遅くなるなどの現象が発生する可能性があります。このよう 
な場合には、省電力機能を無効に設定してください。 

どす^ P .145 「時間経過で移行させない」 

►省電カモードの種類 


省電力機能には、次の省電カモードがあり、状況に応じて巧い分けることがで 
きます。 

• HDD/ ディスプレイの電源を切る 

HDD やディスプレイの電源を切ります。省電力の効果は、スタンバイより低 
いですが、通常モードにすぐに復帰できます。 

■スタンバイ 

作業内ををメモリに保持した状態でコンピュータの動作を中断します。ディ 
スプレイの電源が切れ、電源ランプおよび電源スイッチが点滅します。通常 
モードへは、十数秒で復帰できます（使用環境により復帰時間は異なりま 
す)。 

• 休止状態 

作業内容を HDD に保存して電源を切ります。電源スイッチを切ったが態と同 
様に電力を消費しません。通常モードへの復帰には多少時間がかかります。 
どを^ P .144 「休止状態を有効にする」 

□ーバッテリ省電カモード 

本機は、バッテリ残量がほ下したときに上記の省電カモードに移行します。 
バッテリ残量ほ下時の通知ホをや、通知する残量の設定を変更することができ 
ます。 

p .63 「バッテリアラームの設定」 


電源ランプの表示 

省電カモードの状態は、電源ランプ（①）の点な、点滅により確認できます。 


動作状態 

電源ランプの表示 

通常モード 

点灯 

HDD/ デ ィス プレイの電源を切る 

点が 

スタンバイ 

点滅 

休止が態 

消な 

電源切断時 

消な 













省電力機能を使 5 


休止状態を有効にずる 

省電カモードの「休止状態」を有効にすると、電源スイッチを切った状態と同 
様に、電力の消費を抑えることができます。「休止状態」を有効にする手順は 
次のとおりです。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「休止状態」タブー「休止状態を有効にする」に 
チェック 



<イメージ> 


►省電カモードに巧巧ずる 


省電カモードに移行するには、大きく分けて2つのホ法があります。省電カモー 
ドに移行する場合は、 万一正常に復帰できない場合に備え、使用中のデータ 
(作成中の文書など）を保存しておくことをおすすめします。 

• 時間経過で移行 

設定した時間を超えてコンピュータを使用しないと省電カモードに移行し 
ます。 

■直ちに移行 

巧を外すときなどに、強制的に省電カモードに移行します。 

省電力に関するを種設をは、次の画面のをタブで行います。 

[スタート]- r コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」 

















第 2 章コンピュータの基本操作 


時間経過で移行ずる 

省電カモードに移行する時間の設定は、「電源設定」タブで行います。 


設定した時間を超えて何 
も操作しないと、各モー 
ドに移巧します。 


時間経過で移行させない 

光ディスクメディアへ書き込みを行う場合などは、時間経過による省電カモー 
ドへの移行を無効に設定します。 

時間経過による省電カモードへの移行を無効にするには、「モニタの電源を切 
る」などすベての項目の時間設定を「なし」に設定します。 




























省電力機能を使 5 


直ちに移行ずる 


次のホ法でスタンバイ、または休止状態に移行します。 

■[スタート]-「終了オプション」か!5選択、実行する。 
■ LCD ユニッ トを閉じる。 

■電源スイッチを押す。 

• FfT ] +し F 1 1(ピ）を押す。 


「LCD ユニットを閉じる」、「電源スイッチを押す」、「 （ Fn ) + ( F 1) ( ピ)を押 
す J 方■法で、どのモードに移行するかの設定は、「詳細設定」タブで行います。 



「LCD ユニッ トを閉じ 
る」での動作を設定しま 
す。 


r 電源スイッチを巧ず」 
での動作を設定します。 


「 m + m (じ） 

を巧ず」での動作を設定 
しまず。 


購入時の設定は、次のとおりです。 


実巧ち法 

ミ n み 
巧疋 

LCD ユニッ トを閉じる 

「何もしない J レくックライトの消灯のみ） 

電源スイッチを巧す 

「シャッ トダウン」 

(Fn I+ ( F1 )( ピ）を押す 

「スタンバイ」 


►省電カモードか6復帰ずる 

省電カモードから復帰して通常モードに戻るホ法は、次のとおりです。 


省電カモード 

ランプ表示 

復帰ち法 

HDD/ ディスプレイの電源 
が切れているが態 

点げ 

•タッチパッド、 キーボー ドを操 
作する（誤って電源スイッチを 
巧さないでください)。 

スタンバイ 

点滅 

• 電源スイッチを押す。 

• キーボー ドを操作する。 

休止が態 

消な 

• 電源スイッチを押す。 
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I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


► IEEE 1 394コネクタ 


本機右側面に曲邸 E 1394 コネクタ （4 ピン）が1個用意されています。圧邸1394 
コネクタには圧邸1394対■応の機器を接続します。 


接続と取り外し 


圧 EE 1394 機器の接続、取り外しは電源が乂った状態で行うことができます。た 
だし、タスクトレイにアイコン （ 「取り外し」アイコンなど）が表示される場 
合は、 Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 



く取り外しアイコン> 

► 文字やアイコンの大をさををちずる 


本機には、デスクトップや Intern 別 Explorer の表示をより見やすくするためのソ 
フトウエア 「Liquid View 」 がインストールされています。 


Liquid View (リキッドビュ ー） 

Liquid View は画面に表示される文字が小さくて読みにくい場合などに使用する 
と便利です。 

Liquid View では、次のような操作を行うことができます。 

• デスクトップ上のアイコンの大きさを変更する。 

•ダイヤ□グボックスやプルダウンメニューに表示される文字の大ささを変更す 
る。 

Liquid View は、次の方法で起動します。 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Liquid View ( R ) Software 」 
をク U ック 















そのほかの機能 


起動すると次の画面が表示されます。 

使用方法についての詳細は、ヘルプをご覧ください。 



クリックすると、 
ヘルプが表示さ 
れます。 


制限 


• Liquid View を使用してデスクトップ上のアイコンの大きさを変更したあと、 
タスクバーのアイコンの表示が乱れてしまった場合には、本機を再起動して 
<ださい。 

• Liquid View を使用してデスクトップ上のアイコンの大きさを変更したあと、 
タスクバーの大きさが元に戻らない場合には、タスクバーの上端をドラッグ 
して、大きさを元に戻してください。 
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►スピードステップ機能（インテル Core 2 Duo プ□セッヴ搭載モデル) 

スピードステップ機能 （Intel SpeedStep Technology ) は、巧用時の CPU の使用率 
にあわせて、 CPU の処理速度を自動で調整します。 

CPU の使用率が少ないときは、 CPU の処理速度を抑えて、消費電力を少なくし 
ます。また、 CPU の使用率が高いときは、 CPU 処理を最速で動作します。 
ただし、「電源 オプション」 の「電源設定」で「常に オン」 を選択している場 
合は、 CPU 処理が常に最速になります。 

現在の CPU の処 a 速度を次の画面で確認できます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「システム」一「システムのプ□パティ」画面 



CPU 速度 
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►データ実行防止機能 （ DEP 機能) 


本機は、データ実行防止機能（な降、 DEP 機能）にが応しています。 DEP 機能 
とは、メモリを利用してお大する種類のコンピュータウイルスに感染してし 
まったアプリケーシヨンやプログラムを停止する機能です。 

D 邸機能は、ウイルスの巧動を阻止するもので、検索-駆除を行うものではあり 
ません。ウイルスの検索.駆除はウイルス巧策ソフトウェアで行ってください。 


D 邸機能がウイルスを検出した場合、感染してしまったアプリケーシヨンやプ 
ログラムの実行を停止し、次の画面を表示します。 


コン <' ユ ー M^litA.UJU. か占 B — かトー < U]—TE なし Cr 


占 F 
JthTE 


T *®™ い rt け 




上の画面が表示された場合は、ウイルス亥ホ策ソフトウェアでウイルスの検索- 
駆除を行ってください。それでも問題が解決しない場合は、『サポート•サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 

を全なアプリケーションでエラーび表示された場合 

D 邸機能では、安全なアプリケーションを実行した場合でも、メモリのが態に 
よっては、アプリケーションを停止してしまう場合があります。このような場 
合は、アプリケーションの製造元へお問い合わせください。 

さ5にセキュリティを強化ずる 

D 邸機能を次のように設をすると、七キュリティがさらに強化されます。 
Windows を再インストールした場合も、再度設定が必要です。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「システム」をクリックしまず。 

Z 「システムのプ□パティ」画面び表示された5、 r 詳細設定」タブをクリック 
し、 r 八‘フオーマンス」欄にある[設定]をクリックします。 
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3 「データ実行防止」タブをクリックし、 r 夕に選択ずるものを除く • • •」に 
チェックを付けて [0 K ] をクリックします。 



4 「コント□-ルパネルの[システム]」画面が表示された5、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

5 「システムのプ□パティ」画面で、 [0 K ] をクリックし、画面を閉じまず。 

6 [スタート]-「終了オプション」一[再起動]をクリックし、コンピユー 
夕を再起動しまず。 

コンピュータが再起動したら、設定は終了です。 





















そのほかの機能 


►セキュリティ□ツクス□ツト 


本機左側面には、「セキュリティ ロックスロット」が 装備されています。 ここ 
には、専用の盗難抑止ワイヤーを取り付けます。 

専用の盤難抑止ワイヤーは、当社ホームページで購入することができます。 

http://epsondirect.jp 
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第 3 章 
システムの拡張 

アップグレードサービスや本機に接続でをる装置について説明します。 


r 拡張できる装置」 . 154 

r メモリの増設」 . 155 

r 外付け巧能な周辺機器」 . …161 











拡張できる装置 


本機内部に、次の装置を増設•交換して、機能を拡張することができます。 


メモリモジュール 



メモリモジュール 

本機には、メモリスロットが底面に2本用意されています。最大 2 GB のメモリを 
搭載できます。 

と ^=" p . l 5 5 「メモリの増設」 


制限 


アップグレードサービスについて 

当社では、コンピュータをお預かりして増設•交換をする、アップグレード 
サービスを有償で行っています。 

本機装置のアップグレードサービスは、次のとおりです。 

■メモリ ：増設•交換 

• 内蔵 HDD :交換 

■光ディスクドライブ：交換 

アップグレードナービスをご希望の場合は、カスタマーサービスセンターにご 
申目談ください。カスタマーサービスセンターの連絡先は、『サポート.サービ 
スのご案内』をご覧ください。 

ご自身での装置の交換（メモリを除く）は、故障の原因となりますので行わな 
いでください。 


本機は、ご自身でメモリ lit 外の機能を拡張することはでさません。 
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I メモリの増設 


本機で、使用可能なメモリの仕様と取り付け方法について説明します。 

►メモ U の仕様 


本機底面には、 メモリスロットが 2本用意され ていて、メモリの 増設または交 
換をすることができます。 

メモリを増設する場合は、下記仕様と一致するメモリを、当社のオプションー 
覧より選択してください。 


• PC 2-4200 SODIMM ( DD 民 2-533 SDRAM 使用、200ピン) 

• メモリ容量 256 MB 、512 MB 、1024 MB 

• Non ECC 

• CL -4 


最新メモ U 情報 


今後、新しいメモリを取りあう場合があります。 

本機で使用可能な最新のメモリは、当社ホームページでご確認ください。 

http://epsondirect.jp 

►作業時のを意 


メモリモジュール （ SODIMM 、 が降メモリ）の増設•交換をする場合は、次の 
点に注意してください。 


A 

警告 


•電源コンセントに電源プラグを接続、あるいはバッテリパックを装着したま 
ま分解しないでください。感電や火傷の原因となります。 

• マニュアルで指示されている似列の分解や改造はしないでください。けがや 
感電-火災の原因となります。 


A 

ま意 


• メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているとさには巧わないでく 
ださい。火傷の危険があります。作業は電源を切って1日分拟上待ち、本機の 
内部が十分冷めてか!5巧ってください。 

•不安定な場所（ぐ S ついた机の上や、傾いた所など）で、作業をしないで< 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 
















メモ u の増設 


制限 


•本機の電源を切っていてちコンセントに接続されていると微少な電流が流れ 
ています。作業を始める前に必ず電源コンセントから本機の電源プラグを外 
して < ださい。 

•作業を行ラ前に金属製のちのに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
コンピュータに静電気が流れると、基板上の部品が壊れるおそれがあります。 

• コンピュータ内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

• メモリを持つとさは、メモリの端子部や素子に軸れないでください。メモリ 
の破損や接軸不良による誤動作の原因にな0ます。 

•装着するち向を間違えないでください。メモリが掠けなくなるなど故障の原 
因にな0ます。 

• メモリを落とさないよラにミ主意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
0ます。 

• メモリの着脱は、頻繁に巧わないで<ださい。必要 LU 上に着脱を繰0返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因になります。 


►メモリの増設•交換 

メモリの 増設.交換は、次の手順で行います。 


メモリの取り付け 

ここでは、メモリ スロッ ト2にメモリを取り付ける手順を記載します。 
メモリ スロッ ト1でも、手順は同じです。 

1本機の電源を切りまず。 

2 接続しているずベてのケーブルをがしまず。 

3 本機の底面を上にして置き、バッテリを取りがしまず。 

と夏^ P. 65レくッテリの交換」 
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6 増設ずるメモリを静電防止袋か5取り出しまず。 

メモリの端子部や素子に触れないように持ちます。 

端テ部 
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メモ u の増設 


7 メモリを、メモリス□ット2に差し&みまず。 

切り欠きを突起にあわせ、メモリをめ15まの巧までメモリ スロッ トに差し込 
みます。 


メモリス □ツト 2 


メモリス □ット 1 

(メモリが装着されています。） 



8 メモリを静かに倒しまず。 

正しく装着すると「カチッ」と音がして両側の固定タブに固をされます。 



9 メモリス□ットカバーを取り付け、ネジ （7 本）で固定しまず。 

10 取りがしたバッテリと、ケーブル類を元に戻しまず。 

P .65 「バッテリの交換」 

11 「BIOS Setup ユーテイリテイ」を起動して、総メモリ容量を51認しまず。 

な P .160 「メモリの増設-交換後の作業」 
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メモリの取り外し 

ここでは、メモリ スロッ ト1のメモリを取り外す手順を記載します。 

メモリスロット2でも、手順は同じです。 

1 メモリス□ットの両側にある固定タブをが側に広げるとメモリが起き上が 
りまず。 


メモリス□ツト1 



固定タブ 


2 起き上びったメモリの両端を持って静かに引き巧きまず。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください, 







メモ u の増設 


►メモリの増設•交換をの作業 


メモリの増設-交换をしたら、メモリが正しく取りがけられているかどう力\ 
必ずメモリの容量を確認します。 

メモリ容量の確認ホ法は次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を入れた 5、 r ^ を巧して 、 「BIOS Setup ユーテイリ 
テイ」を起動しまず。 

，とす^ P.165 「BIOS Setup ユーテイリテイの起動」 

2 「 Main 」 メニユー画面一 「System Memory 」 で総メモリ容量を確認しまず。 

総メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付けられて 
いないことが考えられます。すぐに電源を切り、正しく取り付けなおしてく 
ださい。 



総メモリ容量の表示 

本機では、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。そのため、 
メモリ容量は、メインメモリからビデオメモリ（最小 8 MB ) を引いた値が表示 
されまず。 
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I か付け可能な周巧機巧 


本機のスロットやコネクタには、次のような周辺機器を取り付けることができ 
ます。名'コネクタへの接続方法は、本書または接続する周辺機器のマニュアル 
をご覧ください。 



e : 


a : b : c : 


曰： e: f: g: h: I ： 


a : マイク入カコネクタ 

• マイク 

b : ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
デイオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ 

•スピーカ 
•へツ ドフオン 

* MD デッキ 

• 5.1 チヤンネルサラウンドスピーカ 
システム 

C ： メモリカードス□ット 

•メモリースティック （ Pro 対応） 

. マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 

か PC カードス□ット 

- PC カード 

PC Card Standard 準拠の PC カード 
(Type II )が利用できます。 


e : US 巳コネクタ 

-プリンタ 
-スキャナ 
-デジタルカメラ 

- USB FDD 
• USB マウス 

USB 対応機器が接続できます。 

f : IEEE 13 目4コネクタ 

- DV 機器 

圧 EE 1394 対■応機器が接続できまず。 

吕： S - ビデオ出力端子 

•テレビ 

h : VGA コネクタ 

•外付けディスプレイ（アナログ接続) 
-ビデホプロジェクタ 

i : LAN コネクタ 

• ネットワ'ーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 


本機にはな下の機器が接続できます。 

• 無線 LAN 巧応機器（無線 LAN 搭載時のみ) 


































が付け可能な周辺機器 
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BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更ずる 


方法について説明しまず。 

「 BIOS の設定を始める前に」 . 164 

「BIOS Setup ユーテイ U テイの 操作」 . 165 

「BIOS Setup ユーテイ U テイの 設定項目」 . 173 






BIOS の設定を始める前に 


BIOS は、コンピュータの基本状態を管をしているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は 、 「BIOS Se 扣 P ューティリティ」 で'変更できますが、購入時の シ 
ステム 構成にあわせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
■パスワードを設定する場合 
• メィンボード上の機能を有効/巧効にした場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。 

設定値をよく確認してから変更を行ってください 。 BIOS Setup ューティリティ 
でを更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメモリ領域に保存されます。 
この メモリはリチウム電化によってバックアップされているため、コンピュー 
夕の 電源を切ったり、再起動しても消ちされることはありません。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Setup ユーティリティの内容は、リチウム電化で保持しています。リチウ 
ム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 AC アダ 
プタ、およびバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム電池の 
寿命は約5年です。日付や時間が異常になったり、設をした値が変わってしま 
うことがあ発するような場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。 
『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、カスタマーサー ビス センター 
までご連絡ください。 


制限 


•設定値を変更して、動作が不安定になった0、リチウム電池の寿命で内容を 
保持でさな<なった場合に備えて、必ず購入時の設定と変更後の設定値を記 
録しておいてください。 

た吾^ fp . 17日 「BIOS Setup ユーティリティの設定値」 

• 設定を変更後に、万一動作が不ま定になった場合は 、 「Load Optimal Defaults 」 
(初期値に戻す）または 「Discard Changes 」 （前回保ちした設定値に戻す） 
を実行することで、ちとの値に房すことがでさます。 
l £^ P .169 「設定値をもとに房すには」 

• 当社製 LU 外の目 I 0 S を使用すると、 Windows が正常に動作しなくなる場合が 
あります。 当社製外の BIOS へのアップグレ~ドは組巧に巧わないで<ださ 
い。 


















I BIOS S 加口-ティリティの就乍 


► BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードの ！ F 2 ^ の位置を確認してください。手 
順2では、すばやくし口1を押す必要があります。 


1 本機の電源を入れまず。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

2 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一を実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」 び起動して 「 Main 」 メニユー 画面び表示さ 
れまず。 


BIOS SETUP UTILITY 


Advanced Security 


System Overview 


AMIBIOS 

Version : #800A0-XXXXX-XXX 

Processor 

Type : Genuine Intel (R) CPU T 2300 日 1.66GHz 

Speed こ 1667MHz 


Use [ENTER], [TAB] 
or [SHIFT-TAB] to 
select a field. 

Use [+] or [-] to 
configure system Time. 


System Memory 
Size こ 1024 MB 


[:26:40] 

[Wed 07/05/2006] 




F9 

F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
Change Field 
Select Field 
General Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 




V02.59 (C)Copyright 1985-2005, 

America 

n Maqatrends, 

Inc. 


BIOS Setup ユーテイリテイ（イメージ） 


仕様び前回と異なるとを 

コンピュータの状態が、前回使用していたときと異なる場合には、起動時に次 
のメッセージが表示されます。 


Press F1 to continue, F2 to enter S ヒ TUP 


このメッセージが表示されたら 广 F 2 1 を押して BIOS Setup ユーティリティを起 
動します。通常はそのまま r Save Changes and Exit J を実行して終了します。 

と手 ^ P.172 「BIOS Setup ユーティリティの終了」 

CTTl を押すと Windows が起動しますが、動作中に問題が発生する可能性があ 


ります。 




























BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


►BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


「BIOS Setup ユーテイリテイ」の操作は、キーボードで行レ、ます。 

画面の構成 

BIOS 七ットアップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設定値を'塞更することができます。 


処理メニュ - 


BIOS SETUP UTILITY 


サブ設定項目 


設定項目 




Advanced Settings 


WARNING : Settina wrong values in below sections 
may cause system to malfunction. 


Internal Pointing Device [Enabled] 

Exchange Fn & Ctrl Key [Disabled] 

Exchange R-Alt & Win APP Key [Disabled] 


Configure the IDE 
device (s). 


Select Screen 
り Select Item 
Change Field 
Tab Select Field 
General Help 
Load Defaults 
F10 Save and Exit 
ESC Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2 册 5,, 


くメニュー画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なりま 
す。実際のをメニュー画面と設定項目の説明は、 P .173 「BIOS Setup ユーティリ 
ティの設定項目」をご覧ください。 
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第 4 章 BIOS の設定 


画面の操作ち法 

「BIOS Se 叫)ユーティリティ J の操作ち法は、次のとおりです。 

1 処理メニユーで設定を変更したい項目のあるメニユー画面に移動し、設定項 
目を選択しまず。 

でメニュー間を移動します。 

ご n cn で設を値をを更したい項目まで移動します。 


処理メニュ - 


設定項目を選が 


BIOS SETUP UTILITY _ 


Boot Settings 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


Select Screen 
Select Item 
General Help 
し osd Defaults 
Save and Exit 
Exit 




V02.59 (C)Copyright 1985-2005, Am 

lericar 

I Magatrends. I 

Inc. I 


く ►のある項目の場合〉 

►のある項目の場合、 rrn を押すとサブメニュー画面が表示されまず。 
[n CT ] で設定値を変更したい項目まで移動します。 


BIOS SETUP UTILITY 


2nd Boot Device 
3rd Boot Device 


[CD/DVD] 
[Hard Drive] 


Specifies the boot 
sequence from ホ e 
available devices. 

A device enclosed in 
parenthes is has been 
disabled in the 
corresponding type 




Select Screen 
Select Item 
F1 General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2005. 


くヴブメニュー画面 > 


サブメニュー画面から戻るにはを押します。 









































BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


2設定値を変更しまず。 

を押して選択ウィンドウを表示し 、 ntn m で値を選択し、 frn で 
決定します。 


選択ウィンドウ 


BIOS SETUP UTILITY 
I Bool I 


Boot Settings 


► Boot Device Priority 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


Wake-Up On LAN 


[Disabled] 



Select Screen 
Select Item 
F1 General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


v02.59 (C)Copyright 1985-2005. American Magalrends, 


キー操作一覧 

BIOS の画面では、次のキーを使って操作を行うことができます。 


キー 


操作できる内容 


TescI 


田’の 


■を更した内容を破棄し、終了するか確認するメッ 
セージを 表示します。 

• サブメニュー画面から メニュー 画面に戻ります。 
設定を変更する項目を選択します。 



処理 メニューを 選択します。 


r 卜 n J + L - 1り) 
の) 


項目の値を変更します。 


• メニュー画面中の►マークの付いている項目で押 
すとサブメニュー画面を表示します。 


• 選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


回 

FfTI 

し PgUp 1 


•設定値を選択します。 

ヘルプを 表示します。 

変更した設定値を前回保存した設定値に戻します。 
全設を項目の値を初期値に戻します。 

変更した設定値を保存して終了します。 

表示されているメニューの中の最初の項目に移動しま 


〔 Fn 1 + 「 Home ) 
[PgDn] 

[Fn | +〔End I 


す。 


表不されているメニュ 
します。 


一画面の中の最後の項目に移動 
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第 4 章 BIOS の設定 


►設定値ををとに戻ずには 


BIOS Se 扣 P ユーテイ リ テイの 設定を間違えてしまい、万一本機の動作が不安を 
になってしまった場合などには 、 BIOS Se 扣 P ユーテイリテイの 設定を初期値や 
前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Setup ユーテイ リ テイの 設をを 、 BIOS の 初期値に戻します。 


1 [ F9 1 を巧す、または FExitJ メニュー画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択ずると;夕のメッセージび表示されまず。 


Load Optimal Defaults ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を選択してを巧します。変更しない場合はに ancel ] を還択 
してを巧しまず。 

次のような場合は 、 Load Optimal Defaults を実行したあとに、 BIOS の設定値 
を設定しなおしてください。 

-セキュリティチップのセキュリティ機能をお使いの場合 

メインボード上のセキュリテイチップの機能を有劾にするため、 「 Security 」 
メニュー画面一 「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定します。 

設定を行ったら、変更した内容を保存して終了します。 

と 夏^ P . 172 r Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes (前回保存した設定値に戻ず） 

BIOS Setup ューティリティを終了せずに、前回保存した設を値に戻します。 

1〔を〕 を巧ず、または FExitJ メニュー画面一 「Discard Changes 」 を還 
択ずると、巧のメッセージび表示されまず。 


Discard Changes ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択して厂のを巧しまず。 

変更しない場合はに ancel ] を選択してに n を巧しまず。 






















BIOS Setup ユーテイ U テイの 操作 


► P 曰 ssword の設定 


パスワードを設定することで、本機を使用するューザーを限定することができ 
ます。システム起動時や 「BIOS S 別 up ューティリティ」起動時にパスワードの 
入力を要ホし、正しいパスワード入力が行われないと本機を使用することがで 
きません。 

パスワードの設定は 、 「BIOS Setup ユーティリティの設定項目」の 「 Security 」 メ 
ニュー画面にある Password に関する設定項目で行います。 

ご 夏^ P.175 「 Security メニュー画面」 

パスワード入力時の注意 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえば、 
数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモードでは 
ない状態でパスワードを入力するとエラーになります。 

管理ちパスワードおよび、ユーザーパスワードの設定-変更 

管巧をパスワードおよびユーザーパスワードを設定すると 、 「BIOS SeUip ユー 
ティリティ」起動時にパスワード入力を要求します。 


制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、目 IOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動がでさなくなります。 
万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーヴービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 


ユーザーパスワードは、管理者パスワードを設定すると、設定できるようにな 
ります。 

管理者パスワードおよび、ユーザーパスワードの設定.変更方法は次のとおり 
です。 

1 「Change Supervisor Password 」 または 「 Chan 呂巨 User Password 」 
を選択してにを押ずと、巧のメッセージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、 にの を巧しまず。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして巧用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 
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第 4 章 BIOS の設定 


3 続いて;夕のメッセージび表示されまず。お認のためにちう一度同じパスワー 
ドを入力し、 W を巧しまず。 


Confirm New Password 


同じパスワードを入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッセー 
ジが表示されます。 [ Ok ] が選択された状態で （ 1 を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。 

4 「Password installed 」 というメッセージが表示された5、 [ Ok ] げ還択 
された状態でを巧しまず。 

パスワードの設をが完了すると 、 「Supervisor Password ] または 「User Password 」 
項目の値が 「 Ins は lied 」 にをわります。 

管理をパスワードの削除 

管巧をパスワードを削除する場合は 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ J 起動時に管 
理者パスワードを入力してください。 

1 [" Chan 巨 e Supervisor Password 」 を選択してを巧ずと、：夕のメッ 
セージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 何ち入力せずにを巧ずと、次のメッセージげ表示されまず。 


Password uninstalled . 
[ Ok 」 


3 rokj げ還択された状態でを巧しまず。 

r Supervisor Password ] 項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。これでパ 
スワードが削除されます。 

管理をパ スワー ドを削除すると、 ューザー パ スワー ドも削除されます。 

ユーザー パ スワードの 削除 

1 ["Clear User Password 」 を還択して、 い ] を巧ずと、次の画面び表示さ 
れます。 


Clear User Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択して、を巧します 。 「User Password 」 項目の表示が [Not 
Installed 」 に変わりまず。 

これで、ユーザーパスワードが削除されます。 
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BIOS Setup ユーテイ U テイの 操作 


►BIOS Setup ユーティリティの終了 

「BIOS Setup ユーティリティ」の終了ホをには、次の2つがあります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了ずる） 

変更した設定値を保存して 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」を終了します。 

1 臣互)を巧ず、または FExitJ メニユー画面 — ["Save Changes and Exit 」 
を選択ずると;夕のメッセージび表示されます。 

Save configuration changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、を巧しまず。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了ずる） 

変更した設定値を保存せずに 、 「BIOS S 別叩ユーティリティ」を終了します。 

1 [ Esc ] を巧ず、または FExitJ メニユー画面 — 「Discard Changes and 
Exit 」 を選択ずると次のメッセージが表示されまず。 

Discard cnanges and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還巧し、に Tl を巧しまず。 
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I BIOS Setup ユーテイリテイの設定頃目 


ここでは、 BIOS S 別 up ューティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します。 BIOS 
Setup ューティリティのメニュー画面には、次の6つのメニューがあります。 

• Main メニュー画面 

• Advanced メニュー画面 

• Security メニュー画面 

• Power メニュー画面 

• Boot メニュー画面 

• Exit メニュー画面 

► Main メニュー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付と時刻の設定を行います。 
設定項目と詳細は、次のとおりです。 


_は初期値 

半は項目表不のみ 


AMI BIOS 

Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Processor 

"Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的に表示します。 

System Memory 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

日付を設定します。（曜日月/日/年）の順で表示されています。 


















BIOS Setup ユーテイ U テイの設定項目 


►Advanced メニュー画面 


rAdvancedJ メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設をを 


行います。 

設を項目と詳細は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


iDE Coniiguration 

IDE 装置の設定を表 
示します。 

Primary IDE Master/ 
Primary IDE Slave/ 
Secondary IDE Master/ 
Secondary IDE Slave 

接続している IDE 装置について、な下の項目をサブメ 
ニユ. —に表でします。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 


Device 

の E 装置の機器の名称を表示します。 


Vendor 

の E 装置の型番を表示します。 


ザ Size 

HDD の容量を表示します。 


"LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


Block Mode 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 


"^PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 


ザ Ultra DMA 

Ultra DMA 対応装置の転送モ'ードとチャンネルを表示しま 
す。 


ザ S.M.A. 民 . T. 

S.M.A. 民 . 丄 ，. (Self Monitoring Analysis and 民 ecorting 

Technology) をサポートしているかどうかを表示します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用します。 

Disabled :タッチパッドを使用しません。 

Exchange Fn & し tri kev 

キ'—ボ'—ドの左下側にあるド〇キ'—と、その隣にある Ctrl 
キーの機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Enabled : Fn キーと Ctrl キーの機能を入れ替えます。 

Disabled : Fn キーと Ctrl キーの機能を入れ替えません。 

Exchange 民 - Alt & Win APP key 

キーボードの右下側にある Alt キーと、その隣にあるアプ 
リケーションキーの機能を入れ替えるかどうかを設定しま 
す。 

Enabled : Alt キーとアプリケーションキーの機能を入れ替 
えます。 

Disabled : Alt キーとアプリケーションキーの機能を入れ替 
えません。 
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►Security メニユー画面 


システム起動時や 「BIOS Setup ユーティリティ」起動時などのパスワードに関する設定や、メインボー 
ド上のデバイスに関する設定を行います。パスワードの設定方法は、 P .170「 Password の設定」をご覧く 
ださい。 

設定項目と詳細は、次のとおりです。 


.は初期値 


* は項目表不のみ 


* Supervisor Password/User Password 

「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）と User 

Password (ユーザーパスワード）が設定されているかどう 
かを表示しまず。 

Not Installed :パスワードが設定されていません。 

Installed :パスワードが設をされています。 

Change Supervisor Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定します。 
「BIOS Setup ユーティリティ」起動時にパスワード入力を 
軍サしま寸' 

f 夺 II を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

r Supervisor Password J (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。 「 UserPassword 」 （ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが 「 BIOSS 別 up ユー 
ティリティ」にアクセスすることを4段階で制限しまず。 

No Access : 「BIOS Setup ユーテイリティ」を起動するこ 
とができません。 

View Only : 「BIOS Se 叫)ユーティリティ」を閲覧できま 
すが、設定項目の蛮更はできません。 

Limited : 「BIOS Setup ユーティリティ」を閲覧できる 

ほかに、一部の設定項目を変更できます。 

Full Access :管理者と同一の権利を許可します 。 BIOS 
七ットアップユーティリティのすべての項 
目を設定したり閲覧したりすることができ 
ます。 

Change User Password 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定します。 
r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」起動 
時にパスワード入力を要おします。 

(夺 II を押すとパスワード設をウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定すると表示 
されます。 

(夺 I ) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 

Password Check 

r Supervisor Password J (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスワード入力を要求す 
るタイミングを設定します。 

SetuD : 「BIOS SetuD ユーティリティ！が動時にパスワー 
ド入力を要求します。 

Always : 「BIOS Setup ユーティリティ」や Windows 起動時、 
省電カモードから複帰時にパスワード入力を要求 
します。 
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Boot Sector Virus Protection 

r Supervisor Password] (管巧者■パスワード）を設をすると 
設定可能になります。 HDD のブート七クタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。書き 
込みを禁止すると、ウイルスによる HDD のブート七クタ 
(システム領域）への感染を防ぐことができます。 

Disabled: 書きみみを許可します。 

Enabled :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

セキュリティチップ （TPM) を使用するかどうかを設定し 
ます。 

Disabled :セキュリティチップを使用しません。 

Enabled :セキュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

「TPM Security」 を 「Enabled」 に設定すると表示されます。 
セキュリティチップ （TPM) の設定を初期化（消去）しま 
す。 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用す 
ることができなくなります。セキュリティチップの初期化 
は、充分に注意し、お客様の責任において行ってください。 

[♦J Iを押すと初期化確認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盗難を防 
ぐために、インタ 

AUDIO 

サウンド機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :サウンド機能の使用を可能にしまず。 

LOCKED :サウンド機能の使用を不可にします。 

フェースの有劾、 

無劾を設定します。 

「 Supervisor Password」 
(管理者パスワード） 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN) 機能の使用を可能にするかどう 
かを設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の使用を可能にします。 

LOCKED : LAN 機能の巧用を不可にします。 

を設定すると設定可 
能になります。 

Wireless LAN 

(無線 LAN 搭載時の 
み表示） 

無線 LAN 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :無線 LAN 機能のが用を可能にしまず。 
LOCKED :無線 LAN 機能の{ま用を不可にします。 


Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設 
定します。 

UNLOCKED :光ディスクドライブ機能のが巧を可能にし 
ます。 

LOCKED :光ディスクドライブ機能の巧用を不可にし 

ます。 


PC Card/SD/MS/ 

MMC/EEE1394 

PC カード/メモリカード/圧 EE1394 機能の使用を可能にす 
るかどうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE1394 機能の使 
用を可能にします。 

LOCKED : PC 力ード/メモリカード/ IEEE 1394機能の巧 

用を不可にします。 


USB 

USB 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED : USB 機能の使用を可能にしま中。 

LOCKED : USB 機能の使用を不可にします。 
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Hard Disk Protection 

「Supervisor Passwo 址（管理者パスワード）を設定すると 
設を可能になります。内蔵 HDD 保護のパスワードの有 
劾•無劾を設定します。有劾に設定すると rBIOS Setup 
ユーティリティ」や Windows 起動時に 「Supervisor 

Password 」 （管理者パスワード）で設定したパスワードの 
入力を要求します。 

Disabled :パスワード入力を要ホしません。 

Enabled :パスワード入力を要求します。 

► Power メニユー画面 

「 Power 」 メニュー画面では、 

バッテリのリフレッシュを行います。 

Start Battery し alibration 

レくッテリの y フレッシュの実行） 

バッテリのリフレッシュを行う場合に実行します。 

と易^ p .64 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

► Boot メニユー画面 


Boot メニュ ■ 一画面では、 システムの 起動 ( Boot ) に関する項目を設定します。 
設定項目と詳細は、次のとおりです。 


.は初期値 


* は項目表不のみ 


Boot Device Pnoritv 

Windows を起動す 
るドライブの順番 
を設定します。 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「 Removable Device 」 です。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVDJ です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「Hard Drive 」 です。 

4 也 Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュー画面一 「Onboard LAN Boot 民 OM 」 を 「 Enabled 」 に 
設定すると表示されます。初期設定は「民 ealtekBoot 

Agent 」 です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを行う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 
Disabled :無劾にします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 
( LAN からの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止時において、ネットワーク 
からの信号により起動するかどうかを設定します。この機 
能は、 Windows を正常に終了し、 AC アダプタを接続した 
状態でのみ使用可能です。 

Disabled :設ぞしません。 

Enabled :設をします。 
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起動ずるドライブとは 

「 Boot 」 メニュー画面の 「Boot Device Priority 」 では、順番にシステムを検出し、起動 （ boot ) するドラ 
イブを設定しています。 

コンピュータが、 [1 st Boot Device ] 、 [2 nd • • •] という順番でドライブを検出して、 システムが 見つかつ 
たドライブから システムを 起動します。 

設定内容は、サブメニューに表示される項目を設定しなおすことで変更することができます。 
サブメニューには、次のような項目が表示されます（購入時のシステム構成により異なります)。 

•Removable Device (オプションの US 目 FDD などを指します。） 

• CD/DVD (接続されている光ディスクドライブ） 

•Hard Drive (接続されている HDD ) 

•Disabled (検出するドライブなどを割り付けないときに設定します。） 

►Exit メニュー画面 


「 Exi りメニュー画面は 、 BIOS Se 吨ユーティリティの終了方法などを設定する場合に使用します。 
設を項目と詳細は、次のとおりです。 


Save Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存してから 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを 
終了します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを終 
了します。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存 
した設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Se 扣 P ユーティリティの設定値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 


178 




第 4 章 BIOS の設定 


► BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Se 吨ユーティリティで設定を'変更した場合は、'変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設定は必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

internal Pointing Device 

Dis 油 led 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange Fn & し trl kev 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange 民 - Alt & Win APP key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

*User Access Level 

No Access 
Limited 

View Only 
Full Access 

No Access 
Limited 

View Only 

Full Access 

ホ Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

I/O Interface 

AUDIO 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card / SD / MS / 

MMC / IEEE 1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


*「 SupervisorPassword 」 （管理をパスワ ' —ド）を設定すると表示されます。 

Boot メニュー画面 



項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 
Priority 

1 st Boot Device 



2 nd Boot Device 



3 rd Boot Device 



4 th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス! -ー ルする前に必ずお読みください」.…. .. 182 

r ソフトウェアの再インス!-ールを巧ラ」 . 183 





I 再ィンスト-ルずる師こ狮編くださぃ 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前になっておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD を フォーマット して、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載します。 

再インストールは「リカバリ」ともいいます。 

►再インストールが必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくな0、修復でさない場合 
• HDD 領域の構成を変更したい場合 


►重要事頃 


再インストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当社製な外の BIOS に、絶巧にアップデートしないでください。当社製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

ウイルス対策ソフトウエアの更新サービス 

本機に添付のウイルス対策 ソフ トウエア 「Norton Antivirus 90日版」で、90日経 
過後に更新サービスの延長キーを購入してウイルス定義 ファ イルの更新サー 
ビスを継続している場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無劾 
になります。更新サービスの延長が無劾になってしまった場合は、シマンテッ 
クストアまでお問い合わせください。 

と^ 『ウイルス巧策ソフトウ卫アをご使用の前に』 


消去禁止領域 

Windows のインストール中に、「消ま禁止頼が」は絶巧に削除しないでくださ 
い。「消ち禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアなどが登録されてい 
るため、削除すると再インストールができなくなります。 

最新の情報 


インストール 方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。栖包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従つ 
て作業をすすめてください。 
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I ソフトウェアの再インストールを巧う 


ここでは、ソフトウエアの再インストール方法について記載しています。 

►必要なメディア 


再インストールの際には、次のメディアが必要です。 


• Windows XPiJ カバ' iJCD 
Windows XP が登録されてレ 、る CD-ROM です。 

• リカバリ ツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを、 HDD の「消ち禁止領域」からインストール 
するためのプログラムが登録されている CD-ROM です。 

•そのほか必要なメディア 

お{まいのシステム構成によってお、要なメディアはおなります。 

本体ドライバやソフトウェアは HDD の消ち禁止領域に登録されています。 
専用のメディアは添付されていません。 

な。'の 「添付されているソフトウェア」 

HDD の消ち禁止領域に登録されているドライバやソフトウェアのインストー 
ルは、リカバリツールを使用して行います。 

►インストールの I 頃番 


再インストールは、次の順番で行います。 


Windows 

とす コ P .186 「Windows XP のインストール J 



リカパリ ツール 

ごす^ p '191 「リカバリツールのインストール」 



本体ドライバ 

と尹 P .191 「本体ドライバのインストール」 



Adobe Reader 

とす^ P .193 「Adobe Reader のインストール」 



ウイルス巧策ソフトウェア 

『ウイルス対策ソフトウェアをご{ま用の前に』 
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マニュアルびゆ一わ 

ご 亏=>口.194「マニュアルびゆ一わのインストール」 


Nero 7 Essentials (書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

p . l 94 「Nero 7 Essentials のインストール」 


Win DVD ( DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

ど京^ P .195 「WinDVD のインストール」 


JWord Plugin 

p . l 95 「JWord Plugin のインストール」 



呂〇〇ステイツク 

と賓^ P .196「 goo ステイックのインストー ル」 



そのほかの作業 

と富=^口.196「そのほかの作業」 


►インストール作業におけるお認事頃 

再インストールを始める前に、下記の点をご確認ください。 


インス!-ール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

コンピユータの管埋ち ( Administrator ) 権限で□グオン 

インストール作業は、「コンピュータの管理者 （ Administrator )」 権限（または同等 
の権限を持つユーザーアカウント）でログオンして行ってください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 

HDD のファイルシステム 


購入時の HDD は、 NTFS ファイルシステムを使用して領域を作成し、 Windows を 
インストールしています。 Windows のインストールでパーティションをフォー 
マットする際は、必ず NTFS ファイルシステムを使用してください。 
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ドラィブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 
光ディスクドライブのドライブあは、 HDD 領域の数によって異なります。 

A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

〔ドライブ ： HDD 

D ドライブ ：光ディスクドライブ 

メーカー 情報 


Windows のインスト ' —ルを行うと、次の場所に表巧されているメ ' — 力 ーロゴと 
サポート情報は消去されます。あらかじめご了承ください。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」 
-「システム」 

各種設定やデータのバックアップ 

再インストールを行うと設定した事項が、元に戻ってしまったり、データが消 
えてしまったりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書き写 
したり、データのバックアップを行っておいてください。 

/^ d .187 レ'^ックアップを取る」 
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►Windows XP のインストール 


インス!-ールの 流れ 

Windows XP のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インストール作業は、 P .187 「Windows XP をインストールする」な降の手順に 
従って行ってください。 


バックアップを取る 



コンピュータを購入時の状態にずる 



インス I ルの開始 （ Windows のインス I ル手順1〜) 




HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

な P .240「 C ドライブを分割.変 
更する」 



HDD の フオー マツトとファイルのコピー (手順 7〜) 



Windows XP のセツトアップ（手順10〜) 



終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更ずるには 

Windows のインスト' —ル中に〔ドライブ （ Windows がインスト' —ルされている領 
域）のサイズをを更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領巧のを更や、分割についての詳しい説明は、 P .237「 HDD 領域（ドライ 
ブ）の分割-変更-作成」をご覧ください。 
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►Windows XP をインス I ルずる 


バックアップを取る 

かの設をやデータは、 Windows の再インストールを行うと消えてしまいます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

■ネットワークの設定 

接続に関する設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、 Outici 日 k Express の「アドレス帳」「メー 
ルデータ」 

とすコ P .231 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウェア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

■セキュリティチップユーティリティの設定 

セキュリティチップューティリティを巧用している場合は、設定のバック 
アップを行ってください。 

ごす= 『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』一 「 Windows を再インストー 
ルする前に J 

•重要な データ 

ほかのメディアなどにコピーしておいてください。 

HDD 領域のを更を行わない場合でも、 C ドライブな外のドライブ （ HDD 煩 
巧）のデータのバックアップを念のため行うことをおすすめします。 

詳しいバックアップのホ法を、次で紹介しています。 

ど^ P .231 「データのバックアップ」 

コンピュータを購入時の状態にずる 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設定値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。コンピュータを 
購入時の状態に戻してから再インストールを行ってください。 

Windows XP のインストール 

WindowsXP のインストールは、次の手順で行います。 

1 Windows び起動した状態で、 「Windows XP リカバリ CD」 を光ディスク 
ドライブにセットしまず。 

「実行する操作の選択」画面が表示されたら、画面左下の[終了]をクリッ 
クし、画面を閉じてください。 

ここからはインストールを行いません。 

2 [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックして、コンピュー 
夕を再起動しまず。 
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3 起動時に 「Press any key to boot from CD」 と表示された5、どれか 
キーを巧しまず。手順4の画面が表示されるまでかし時間びかかりまず。 

一を時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows が起動してしまいます。 
Windows が起動してしまつた場合は、手順2へ戻ります。 

4 HDD を分割している場合は、巧の画面び表示されます。この場合は、必ず 

を巧しまず。 HDD を分割していない場合は、手順已に進みまず。 



D ドライブ 


上の画面では必ず f Esc ) を押して、 C ドライブに Windows をインストールし 
てください。 1 を押してしまうと、 D ドライブに Windows がインストール 
されるため、 D ドライブに登録されているデータはすべて消えてしまうので 
注意してください。 

5 じ夕の一覧には、このコンピユータ上の既巧のパーティシヨンとモ使用の領 
域び表示されていまず。 •• •」と表示された6、;夕のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行ラ場合> 

P.238「 C ドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 

<領域変更を行わない場合（适常）> 

C ドライブが選択されていることを確認し HJl を押します。 



画面下方に、 HDD 領域の一覧が表示されます。このうち、「消ち禁止領巧」 
は、本体ドライバやソフトウ エアの 再インストールに巧用する領域です。絶 
対•に削除しないでください。 






























第已章ソフトウェアの再インストール 


6 HDD の領域び複数ある場合、「別のオペレーテイングシステムのあるパー 

テイシ ヨンに…」 と表示された5 を巧します。 

HDD の領巧が1 つの 場合は、上記は表示されません ので 手順7に進みます。 

7 「…に Windows XP をインス!'―ルしまず。」と表示された6、 「NTFS ファ 
イルシステムを使用してパーテイシヨンをフォーマット」を選択して 
rrn を巧しまず。 

「現在のファイルシステムをそのまま巧用（変更なし）」を選択すると、〔ド 
ライブに Windows が追加登録されてしまいます （ Windows が權數になります） 
ので注意してください。 

8 「警告：このドライブをフォーマットずると • • •」と表示された5、〔3を 
巧します。 

9 フォーマットと、ファイルのコピーげ行われまず。終了ずると、自動的にコ 
ンピユータび再起動しまず。 

再起動してから 「Windows XP ライセンス契約」が表示されるまでに、少し 
時間がかかります。 

10 「ライセンス契約」び表示された5、契約内容に同意ずるかしないかを設定 
しまず。 

「同意しない」を選択すると Windows XP のインストールが中止されます。 

11 「ソフトウエアの個人用設定」と表示された5、「名前」と「組織名」を入力 
し、[巧へ]をクリックします。 

「あ前」は必ず入力してください。 

12 「コンピユータ名…」と表示された5、必要な項目を入力して[次へ]をクリッ 
クしまず。 

と夏つ P .44 「セットアップ中に入力する項目に ついて」 

13 「日付と時刻の設定」と表示された5、表示内容を確認して[巧へ]をクリッ 
クします。 

コンピュータ設置場所の日付と時刻の設定を行います。 



14 Windows XP Professional をお使いの場 S ホ、「ワークグループまたはド 
メイン名」と表示されまず。必要な項目を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

• ネットワークに接続する場合 

「ワークグループ」または、「ドメインを」を入力します。 

• ネットワークに接続しない場合 

「このコンピュータはネットワーク上にないか…」に任意の英数字（例： 
rWORKGROUP ] など）を入力する必要があります。 


Windows XP Home Edition をお使いの場合や、購入時の構成によつては表示さ ^ gg 
れない場合があります。表示されない場合は、次の手順へ進みます。 - 
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15 再起動をに「ディスプレイの設定」画面び表示された6、 [0K] をクリック 
しまず。 

16 「モニタの設定」画面び表示された5、 [0K] をクリックしまず。 

1 / 「Microsoft Windows へようこそ」と表示された5、画面も下の国をクリッ 
クします。 

18 「コンピユータを巧霞してください」と表示された5、自動更新を有効にず 
るかどうかを還択し、画面ち下の国をクリックしまず。 

インターネットに接続している環境の場合は、自動更巧を有効にすることを 
おすすめします。 

19 「インターネットに接続ずるち法を指定してください。」と表示された S、 画 
面ち下にある固(省略）をクリックします。 

購入時の構成によっては、表示されない場合があります。表示されない場合 
は、次の手順に進みます。 

20 「Microsoft にユー ザー登録ずる準備はできましたか？」と表示された 5、 
「いいえ、今回は ユー ザー登録しません。」にチェックを付けて呂をクリッ 
クします。 

購入時の構成によっては、表示されない場合があります。表示されない場合 
は、次の手順に進みます。 

21 「このコンピユータを使うユーザーを指定してください」と表示された6、 
ユーザー名を入力して国をクリックしまず。 

ユーザーをを少なくとも1つ入力してください。 

22 r 設定が完了しました」と表示された5、国をクリックしまず。 

2 づ Windows XP のデスクトップ画面が表示された5、 「Windows XP リカバ 
リ CD」 を取り出しまず。 

これで Windows XP のインストールは終了です。 

24 手順已で HDD 領域 （C ドライブ）を変更した場合は、「未使用の領域」に領 
域（パーティション）の作成を巧いまず。 

領域（パーティション）の作成は、ドライバやソフトウェアのインストール 
が終了してから行っても構いません。 

と香^ P.241 「 C ドライブな外のドライブを作成-変更する」 
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►リカバリツールのインストール 


リカバリツールは、 HDD の消去禁止領域に登録されている本体ドライバやソフ 
トウェアのインストールの際に巧用します。 

リカバリツールのインストールは、次の手順で行います。 

正しく七ットされると自動的に「リカバリツールセットアップへようこそ」画 
面が表示されます。 

1 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると自動的に「リカバリツール七ットアップへようこそ」 
画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ J - 「邸 SON_CD 」 
をダブルクリックします。 

21•ソ降は画面の指示に従ってインス I ルを行ってください。 

インストールが完了すると、デスクトップ上に次のアイコンが表示されます。 
「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブから取り出してください。 

が 

か " V-* 

►本体ドライバのインストール 


本機のメインボード上に搭載されているデバイスのドライバ類を、一括してイ 
ンストールします。 

インストールするドライバ類は次のとおりです。 


■チップセットドライバ ■ネットワークドライバ 

•ビデオドライバ •サウンドドライバ 

■タッチパッドドライバ ■ メモリーカードドライバ 

■インスタントキードライバ ■セキュリティチップドライバ 

• Windows Media Player 10 • Liquid View 

• Liquid Surf ■無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ) 


インス I ル 

インストールの手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 
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3 本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か6「本体 
ドライバ」を還択して[インストール]をクリックしまず。 

手順4の画面が表示されるまでには、数分かかります。 



※表をされる項目は、システム構成によって異なります。 

4 「ドライバ.ソフトウエアのインストール」画面び表示された6、一覧か6 
[インストール]をクリックしまず。 

5 「インストール確認」画面び表示されまず。内容をよくお読みになり [0K] 
をクリックしまず。 

名■ドライバが自動的にインストールされます。インストールには、十数分か 
かります。 

6 「インストールび完了しました。」と表示された5、 [0K] をクリックしまず。 

7 「インス!ル処理」画面び表示された6、ドライバのインス!ル状態を 
確認して [PC 再起動]をクリックしまず。 

ドライバによっては、 Windows の再起動後に自動的にインストールされま 
す。 Windows が再起動したら、本体ドライノくのインストールは終了です。 



リカバリツールの[ファイル削除]の表示について 


リカバリツールからインストールを 行う際、 ソフ トウ エアによっては 一時的に 
HDD にインストール 用 データをコピーし ます。 「リカバリツール」 画面で [ファ 
イル 削除] が 黒字で表示されるときは、 コピー された不要な インストール 用 
データが HDD に残って います。 [ファイル 削除]を クリックしてデータを 削除 
すると、 HDD の容量を節約することができます。 


192 




















第已章ソフトウェアの再インストール 


^ Adobe Reader のインストール 


PDF 形式のファイルを表示したり、印刷したりするためのソフトウェア r Adobe 
Reader ] のインストールとセットアップを行います。 


インス I ル 

「Adobe Reader 」 のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面び表示された6、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面げ表示された5、一覽か5 
「Adobe Reader」 を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「Adobe Reader ••セットアップ」画面び表示された5、じ夕へ]をクリッ 
クします。 

5 「Adobe Reader — Japanese のセットアップへようこそ」と表示された 
5、[次へ]をクリックします。 

〇 「インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

/ 「プ□グラムをインス!ルする準備げでさました」と表示された5、[イ 
ンスIル]をクリックします。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

8 「セットアップの完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

続いて 「Adobe 民 eader 」 のセットアップを行います。 

セットアップ 

インストールが終了したら、続いて七ットアップを行います 。 Adobe 民 eader の 
セットアップは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の 「Adobe Reader」 アイコンをダブルクリックします。 

ム 「Adobe Reader -使巧許諾契約書」画面び表示された S、 「言語を還択」 
が「日本語」になつていることを確認します。 

ゴ「使用許諾契約書」に同意ずるかしないかを選択しまず。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と 、「 Adobe Reader ] は使用できません。 

4 「Adobe Reader」 が起動しまず。 

が上で 、 「Adobe 民 eader 」 のセットアップは終了です。 
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r Adobe Reader ] では、起動時に、巧しい機能の追加などを自動的に行う「重要 
なアップデートの自動化」画面が表示されることがあります。この場合は、 
r Adobe Reader ] を最新に保つために、[はい]をクリックします。「重要なアッ 
プデートの自動化」を行うには、インターネットに接続できる環境が必要です。 

►ウイルス巧策ソフトウエアのインストール 


本機に添付のウイルス巧策ソフトウェア 「Norton Antivirus 90日版」をインス 
トールします。本機に添付の『ウイルス対策ソフトウェアをご巧用の前に』を 
ご覧ください。 

市販のウイルス巧策ソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェ 
アに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

►マニュアルびゆ一ねのインストール 


「マニュアルびゆ一わ」のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

と 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックしまず。 

ゴ本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マ 
ニュアルびゆ一ね」を還択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」画面び表示された5、[次 
へ]をクリックしまず。 

5 「インス!ル準備の完了」画面び表示された5、[インス!ル]をクリッ 
クしまず。 

6 rinstaHShield Wizard の完了」画面び表示された S 、 [完了]をクリックし 
まず。 

これで「マニュアルびゆ一わ」のインストールは終了です。 

►Nero 7 Essentials のインストール 


Nero 7 Essentials は、書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時に添付され 
ています。 

Nero 7 Essentials のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 
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r リカバリツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックします。 
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ゴ本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 「Nero 
7 Essentials 」 を選択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「 Nero マルチインストーラ」画面び表示された5 、 [Nero 7 Essentials ] を 
クリックします。 

5 「. . •インス!ルウィザードへよラこそ」と表示された6、 lit 降は画面 
の指示に従ってインス I ルを行ってください。 

► WinDVD のインストール 


WinDVD は、 DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時に添付されていま 
す。 

WinDVD のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示された6、一覧か6 
rinterVideo WinDVD …」を還択して[インス!'―ル]をクリックしまず。 

4 rWinDVD セットアップへようこそ」と表示された5、1•ソ降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 

^JWord Plugin のインストール 


JWord P 山 gin のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面げ表示された6、[インストール]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面げ表示された6、一覧か6 
「 JWord 円 U 巨 in 」 を還択して[インストール]をクリックしまず。 

4 「ようこそ JWord Plugin ••• J 画面び表示された5、1•ソ降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 
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►邑00スティックのインストール 

goo ステイックのインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「リカバリツール」画面が表示された S 、 [インス!ル]をクリックします。 

ゴ本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された6、一覧か S r 巨〇〇 
スティック」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「インストールび完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、 goo スティックのインストールは終了です。 

►そのほかの作業 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領巧を変更した場合、未設定領域はそのまま 
では使用できません。 Windows の「ディスクの管 a 」 をイま用して、領域の作成 
を行います。 

とす = p .237 「HDD 領域（ドラィブ）の分割•'塞更•作成 J 

セキュリティチップユーティリティのインス I -ール 

セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) を使用する場合は、 BIOS の設 
定を変更し、セキュリティチップューティリティをインストールする必要があ 
ります。詳しくは、本機に添付の『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』を 
ご覧ください。 

フィッシング対策ソフトウエアのインス I ル 

フィッシング巧策ソフトウェア 「 PhishWa 山を使用する場合は、 「 PhishWall 」 の 
インストールを行います。インストールホをについては、本機に添付の 
『 PhishWall 取あ説明書』をご覧ください。 
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Hotkey ユーティリティのインスIル 

Hotkey ユーティリティのインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面げ表示された5、一覽か5 
「 Hotkey ユーティリティ」を選択して[インストール]をクリックしまず。 

4 r 設定言語の還択」画面げ表示された5、「日本語」が選択されていることを 
確認し、 [0 K ] をクリックしまず。 

5 「EPSON Hotkey 用の…へようこそ」と表示された6、[巧へ]をクリック 
しまず。 

〇 「インス!ル巧の還択」と表示された6、[巧へ]をクリックしまず。 

7 rinstallShield Wizard の完了」と表示された5、[完了]をクリックします。 

これで、 Hotkey ユーテイリテイのインストールは終了です。 

各種ドライバのインス!-ール 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーティリティ、アプリケー 
ションなどのインストールが必要です。インストールは、オプション機器類に 
添付されているメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使いになる 
オプション機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 



インス I -ールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイが 
必要になります。 

- USB 対応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
• プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


ネツトワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN (無線 LAN 搭載時のみ）を巧用する場合 
は、ネットワークへの接続を行います。 

な ' P.1 15 「ネットワーク（有線 LAN ) をイ吏う」 

ご穿" P .117 「無線 LAN をイまう（無線 LAN 搭載時のみ）」 
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バックアップしたデータの復元 

再インストールを行う前にバックアップしたデータを復元します。 

• Internet Explorer、Outlook Express の設定の復元 

と安コ P.231 「データのバックアップ」 

• 重要な データ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 

そのほかのソフトウエアのインス I -ール 

そのほかに使用するソフトウェアがある場合は、インストールします。インス 
トールホをについてはソフトウエアに添付のマニュアルをご覧ください。 


Windows Update 


再インストールを行うと、今までに行った 「Windows Update 」 のプログラムが 
インストールされていない状態に戻ります。 

Windows の再インスト ■ —ル後にはじめてインタ ' —ネットに接続する際は、必ず 
手動で 「 Windows UpdateJ を行ってください。 

ピす^ P.48 r Windows Update を行う」 


DEP 機能の設定 

DEP 機能で、セキュリティを強化する設定に変更していた場合は、再度設定し 
てください。 

ご吾コ P.150 「さらにセキュリティを強化する」 
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こんなとをは 

困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 


r トラブルが発生したら」 ... 200 

r 困ったとさに」 . 201 

r トラブル時に役立つ機能」 . 226 

r 警告メッセージ/警告音」 . 228 












トラブルび発生した s 



巧 


.B S 

0 — - 


本機ご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から対処方法をご確認く 
ださい。 

• 困ったとさに 

「困ったときに」にはトラブルが発生した場合の確認事項と亥ホ処方法を記載 
しています。 

が P .201 「困ったときに」 

•とらぶる解決ナビ 

「インフォメーションメニュー」 の「とらぶる解かナビ」には、当社 ユーザー 
サポートページの「サポート情報検索」から、技術的なトラブルの解かホ法 
をピックアップして収録しています。 




■ »- rHH 


卜 IALHLUnl4 , 


r インフオメーシヨンメニュー」を 
開き、「と5ぶる解決ナビ」をク 
リックしまず。 


—— トラブルが起さた場合の対処の流れ 


起こったトラブルに関する項目をク 
リックします。 

- トラブルの詳細が表おされた5、詳細 
項目をクリックし、対処ちまを確認し 
ます。 


樹 


ヴポート■サービスのご案内 

別冊子『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポ- 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 


卜やサービスの内 




ら白田 


ご！！日 i 




























困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参考 
にしてください。 

対処方法が見つからない場合は、「インフオメ ■ ーシヨンメニュ'一」の「とらぶ 
る解みナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧ください。 


不具合一覧 


• P.202 「コンピュータが起動できない場合」 

• P.2 日6「コンピュータ本体の不具合」 

• P.209 「インス!-ール時の不具合」 

• P. 210「省電力機能に関する不具合」 

• P.21 1「バッテリパック使用時の不具合」 

• P.212 「キーボードの不具合」 

• P.213 「タッチパッドの不具合」 

• P.214「 LCD ユニットの不具合」 

• P.215「 HDD の不具合」 

• P.216 「光ディスクドライブの不具合」 

• P.21 日「無線 LAN 機能の不具合（無線 LAN 搭載時のみ)」 

• P. 220「セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) の不具合」 

• P. 220「ソフトウェアの不具合」 

• P.223 「メモリの不具合」 

• P.223「 PC カードの不具合」 

• P.224 「メモリカードの不具合」 

• P.224 「内蔵スピーカの不具合」 

• P.225 「プリンタの不具合」 



LAN (インターネット接続）の不具合 

LAN (インターネット接続）の不具合については「とらぶる解かナビ」をご 
覧ください。 

p .200 「とらぶる解決ナビ」 
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►コンピュータび起動でをない場合 


コンピュータが起動できない場合は、次の診断表をご覧ください。を問いにお 
答えいただき、たどりついた結果の指示に従ってください。 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 

ク 


YES 
> N 。 


画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

♦ 

起動できない 
(該断結果 A ) 

ク 


画面に Windows □ゴ 
が表おされる 

今 

画面にエラーメッセ 
ージが表示される 

ク 

ク 

起動でさない 
(誇断結果 D ) 


起動できない 
(診断結果 C ) 


起動できない 
(診断結果 B ) 


診断結果 


診断結果 A 


次の対処を順に行ってみてください。 

(1) 一 （2) 一（色）一 （13) 一 （14) 

p .203 「対処方法」 


診断結果 B 


次の対処を順に行ってみてください。 

(色）一 （7) 一 （9) 一 （10) 一り 1) 一 （12) 一 （14) 

p .203 「対処方法」 


診断結果 C 

表示されるメッセージによって対処方法が異なります。次の対処を順に行って 
みてください。 

C -1 

「 S . M . A . 民 .T Failure Predicted on HDD / WARNING : Immediately back-up your data 
and replace your HDD 」 というメッセージが表示された場合 

(14) 
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区安=*口.203「対•処方を」 
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C -2 

「DISK BOOT FAILU 民 E」 、 「Invalid system disk」 、 「Missing Operating System 」 、 
「Operating System Not Found 」 などのメッセージが表示された場合 

(3) 一 （4) 一（已）一 （11) 一 （12) 一 （14) 

控^ P .203 「対■処方法」 

C -3 

上記が外のメッセージが表示された場合 

(3) 一 （6) 一 （11) 一 （12) 一 （14) 

と^ P .203 「対処方法」 


診断結果 □ 

次の対処を順に行ってみてください。 

(6) 一 （7) 一 （8) 一 （9) 一 （10) 一 （12) 一 （14) 

p .203 「対処方法」 


対処ち法 


( 1 ) 出力先を切0替える… A 

外部 ディスプレイへの 出力が有効になっていると、 LCD 画面に何も表示さ 
れません。 r ^ + r ^ を押し出力先を切り替えることで、問題が解かさ 
れるかどうか確認してください。 

(2) コンピュータへの電源供給を確認する… A 

コンピュータへの 電源供給に問題がある可能性があります。 コンピュータ 
の電源を切ってから コンピュータ と AC アダプタ、電源 コー ドを接続しなお 
し、再度電源を入れ、問題が解みされるかどうか確認してください。 

電源プラグはコンセントに接続してください。 

バッテリパックのみで使用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続して使用してください。 

ご歹=* P .39 「AC アダプタを接続する」 

(3) FD や USB フラッシュメモ U を取り外す… C - 吕- C -3 

外付けの FDD に FD が七ットされていたり、 USB 接続のフラッシュメモリな 
どが装着されていると、 FD や USB 機器から OS を読み込もうとして、現象 
が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してから、コンピュー 
夕を起動して問題が解みされるかどうか確認してください。また、起動に 
使用するドライブの優先順位の設定で HDD を最優先に設定しておくこと 
で、外付けの FDD や USB 機器を接続した状態でもコンピュータを起動でき 
るようになります。 

:グ巧^ P .177 「Boot メニュー画面」 
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(4) しばらく放置する… C -2 

急激な温度変化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能 
性があります。結露した水分が自然に蒸発するまで、しばらく放置してお 
いてから、再度電源を入れなおしてみてください。 

(5) 認識と接続を確認する… C -2 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 


1 . BIOS Setup ユーティリティを起動します。 

と吾^ p.165「BIOS Setup ユーティリティの 起動」 

2. 「 Advanced メニユー画面」で 「Primary IDE Master 」 の設定を確認します。 

正常に認識されている場合は、 HDD の型番が表示され、正常に認識でき 
ていない攝合は、 「Not Detected」 、 「None」 などと表示されます。 

BIOS で正常に認識できていない場合は、 （11) (12) の作業を行ってみて 
ください。 

(色）周辺機器および増設した装置を取り外す … A • B • C -3 • D 

プリンタやスキャナなどの周辺機器など、ご購入後にお客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
決されるかどうか確認してください。 

(7) セーフモー ドで起動する…目 ■ D 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 
p.226 「セーフモードでの起動」 

( 8 ) 常駐ソフトを停止する … D 

常駐ソフトとは、システム稼働中、常にメモリ上に存在しているソフトで 
ず。これらのソフトが稼働していることにより現象が発生している可能性 
があるため、セーフモードで起動できた場合は、ソフトを一時的に停止さ 
せ、正常に動作するか確語してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート] 一「ファイル名を指定して実行」を選択します。 

2. 「ファイル名を指定して実行」画面が表示されたら、「名前」に 「 msconfi 旨」 
と入力して、 [ OK ] をクリックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧から問題の原因となっている巧 
能性のある項目のチェックを列し、 [ OK ] をクリックします。 

4. r 再起動する必要があります」といラメッセージが表示されたら、[再起動] 
をクリックします。 

5. Windows 起動時に、「開始ち法を変更しました」といラメッセージが表示 
されたら、「このメッセージを表示しない」にチェックを入れて、[日 K ] を 
クリックします。 

※常駐ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してくだ 
さい。 
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(9) システムの復元を巧ラ…目 • D 

セーフモードで起動できた場合は「システムの復元」機能を使用してな前 
のコンピュータの 状態に戻すことで、問題が解かできる可能性があります。 
システムの復元を行ってみてください。 

とち^ p .226 「システムの復元」 


(10) 前回正常起動時の構成で起動する…目 ■ D 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認します。 

前回正常起動時の構成で起動する手順は次のとおりです。 


1. コンピュータの電源を入れます。 

2. EPSON と表示され、消えた直後に r 瓦"1 を押し、そのまま離さずにしばら 
く押し続けます。 

キーを押すタイミンダがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. 「 Windows 拡張オプシヨンメニュ ー 」と表示されたら、 m もしくは fTI を 
押して、 r 前回正常起動時の構成」を選択し、 r ^ n を押します。 

4. 「オペレーティングシステムの選択」と表示されたら、起動する日 S を選択し 
てを押します。 


(11) 目 lOS の設定を初期値に戻す…目 • C -2 • C -3 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻して問題が解決されるか確認してください。 

P .169 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す）」 

(12) Windows を再インス I ルする…目. C -2 . C -3 . C -4 • D 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが壌れている可能性があ 
ります。 Windows の再インストールを行って問題が解かされるかどうか確 
詔してください。 

P .181 「ソフ トウ エアの再インストール」 

(13) 電源保護回路を解除する… A 

過電流によってコンピュータが不を定になっている可能性があります。周 
辺機器/増設機器類（マウスを含む）を外して電源コードを抜いた後、1分 
程度放置し、問題が解決されるかどうか確認してください。 

(14) カスタマーヴービスセンターに問い合わせる… A •目 ■ C ■ D 

対処を行っても不具合が改善されない場合は、故障の可能性が考えられま 
す。『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、カスタマーサービスセ 
ンターへお問レ、合わせください。 














困ったとをに 


206 


►コンピュータ本体の不具を 


制限 


電源を切ってからちラー度入れなおす場合には、吕〇秒程度の間隔を開けてくだ 
さい。吕〇秒 L ソ内に電源を入れなおすと、電源が異常と半 Ij 断され、システムが正 
常に起動しなくなる場合があ0ます。 


現象 


起動時に電源ランプが点なしない。 


確認と対処 

■バッテリだけで使用している場合は、バッテリが完全放電している可能性が 
あります。 AC アダプタを接続してください。 

■バッテリ、 AC アダプタが正しく接続されているか確認してください。 

とミ Pp .35 「コンピュータの設置」 

■電源コンセントに電源が供給されているか確認してください。ほかの電気製 
品の電源コードを電源コンセントに接続して確認してください。 

■バッテリ、 AC アダプタ、電源コンセントに問題がない場合には、『サポー 
卜.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡くだ 
さい。 


現象 


起動時に画面に警告メッセージが表おされる、または警告音（ビープ音）が 
鳴って起動しない。 


確認と対処 

■現をが発生する前に周辺機器の増設やアプリケーションのインストールを 
行った場合には、それらが原因となっている可能性があります。周辺機器の 
取り外しやアプリケーションの削除をして、現象が発生する前の状態に戻し 
てください。 

■起動時の自己診断テスト終了後 （ Windows の起動中）に警告メッセージが表 
示されている場合には、 Windows が正常に動作していない可能性がありま 
す。警告メッセージの内容をメモして、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、テクニカル七ンターまでご連絡ください。 

■起動時の自己診断テスト中に警告メッセージが表示されたり警告音（ビープ 
音）が鳴って止まったりする場合は、警告メッセージを確認するか、警告音 
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(ビープ音）の回数をメモしてください。自己彰断テストの結果、ハードウェ 
アに問題が発生している可能性があります。問題が解巧できない場合には、 
『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

とす^ P .228 「警告メッ七ージ/警告を」 

• BIOS の設定が正常でない可能性があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」 
で設定値を初期値に戻してください。 

と量 =^ p . l 69 「設定値をもとに戻すには」 

•コンピュータの状態が、前回使用していたときと異なる場合は、次のような 
メッセージが表示されることがあります。 

Press F1 to continue, F2 to enter SETUP 

[ F 2 I を押して 「BIOS Setup ユーティリティ J を起動します。通常は、その 
まま r Save Changes and ExitJ を実行して 「BIOS Setup ユーティリティ」を終 
了します。 

ど^ P .165 「BIOS Setup ユーティリティの操作 J 

rFH を押すとシステムが起動しますが、動作中に問題が発生する可能性が 
あります。 


現ま 


起動時に次のよラにパスワードの入力が要求される。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 


Enter New Password : 


Hard Drive Locked, enter password: 


腿忍と対処 

•「BIOS Setup ユーテイリテイ」でパスワードを設定してあります。正しいパ 
スワードを入力してください。 

とすコ P' 175 「 Security メニ ュ ' ~画面」 

•パスワードを正しく入力しているか確認してください。 斬 m 叫 の状態により 
一部のキーが數:値キーとして働きます。 

と夏^ P. 72 「キーボードを使う」 

•パスワードを忘れてしまった場合には、『サポート•サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
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現象 


起動時に次のよラなメッセージが表おされて、 Windows が起動しない。 


•Operating System not found 

•DISK BOOT FAILURE , INSERT SYSTEM DISK AND PRESS ENTER 
•Invalid system disk . Replace the disk , and then press any key 


確認と対処 


■システムが登録されていない FD がオプションの USB FDD に七ットしてある 
場合は、 FD を抜いてどれかキーを押してください。 

■ USB フラッシュメモリなどの周辺機器を USB コネクタに接続している場合 
は、いったん電源を切って周辺機器を取り外してから、再度電源を入れてく 
ださい。 


現ま 


A ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


確認と対処 

■応答のないプログラムをタスクマネージャで終了させます。 

応答のないプログラムを終了させる手順は、次のとおりです。 

ごす = P.55 レ、ングアップしたときは」 

■応答のないプログラムを終了させることができない場合には、電源スイッチ 
を押して電源を切ってください。 

■電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、 5 秒な上電源スイッチを押 
してください。これで電源が切れます。 


現象 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまラ。 


確認と対処 

■本機内部のリチウム電化の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
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現ま 


起動時に、 Windows を選択する画面が表おされる （ Windows が2つになつ 
てしまつている）。 


確認と対処 

• Windows の再インストールの際に手順を間違ったと考えられます。 

再度、手順どおりに Windows の再インストールを行ってください。 

ポイントとなる手順は、次のとおりです。 

• P .187 「Windows XP のインストール」の手順4では必ず [Esc ] を押す。 

• p .187 「Windows XP のインストール」の 手順5、 p .238 「〔ドライブを々 
割•変更する」の手順1ではおず C ドライブを選択する （ C ドライブな外 
に Windows が入ってしまっている場合は、そのドライブを フォーマッ トす 
る)。 

• p .187 「Windows XP のインストール」の手順7、 {).238 「 C ドライブを分 
割•変更する」の手順7では必ず 「 NTFS ファイルシステムを使用してパー 
テイシヨンをフオーマット」を選択する。 

►インストール時の不具合 


現象 


インストールがマニュアルどおりにでさない。 


確認と対処 


■本書では、インストール手順中の光ディスクドライブのドライブレターを 「 D :」 
と記載しています。光ディスクドライブのドライブレターは、 HDD 領域の数に 
よってをわります。光ディスクドライブのドライブレターを確認してください。 
光ディスクドライブのドライブレターの確認は「マイコンピュータ」で行う 
ことができます。 

•本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 


•本書の インストール 手順は、 HDD のフォー マツト 後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスの ご案内』 を ご覧になり、 テクニカル七ンターまでお 
問い合わせください。 

■インストール 方法に関する最新情巧を記載した紙類が添付されている場合 
があります。桐包品を確認してみてください。 








困ったとをに 


現象 


Windows XPU カバ UCD を入れても Windows の再インストールが開始さ 
れない。 


確認と对処 

•光ディスクドライブのブートの順位を HDD よりも下に設定している可能性 
があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を実行し 、 「Boot メニュー画面」 
でブートの優先順位を変更してください。 

とす^ P .165 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

と羣产 P -177「 Boot メニュー画面」 

►省電力機能に閲ずる不具合 


現象 


正しく省電カモードに移行でさない。または省電カモードか5復帰でさな 
い。 


確認と対処 

■ {ま用しているアプリケーションや常駐ソフト、増設している周辺機器の影響 
により省電力機能が正常に働かない可能性があります。アプリケーションの 
削除や常胜ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能 
が正常に働くか確認してください。 

■バッテリ残量が少なくなり、ローバッテリ省電カモードに入った場合は 、 AC 
アダプタを接続してから復帰させてみてください。 


•省電カモードから復帰できない場合は 、 [Ctrl l+fAlt ] + [5 elete | を押して本機 
を再起動してください。ただし、省電カモード移行前に作成した未保存の 
データは、すべて消失します。 

■省電カモード時に PC カードを抜き差しすると、正しく復帰できません。 

( Ctrl 1+( Alt 1 + (Delete) を押して、本機を再起動してください。ただし、省 
電カモード移行前に作成した未保存のデータは、すべて消失します。 


210 


















第目章こんなとさは 


►バッテリパック使用時の不具を 


現ま 


巧電されない。 


確認と対処 

• バッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

• バッテリ残量を正しく認識していな V 、可能性があります。完全放電してから 
充電しなおしてください。 

と安コ P .64 レくッテリ残量が正しく表示されないときは」 

• 充電時にバッテリ巧電ランプが点灯しているか確認してください。点灯して 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コンセントに接続してください。 

•電源コン七ントに問題がない場合は、 AC アダプタまたは本機に問題があり 
ます。『サポート. サービスの ご案内』をご覧になり、 テクニカル 七 ンター 
までご連絡ください。 


現象 


すぐにバッテ U が終わつてしまう。バッテ U での使用時間が短い。 


胞忍と対処 

• バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してから 
充電しなおしてください。 

と奇コ p .64 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

• バッテリが寿命に達したと考えられます。新しいバッテリと交換してくださ 
い。なお使用巧みのバッテリは、所定のホ法でリサイクルしてください。 
とす" p . 6 7 りち用巧みバッテリの取りない J 






困ったとをに 


►キーボードの不具合 


現象 


どのキーを巧してち応答がない。 


確認と対処 

■タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 


• アプリケーシヨンソフトが時間のかかる処®を実行している可能性もあり 
ます。アプリケーシヨンソフトのマニュアルをご覧ください。 

• プログラムがハングアップしている可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでプログラムを終了してください。 
p .206 「コンピュータ本体の不具合」 


現象 


キートップにある文字や記号が入力でさない。 


確認と対処 

• 直接入カモードで日本語を入力することはできません。 

ご安= P .73 「文字を入力するには」 

■ Windows 上でキーボードが正常に設定されていない可能性があります。 
Windows 上で次のキーボードが選択されていることを確認してください。 

101/1〇吕英語キーボードまたは Microsoft Natural PS / 吕キーボード 

確認ホ法は、次のとおりです。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「プリンタとその他の A - ドウエ 
ア」一「キーボード」一 「 A — ドウエア」タブをクリック 
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現ま 


インスタントキー ( U 1、 U 2 キー）で割り当てたアプ U ケーションが起動し 
ない。 

確認と対処 

• m 、 U 2 キーに割り当てたアプリケーションは、タスクトレイに 「 Ho 化 eyj ア 
イコンが表示されているときのみ起動します。タスクトレイから 「 Hotkey 」 
アイコンが消えてしまった場合は、スタートメニューからユーテイ y テイを 
再起動してください。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「スタートアップ」一 「EPSON 
Hotkey 」 


• 簡易 ユーザー 切り替えで ユーザーを 切り替えた場合は、割り当てたアプリ 
ケー シヨンを使用できません。再起動してログオンしなおすか、 ユーザー 切 
り替え後に再度 Hotkey の設定を行ってください。 

現象 

とが機能しない。 

と(アプリケーシヨンキー)が機能しない。 


確認と対処 

• [ Fn ] とまたはと 【隱 ] ( アプリケーションキー)の機能が入れ 
替わっている可能性があります。 

く とが機能しない場合> 

BIOS の設定で、 「 Advanced メニュー画面」の 「Exchange Fn & Ctrl key 」 が 
「 Enabled 」 になっていないか確認してください。 

くと CS (アプリケーションキー）が機能しない場合> 

BIOS の設定で 、 「Advanced メニュー 画面」の 「Exchange 民 - Alt & Win APP key 」 
が 「 Enabled 」 になっていないか確認してください。 

と夏 P .76 「入カキーの機能の入れ替え」 

1/*^ P .174「 Advanced メ ニュー画面」 

►タッチパッドの不具を 


現象 


ポインタの動さが悪い。 


確認と対処 

•手が濡れていたり、湿気を帯びていたりしないか確認してください。 






























困ったとをに 



■ LCD ュニットを長時間閉じたままにしていた場合や、巧用環境により湿をや 
温度の急激な変化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
巧電源を切って入れなおしてください。 


• タッチパッド ユーティリティ を起動し、ポインタの動作の設定を変更してみ 
てください。 

現ま 

ポインタが動かない。 

巧認と対処 


■タッチパッドが無効になっていないか確認してください。タッチパッドキー 
を押してみてください。 

ごす== P .70 「タッチパッド機能を無効にする」 

► LCD ユニットの不具合 


現ま 


LCD 画面に何ち表示されない。 


巧認と対処 

■画面の明るさを調節してください。 r ^ ri + rF ^ / r ^+ ri ^ で調節でき 
ます。 

と尹 P ' 100 「 LCD ユニットの調整」 

■バックライトが消灯していないか確認してください。を押し 
てみてください。 

とす^ P. 101「バックライトの消灯」 

■省電カモードになっている可能性があります。キーボードまたはタッチパッ 
ドを操作してください。 

とす^ P .146 「省電カモードから復帰する」 

■バッテリ使用時に、バッテリ残量がほ下してもそのまま放置すると、スタン 
バイモードに移行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してください。 

• コンピュータの電源を切ってから20砂な内に電源を入れると、システム管巧 
機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20秒な上 
待ってから電源を入れてみてください。 
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•起動時の自己診断テストにて異常が発見されました。警告音（ビープ音）が 
鳴った場合は、警告音（ビープ音）の回数をメモして、『サポート.サービ 
スのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
p .228 「警告メッセージ/警告音」 

現ま 

画面がち 5 つ <。 

胞忍と対処 


• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
ユーティリティ画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート.サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

と 参^ P.166 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 

現ま 

画面の解像度などを変更したあと、画面が乱れたり何ち表おされな<なつ 

た。 

胞忍と対処 


■使用中のディスプレイでは、表示できない解像度を選択した可能性がありま 
す。セーフモードで起動しなおし、解像度を正しく選択してください。 
セーフモードで起動するホをは、次をご覧ください。 

と贾=口.226 「セーフモードでの起動」 

► HDD の不具合 


現ま 


HDD 容量が Windows 上で、マニュアルに記載されている容量と異なってま 
おされる。 


確認と対処 

• 本機に搭載されている HDD 容量を Windows 上で確認すると、マニュアルに記 
載されている HDD 容量より少なく表示されます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2おを」 （0 と1の2つ 
の数字を用いる表記法）を{ま用しているのに巧して、 マニュアルでは HDD な 
どの仕様を表記する際に用いられている「10進を」 （0 〜9の数字を用いる表 
記法）を使用していることによる違いです。 

2進法で表記した 1 KB (キロバイト）は r 1024 ByteJ になるのに巧し、10進 
法でま記した場合には「100肥 ytej となります。そのため、 Windows などの 
OS 上で表示される HDD 容動立、 マニュアルに 記載されている容量よりも少 
なく表示されます。 
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困ったとをに 


現象 

それまで問題なく使用していた HDD が認識されなくなった。 

確認と対処 

■ HDD に問題が発生している可能性があります。 「BIOS Se 扣 P ユーテイリテイ J 
を実行して HDD の設定を確認してください。 

ご安^ P.174「 Advanced メニユ ■ —画面」 

現象 

特定のファイルのみ読み書さでさなくなった。 

確認と対処 

• ファイルの データが棲れているおそれがあります。 HDD のメ ンテ ナンス ユー 
テイリテイなどを実行してください。 

►巧ディスクドライブの不具合 


現象 

音楽用 CD の音が聞こえない。 

確認と対処 

■スピーカの音量が小さくなっている可能性があります。ボリュームを調節し 
てください。 

とド P . 112「音量の調節」 

現象 

セツトしたメディアにアクセスでさない。 

確認と対処 

■ メディアが正しく七ツトされているか確認してください。 

■ メディアを挿入した直後、アクセスランプ点灯中は読み这み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一度アク 
セスしてください。 

■ メディアの表面に傷などがないか確認してください。 

■別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
クセスできないメディアに問題がある可能性があります。 
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■特殊なフォーマット形式の CD - ROM メディアの場合、アクセスできない可能 
性があります。 

•セットしたメディアが、書き込み巧みの場合、光ディスクドライブとの巧性 
によりアクセスできない可能性があります。 


現象 


メディアをセツトすると画面が開いてしまラ。 


確認と対処 

•セットしたメディアに自動再生機能があると、自動的に画面が開きます。メ 
ディアに登録されている内容を見たい場合は、[キャンセル]や 因を クリッ 
クして、画面を閉じます。その後[スタート]—「マイコンピュータ J の 
CD - ROM アイコンを右クリックして、[開く]を選択します。 


現ま 

光ディスクメディアへの書さ込みがでさない。 


胞忍と対処 

• CD - ROM ドライブ、 DVD - ROM ドライブは、メディアへの書き这みができま 
せん。 

■書き込み機能のあるホディスクドライブには、購入時にライティングソフト 
「Nero 7 Essentials J がインストールされています。光ディスクメディアの書 
き込みに関する不具合については、「マニュアルびゆ一わ」に登録されてい 
る 『 Nero ューザーガイド』を参照してください。 

' 巧 p .50 「インフォメーションメニューを巧う」 

• メディアへの書き込みをドラックアンドドロップで行うには、 「 InCDJ でメ 
ディアをフォ ■ —マットする必要があります。 

と受^ P -87 「Nero 7 Essentials の巧レ、方'」 

•データの書き込みをドラックアンドドロップで行えるメディアは CD - RW、DVD 
± RW 、 DVD - RAM のみです。 

P .87 「Nero 7 Essentials の巧いホ」 


• rinCDJ でフォーマットしたメディアは 、 「Nero 7 Essentials 」 での書き込みが 
できません。書き込みを行うには、メディアを 「Nero 7 Essentials ] で「ディ 
スクの消去」を行ってから巧用してください。 

P .87 「Nero 7 Essentials の使い方」 




困ったとをに 


•書き込み可能な光ディスクメディアへのデータ転送中に Windows が省電力 
モードに切り替わると、書きをみに失敗する場合があります。書き込みを始 
める前に省電力機能を無効にしてください。 

ごす = p . l 45 「時間経過で移行させない J 

• お使いの化ディスクドライブで使用できるメディアかどうか確認してくだ 
さい。使用可能なメディアは、「マニュアルびゆ一わ」に登録されている光 
ディスクドライブの PDF マニュアルを参照してください。 

■光ディスクメディアが正しく七ットされているかどうか、確認してくださ 

い。 

• 光ディスクメディアの表面に巧れやキズなどがないか確認してください。 

■光ディスクメディアに書き込み可能な残量があるか確認してください。 

■へッドレンズの巧れによって書き込みができない場合があります。 

■光ディスクドライブとの相性によって、セットした光ディスクメディアに書 
き込めない場合があります。 


現ま 


DVD VIDEO の再生がでさない。 


確認と対処 

■ DVD VIDEO を再生する場合は、専用の再生ソフトウェアが必要です。購入時 
には rwinDVDJ がインストールされています。 

■ DVD 再生機能のある光ディスクドライブを選択された場合は 、 DVD VIDEO 
再生ソフトウェア 「 WinDVDJ が購入時にインストールされています。 

DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 「マニュアルびゆ 一わ」に登録されて 
いる 『WinDVD ユーザーズマニュアル』 を参照してください。 

1^ p .50 「インフォメーションメニューを使う」 


現象 


オーディオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 


確認と対処 

■ボリュ'—ムコントロ'—ルが「ミュ' — 卜」 または 「レベル0」 に設定され てい 
ないか お認します。 
fW に112「音量の調節」 
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現ま 

セツトしたメディアが取り出せない。 

確認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 

• ソフトウエアによっては、独自の取り出しホをでないとメディアが取り出せ 
ないものもあります。詳しくは、お使いのソフトウエアに添付のマニュアル 
をご覧ください。 

►お線 LAN 機能の不具を（無線 LAN 搭載時のみ） 


現ま 


無線 LAN 機能が使用できない。 


確認と対処 

• 無線 LAN 機能が ON になっているか確認してください。 
p .121 「無線 LAN の ON / OFF 切替」 

•無線 LAN の電波がほかの無線装置や家電製品などと干渉している可能性が 
あります。電波に関する注意事項を確認してください。 

泣 _ P. 118「電波に関する注意事項」 


現象 


無線 LAN ユーティ U ティの 「SSID」 や「暗号化」に関する設定で、何を入 
力すればよいかわからない。 


確認と対処 

• AP 側で設定した 「 SSIDJ や「暗号化」に関する情報を入力してください。 
設定内をを AP に添付の取あ説明書を参照して、確認してください。 






困ったとをに 


►セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) の不具合 


現象 


セキュ U テイチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


確認と対処 

■セキュリティチップの情報の初期化は、 「 BIOS 七ットアップユーティリティ」 
の次の項目で行います。 

rSecurity J メニュー画面一 「TPM Security Clear J で [) を押します。表示 
された七キュリティチップ設定の初期化ウィンドウで 「 OK 」 を選択します。 
「 OK 」 を選択後、 「 Exit 」 メニュー画面一 r Save Changes and ExitJ を選択し 
て BIOS を終了します。 

どす^ P .175 「Security メニュー画面」 

►ソフトウェアの不具合 


現象 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧ほ下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現象には、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウエアを再を実行してみてください。 

■ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安を、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点; 
検を行ってみてください。 

■ HDD にがするデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムが停止 レ、 
ングアップ）する場合があります。 

■ハングアップしてしまったら、応答のないプログラムを終了してからコン 
ピュータを再起動します。 

と哀コ P . 55レ、ングアップしたときは」 
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現ま 


ソフトウェアが起動しない。 


確認と対処 

• ソフトウェアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリ容量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、ソフトウェアのマニュアルを参照して必要なネホ処 
を行ってから、再度起動してみてください。 

• ソフ トウェアを正しいホ法でイ ンス トールしたか、 ソフ トウェアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブおよびデイレクト 
リの指定が正しく行われているか確認してください。 

• ソフトウェアの使用許諾を受けていない場合（違をコピーなど）、ソフトウェ 
アが動作しないことがあります。ソフトウェアの正式版を使用してくださ 
い。 

• ソフトウェアの使用ホををもう一度確認してください。それでもソフトウェ 
アの不具合が解みできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現象 


r インフオメーシヨンメニュー」の「マニュアルびゆ一ね」がグレーになつ 
て使用でさない。 


確認と対処 

• 「マニュアルびゆ一わ」のインストールを行ってください。 
p .194 「マニュアルびゆ一わのインストール」 

•「マニュアルび ゆ 一わ」を 使用できない場合、当社の ューザーサ ポート ペー 
ジから 当社で作成した電子 マニュアルを ダウン ロー ドす る ことができます。 
ューザー ナポ ートページから ダウン ロー ドした電子 マニュアルは、マニュア 
ルごとにファイルを開いてご覧ください。 

/^ p .235 「電子マニュアルのダウンロード J 




困ったとをに 


現象 


Internet Explorer の使用時に「警告」（情報パー）画面が表示される。 


確認と対処 

• 購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されていま 
す。 Intern 別 Explorer 使用時に「警告」（情報バー）画面が表示されたら、 [ OK ] 
をクリックして画面を閉じ、情幸臣バーをクリックして、表示された項目から 
適切な巧化を選択してください。 


現象 


Outlook Ex 日 ress で HTML メールの画像がまおされない、または添付ファ 
イルが開けない。 


確認と対処 

• メール 添付の ファイル や送信元の不明な メールに よる ウイルスの 侵入から、 
コンピュータ を保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの 画像を見る場合は、送信元を確認して、件ち の 下にある情幸良 
バーをクリックします。 

'添付ファイルについての設定は、次の場巧で確認できます。 

Outlook Express の [ツ ' — ル]— 「オプション J — 「セキュリティ」タブー 
「ウイルスの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない」 


現象 


インストールしたネットワークアプ U ケーシヨンが動作しない。 


巧認と対処 

• コンピュータを外部の不正な侵入から保護するため、セキュリティセンター 
でファイアウォールが有効に設定されていると、巿版のネットワークアプリ 
ケーシヨンが正常に動作しない場合があります。 

ごす^ P .52 「セキュリティ対■策を行う」 

詳細についてはソフトウエアの販売元にお問い合わせください。 
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第目章こんなとさは 


►メモリの不具合 


現象 


メモ U チェックで表おされるメモ U 容量が実際の容量と違っている。 


確認と対処 

• Windows 上ではメモリ容量が正しく表示されないことがあります 。 「BIOS Setup 
ユーティリティ」を実行し、 「 Main メニュー画面」一 「System Memory 」 で 
メモリ容量を確認してください。 

とす^ P .173「 Main メニュー画面」 

•本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとしてイ吏用します。装着してい 
る総メモリ容量から、ビデオメモリで使用するメモリ容量を差し引いて表示 
されます。ビデオメモリを量は自動的に調整され、最小 8 MB になります。 

•購入時から不具合がある場合は、『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

► PC 力ードの不具合 


現象 


PC 力ードを装着してち、使用でさない。 


胞忍と対処 

• 本機で使用可能な PC カードかどうか確認してください。 

とす = p .91 「 PC カードを{まう」 

• PC カード スロットに カードが正しく装着され、認識されているか確認して 
ください。 

ど^ P .91 「 PC カードを巧う」 

• PC 力 ■ —ドを f を用するために必要なドライノくやソフトウェアが、インスト'— 
ルされているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュア 
ルをご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを巧用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 








困ったとをに 


►メモリカードの不具合 


現象 

メモ U 力ードを装着してち使用でさない。 

確認と対処 

■ メモリカードが、メモリカード スロッ トに正しく装着されているか、確認し 
てください。 

■ メモリカードがメモリカードス ロッ トの仕様に対応しているか確認してく 
ださい。 

と歹= P .97 「メモリカード巧用時の注意」 

►内蔵スピーカの不具合 


現ま 


システムは正甫に動作しているのに音がしない。 


巧認と対処 

• 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 

ごす ^ P. 112「音量の調節」 

■内蔵スピーカの不良が考えられます。『サポート.サービスのご案内』をご 
覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
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第目章こんなとさは 


►プリンタの不具合 


現象 

印刷でさない。 

確認と対処 

•プリンタの電源および印刷するための準備が完了しているか確認してくだ 
さぃ。 

•プリンタの設定が正しいかどうか、プリンタのマニュアルで確認してくださ 
い。 

• Windows ではプリンタドライバをインストールする必要があります。プリン 
タドライバのインストールホ法についてはプリンタに添付の マニュアルを 
ご覧ください。 
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I トラブル時に役立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合に役立つ Windows が持つ機能について説明し 
ます。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータが 起動できなレ、場合や、 ディスプレイ で表示できなレ、解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、 セーフモー ドで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動するホをは、次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れまず。 

2 EPSON と表示され、消えた直後にを巧し、そのまま離さずにしば S 
く巧し続けまず。 

巳星]を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「 Windows 化張オプションメニユー」が表示された6、「セーフモード」を 
選択し、 「 W を巧しまず。 

セーフモードで起動できた場合は、不具合に巧する巧処を行ってください。 

►システムの復元 


コンピュータの動作が不ををになった場合、「システムの復元」を行ってコン 
ピュータをな前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、 
問題が解みできることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

システムを復元ずる 

システムを復元ポイントの状態に戻すホをは次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをお 
すすめします。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

ム 「システムの復元」が表示された5、「コンピユータを!•ソ前の状態に復元す 
る」を選択し、[巧へ]をクリックします。 


226 


















第 6 章こんなとさは 


3 「復元ポイントの還択」と表示された5、復元ポイントを還択しまず。 

復元ポイントのある日が、カレンダーに太字で表示されるので、まず日付け 
を選択し、次に画面右側の復元ポイントの一覧より、復元ポイントを選択 
し、[次へ]をクリックします。 

4 「復元ポイントの還択の確認」と表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

コンピュータが再起動します。 

5 再起動を、「復元は完了しました」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成ずる 

復元ポイントを手動で作成するホをは次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を選択しまず。 

1 「システムの復元」画面が表示された5、 r 復元ポイントの作成」を選択し、 
[巧へ]をクリックしまず。 

ゴ「復元ポイントの作成」と表示された6、 r 復元ポイントの説明」に説明を入 
力し、[作成]をクリックしまず。 

4 「新しい復元ポイント」と表示された5、[閉じる]をクリックしまず。 

な上で復元ポイントの作成は完了です。 
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I 警告メッセージ / 警告写 


本機は、起動時に本体内蔵の自己診断テストを行い、内部ハードウ t アの 状態 
を診断します。起動時にな下の警告メッセージが表示されたり、警告音（ビー 
プ音）が鳴ったりした場合は、な下のを対処を行ってください。処置を行って 
もなおらない場合は、『サポート.サービスのご案内』をご覧になりテクニカ 
ル センターまでご連絡ください。 


警告メッセージ 


メッセージ 

説明および対処ち法 

Reboot and Select proper Boot aevice or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」一 「 Boot メニュー画面」一 「Boot Device Priority J 
で、システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに挿入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 「BIOS SeUip ユー 
ティリティ」を起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 
Optimal Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 「BIOS Setup 
ューティリティ」を起動し、日付と時刻の設定をなおしてか 
ら 「 Exit 」 メニュー画面一 r Save Changes and Exit ] を選択し 
てください。 


警告音（ビープ音) 


警告音の回数 

警告の内容 

説明および対処ち法 

1 

Memory refresh 
rimer error 

メモリリフレッシュが正しく行われていません。メモリ交換 
を行った場合は、もう一度取り付けなおしてください。 

3 

Mam memory read / 
write test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく行われていません。メ 
モリ交換を行った場合は、もう一度取り付けなおしてくださ 

い。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 

error 

メモリ、キーボードが外のシステムが正しく動作していませ 
ん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 

error 

ビデオメモリが正しく動作していません。テクニカルセン 
ターまでご連絡ください。 
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付録 

お手入れ方法や HDD 領域の作成方法、仕様などについて説明します。 

r お手入れ」 ..... 230 

r データのバックアップ」 . 231 

r バックアップ CD の作成」 . 233 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 . 23己 

r セキュリティチップ （TPM) によるデータの暗号化」 . 23目 

「HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成」 . 237 

r リチウム電池の交換」 . 246 

r 機能仕様一 K」. 247 

mmmi . 249 













お手入れ 


►本機のお手入れ 

コンピュータ本体 


制限 

LCD 画面 

LCD 画面は乾いた布やティッシュペーパーなどで拭いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 


コンピュータ本体の外装の巧れは、柔らかい布に中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く拭き取ってください。 


ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないで<ださい。変色や変形の可能性があ 
0ます。 
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I データのバックアップ 


Windows を再インスト ' —ルすると、 Windows がインスト ■ —ルされるドライブ（通 
常 C ドライブ）に保存しているデータはすべて消ちされます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


C ドライブ内の「マイドキュメント J や Internet Explorer の「お気に入り J など、 
HDD 内のデータをバックアップするホ法は、本機の「インフォメーションメ 
ニュー」にある 「 PC お役立ち情報」と「とらぶる解みナビ」で詳しく紹介して 
います。 

•「 PC お役立ち情報」から見る 

バックァップホ法は、次の場所から見ることができます。 

「インフォメーシヨンメニユー」 一「 PC お役立ち情報」一 r ま全にまむして 
使おラ！」項目の「バックアップ」 



見たい情報を 
ク U ック 


<画面の内容は予告なく変更される場合びあります> 
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データのバックアップ 


■「とらぶる解決ナビ」から見る 

バックアップホをは、次の場所から見ることができます。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「と5ぶる解ミカナビ」一「よくある質問」 
項目の「よくある質問を見る」一「操作•設定ち法」 



見たい情報を 
ク IJ ック 


く画面の内容は予告なく変更される場合びあ0まず> 
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I バックアップ CD の作巧 


ここでは、リカバリツールを巧用して、 HDD の消ち禁止領域に登録されている 
本体ドライバやソフトウユアのインストール用データを CD メディアにバック 
アップ（コピー）するホ法について説明します。 

作成したバックアップ CD を使用すると、 CD から本体ドライバやソフトウエア 
をインストールできます。 

バックアップ CD は、書き込み機能のある光ディスクドライブでのみ作成できま 
す。 

►バックアツプ CD の作ぶ方法 


バックアップ CD の作成ホ法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 



かみ■パ 


2 「リカバリツール」画面び表示された5、 [ CD 作成]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か 5 CD に 
バックアップしたい項目を還択してに D 作成]をクリックしまず。 

バックアップするデータが一時的に HDD にコピーされます。選択した項目に 
よっては、手順4の画面が表示されるまでに数分時間がかかります。 



<イメージ> 

項目をの前に 「* J のついたソフトウェアは、すべて本体ドライバの CD 内 
に収録されます。個々に CD を作成する必要はありません。それな外の項目 
は、1項目につき CD メディアが1枚必要です。 

4 画面げ表示された5、1•ソ降は画面の指示に従って CD に書き込みを行ってく 
ださい。 
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バックアップ CD の作成 


►バックアップ CD か6インストールを巧ラには 


作成したバックアップ CD を光ディスクドライブに七ットすると、自動的に「ド 
ライバ.ソフトウェアのインストール J 画面が表示されます。 

インストールを開始するには、画面に表示された一覧から、本体ドライバは 
「インストール」を、そのほかのソフトウェアはソフトウェアををクリックし 
ます。 

な降の手順は、 P .183 「ソフトウエアの再インストールを行う」のそれぞれの項 
目をご覧ください。 
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I 電子マニュアルのダウン n—jf 


当社のユーザーサポートページからは、お使いのコンピュータや周辺機器の電 
子マニュアル （PDF - HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙 マニュアルを なくしてしまった場合 や、「マニュアルびゆ一わ」のデータを 
消してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポートぺージ （ web ) 」 一 
「ダウン □ー ドしたい」 タブー 「マニュアル」 


製造番号を 
入力して検索 



《画面の内容は予告なく変更する場合があります。 


制限 


ユーザーヴポートページからダウン□ー ドした電子マニュアルは、「マニュアル 
びゆ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご覧く 
ださい。 


►ダウ ジロー ドでをるそのほかの データ 


「ューザーサポートページ （ web ) 」_「ダウンロードしたい」タブからは、次 
のデータもダウンロー ドすることができます。必要に応じてご利用ください。 
ダウンロードできるデータはお使いの機種により異なります。 

• 最新の BIOS 
• ドライバ 
• ユーテイリテイ 
• お問い合わせ情報 
♦壁紙 
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職-テタィの微酬 


本機では、七キュリティチップ （ TPM ) のセキュリティ機能を巧用することに 
より、本機に保存されているデータや電子メールに巧し、高度な暗号化をする 
ことができます。 


制限 


♦セキュリティ機能を使用するには、いくつかのパスワードの設定が必要です。 
パスワードを忘れてしまった場合、それまでに暗号化したデータの復元がで 
さな<な0ます。 

♦セキュリティ機能を使用する際は、十分に注意し、お客様の責任において暗 
号化を巧ってください。 

セキュリティ機能の使用ち法については、本機に添付の『セキュリティ機能 
(TPM) 設定ガイド』をご覧ください。 


セキュリティ機能を使い始めるまでの準備 

セキュリティ機能を使用するための準備の前に、必ず、本機に添付の『セキュ 
リティ機能設定ガィド』をご覧ください。 

セキュリティ機能を使用するには、 BIOS の設定を変更後、「セキュリティチッ 
プューティリティ」のインストールが必要です。 

• 目 lOS の設定 

セキュリティ機能を使用するには、 BIOS で次の項目の設定を 「 Enabled 」 に 
変更します。 

["Security」 メニュー画面- 「TPM Security」 

「 Disabled 」 設定時：セキュリティ機能を使用しません。 

「 En 油 led 」 設定時：セキュリティ機能を使用します。 

購入時は、 「 Disabled 」 に設定されています。 

と羣^ P.175 「 Security メニュー画面」 

•セキュリティチップユーティリティのインス!-一 J レ 

購入時、本機に七キュリティチップの設定を行うための「セキュリティチッ 
プューティリティ」はインストールされていません。セキュリティ機能を使 
用するには、セキュリティチップューティリティのインストールを行ってく 
ださい。 

インストール方法は、本機に添付の『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイ 
ド』をご覧ください。 
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HDD 就ま（ドライブ)の分割•変更•作成 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•変更して使用するホをについて説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用ずる（概要) 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領域は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして巧用するこ 
とができます。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領域 J またはレ《ーテイシヨン」と呼びます。 
また、 Windows で巧える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 


<1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


消去禁止領域 



C ドライブ 



D ド号 

，イブ 

消去禁止領域 

1 

\ 


X 

X 



HDD 




消去禁止領域 

「消ち禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアなどの再インストールの 
ためのデータが登録されています。この領域を削除すると再インストールがで 
きなくなりまず。絶対に削除しないでください。 


HDD 領域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ烙量）を変更することもできます。 

くドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 


C ドライブ 
□ドライブ 

消去禁止領域 


HDD 


C ドライブ 


♦ 



D ドこ 

ライブ 

消去禁止領域 

1 

\ 


\ 

\ 




HDD 
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この場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 
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► C ドライブを分割•を更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく a 解した上で行ってください。 


• メリット 

HDD 領域を分割してデータの保存先を分けておくことで、リカバリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 

< HDD 領域が1 つの 場合> 

Windows 

データ類 



リカバリ前 フォーマット後 リカバリ後 

リカノくリ （ Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータはす 
ベて消ちされます。 



< HDD 領域を分割した場合> 






フオーマツ トを 




U カバ U 後 


たとえば、 Windows やアプリケーションは C ドライブに、作成したデータな 
どは D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、消ちされるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま巧用することができます。 


四 

制限 


HDD 領域を分割した HDD のリカバリをする場合は、万一に備えて D ドライブ 
の重要なデータをバックアップしてください。 
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• デメリット 

• C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インスト ■ —ル）が必要です。 

• HDD 領巧を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消去され 
ます。 

- HDD 領域を分割して使用すると、それぞれ分けられた領域の最大容量ま 
でしか{吏用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

C ドライブの分割-変更の流れ 

C ドライブの分割•変更は、リカノくリ （ Windows の再インスト ■ —ル）中に行いま 
す。サイズ（容量）を'変更するには、まず変更するドライブを削除してからサ 
イズを指定して再作成します。 

C ドライブな外のドライブの'塞更か法は、 P .241「 C ドライブな外のドライブを 
作成-'変更する」をご覧ください。 


制限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。 


C ドライブの分割-変更の流れは次のとおりです。 


Windows インスIル中に、 C ドライブを削除して 
「未使用の領域」にする 



必要に応じて C ドライブじ(がのドライブを削除ずる 

C ドライブの容量を増やしたい場合は、ほかのドライブを削除して 
「未使用の領域 J を増やします。 



未使用の領域に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成する 



Windows のインストールを完了させる 



r ディスクの管理」で r 未使用の領域」にドライブを作成する 

C ドライブ作成後に残っている「未使用の領域」をドライブにします。 
とす^ P .241「 C ドライブな外のドライブを作成-を更する」 
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C ドライブを分割-変更ずる 

C ドライブの分割•を更をする場合は Windows のインストールが必要です。 P .187 
「Windows XP をインストールする」の手順5〜7を、次の手順に読み替えて 
Windows のインストールを行つてください。 

< p . l 87 「Windows XP のインス I ル」の手順已〜7の読み替え> 

1 じ夕の一覽には、このコンピユータ上の • • •」と表示された 6 C ドライブ 
を選択し、 m (削除)を巧します。 



r 消去禁止領域」を、誤って 
削除しないで < ださい。 


一覧に表示されている「消ま禁止領域 J は本体ドライバやソフトウェアの再 
インストールに巧用する領域です。絶えホに削除しないでください。 

2 「削除しようとしたパーティシヨンは…」と表示された5、[^を巧しま 
ず。 

3 「 OOMB ディスク XX か 6; 夕のパーティシヨンを削除しまず。…」と表示さ 
れた s rn を巧しまず。 

ドライブがホ使用の領域になります。 

4 じ夕の一覧には、このコンピユータ上の…」と表示された5、巧のとおり作 
業を続けまず。 

< c ドライブを分割したい場合> 

(1) 「ホ使用の領域」を選択してを押します。 

手順引こ進みます。 

< c ドライブの容量を増やしたい場合> 

(1) の」やに」などのパーティション（ドライブ）を選択して(削除) 
を押します。 

( 2 ) 手順吕、3を実行します。 

選択したパーティションが「未使用の領域」になります。 

(3) 「ホ使用の領域」を選択してを押します。 

手順引こ進みます。 
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5 C ドライブの容量を巧めまず。 「 OOMB ディスク XX に新しいパーティシヨ 
ンを作成します。」と表示された5、「作成ずるパーティシヨンのサイズ 
( MB ) J に表示されている数字をで削除し、任意の数値を入力して 
〇三を巧しまず。 

C ドライブには、最低でも 3 GB (3000 MB ) を割り当てることをおすすめしま 
す。 

〇 「巧の一覧には、このコンピユータ上の…」と表示された5 、 「C :パーティ 
シヨン！（未フォーマット)」を還巧して GJI を巧しまず。 

未使用の領域は、 ここではフォーマットで きません。 インストール 後「ディ 
スクの 管理」 で 行います。 

/ 「還択されたパーティシヨンはフォーマットされていません。」と表示された 
5、 「 NTFS ファイルシステムを使用してパーティシヨンをフォーマッりを 
還択して厂 W を巧しまず。 

fig P.187 「Windows XP のインストール J の 手順 8 に進みます。 

Windows のインストールが完了したら、「ディスクの管を」で未使用の領域 
をドライブにします。 

► C ドライブなかのドライブを作ぶ-'変更ずる 


ここでは、 C ドライブが外のドライブ （ D ドライブなど）を作成•変更ずる方法 
について 説明します。 

次のような場合にご覧ください。 

♦ D ドライブ似降のドライブのサイズを変更する場合。 

• Windows の再インス!-ー ル 中に C ドライブを分割して作成された「未使用の領 
域」をドライブにして使用する場合。 

C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割•変更を行う場合は、 P .238 
「 C ドライブを分割-変更する」をご覧ください。 


241 














HDD 領域 （ ドライブ）の分割 • 変更-作成 


ドライブ作成-変更の流れ 

ドライブの作成•変更は、 Windows の「ディスクの管巧」で行います。 
ドライブの作成の流れは次のとおりです。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が未割り当ての領域になります。 


未割り当ての領域に/ ^’ーテイシヨンを作成する 

プライマリパーテイシヨン 

拡張パーテイシヨン 

1 

令 

1 

論理ドライブを作成する 


フオーマツ トび自動で行われる 


新しいドライブとして Windows に認識される 


HDD 内の「未割り当ての領域（未使用の領域） J にパーティションを作成する 
と、パーティションは、 Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できる 
ようになります。 

ドライブの作成方をは、 P .243「 HDD 領域レパーティション）の作成手順」をご 
覧ください。 

ドライブの削除ホをは、 P .245「 C ドライブな外のドライブを削除する」をご覧 
ください。 
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パーティシヨンとは 

• Windows の「ディスクの管 a 」 では、 HDD 領巧のことをレくーティション」 
と呼びます。パーティションには、「プライマリパーティション」と「化張 
パーティション」があります。 

• 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。 

そのうちあ張パーティションは、最大で1つです。また、消去禁止領域もパー 
テイションの1つです。 

• お張パーティションには、論巧ドライブをいくつも作成できます。 

プライマリパーティション、あ張パーティションを組み合わせて作成すると、 
次のように1つの HDD に新しいドライブを5つな上作成することもできます。 

<パーティションの組み合わせの例> 


C 

D 

拡張 パーテイシヨン 

消去禁止領域 

ドライブ 

ドライブ 

E 

F 

G 


プライマ IJ パーテイシヨン 論理 ドライブ 


HDD 領域（パーティシヨン）の作成手順 

HDD 領域を作成する手順は、次のとおりです。ここではあ張 パーティションの 
作成ホをを説明します。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
- r 管理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

Z 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックします。画面ち下のウィンドウに HDD 領域の状態が表示されま 
ず。 



H □□領域 
の 状態 
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3 パーティシヨンを設定したい r ホ割り当て」の領域をちクリックして、表示 
されたメニユーか5「新しいパーティシヨン」をクリックしまず。 

4 r 新しいパーティシヨンウィザード」画面び表示された S 、 [次へ]をクリッ 
クしまず。 

5 りくーティシヨンの種類を還択」と表示された5、「拡張/くーティシヨン」を 
還択して[次へ]をクリックしまず。 

プライマリパーティシヨンを選択した場合は、手順6の次に P .244 「論理ドラ 
イブの作成 J の手順引こ移ります。 

6 r パーティシヨンサイズの指定」と表示された5、サイズを指定して[次へ] 
をクリックしまず。 

7 「新しいパーティシヨンウィザードの完了」と表示されます。[完了]をク 
リックします。 

お張パーティションを作成した領域は、「空き領域」として表示されます。 
続いて「空き領域」に論をドライブを作成します。 


論理ドライブの作成 

把;張パーテイシヨン内に論巧ドライブを作成する手順は、次のとおりです。 

1 r 空き領域」をちクリックして、表示されたメニユーか5 r 新しい論理ドラ 
イブ」をク U ックします。 

2 r 新しいパーテイシヨンウイザード」画面び表示された5、[次へ]をクリッ 
クします。 

3 r ; てーテイシヨンの種類を還択」と表示された5、「論理ドライブ」び還択さ 
れた状態で、[次へ]をクリックします。 

4 r パーテイシヨンサイズの指定」と表示された S 、 「パーテイシヨンサイズ」 
に任意の値を入力して[次へ]をクリックします。 

複数の論巧ドライブを作成する場合は、画面に表示されている「最大デイス 
ク領域 J な下の値を入力します。 

ち 「ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、 r 次のドライブで字 
を割り当てる」に任意のドライブレターを還択して、[次へ]をクリックし 
まず。 

「ドライブレター」は、ドライブの識別記をになります。 

〇 r パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、にのパーテイシヨンを 
liTF の設定でフォーマットする」び還択された状態で[巧へ]をクリック 
しまず。 

表示されている設定値をを更する必要はありません。 
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7 「新しいパーティシヨンウィザードの完了」と表示された6、院了]をク 
リックします。 

8 [完了]をクリックずると自動のにフォーマットび巧われまず。 

フォーマットが終了すると論 a ドライブの作成は終了です。 

複数の論 a ドライブを作成する場合は、手順1〜8の作業を繰り返します。 

► C ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズを変更するには、を更す 
るドライブを削除してから、作成しなおします。 

ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD-R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
- r 管理ツール」一「コンピユータの管理」をダブルクリックします。 

2 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 



<イメージ> 

3 削除したいドライブ（パーティシヨン）の領域をちクリックして、表示され 
たメニユーか5 r 論理ドライブの削除」または「パーティシヨンの削除」を 
クリックします。 

4 「•- •続巧しまずか？」と表示された6 [はい]をクリックしまず。 

論理ドライブを削除すると、「空き領也で」になります。空き領域をパーティ 
ションとして巧用したい場合は、パーティションの作成を行います。 
rip p .243「 HDD 領域レくーテイシヨン）の作成手順 J 
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u チウム電池の交換 


BIOS Se 扣 P ユーテイリテイで設定した情報は、本機内部のリチウム電池によっ 
て保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 
AC アダプタ、およびバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム 
電化の寿命は約5年です。 

日付や時間が異常になったり設定した値が変わってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』をご覧になり、カスタマーサービス七ンターまでご連絡ください。 


機能仕様—覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサまたはインテル Celeron M プロセッサ 

BIOS 

AMI BIOS 

チップセット 

インテル 945GM Express Chipset +ICH7-M 

セキュリティ 

チップ 

対応規格 

IMP 1.2 

コントローラ 

Infineon 

モリ 

7^イン7^モリ 

PC2-4200 SODIMM (DDR2-533 SDRAM) を使用して最大 2GB まで搭載可能 

ビデオモリ 

メインメモリの一部を使用 （8 〜 128MB) 

ビデホコントローラ 

インテル 945GM Express 

画を表巧 

液晶タイプ 

15.4 型 WXGA カラー液品1280 X 800ピクセル True Color (32 ビット） 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ピクセル、 True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

インテルハイ.デフイニシヨン.オーデイオ対応 SIGMATEL 製 STAC 9200 

キーボード 

日本語対応87キー （Windows キー付き）、インスタントキー5個 

ポインアインダプ'バイス 

タッチパッド（スクロール機能付き） 

記憶装置 

HDD 

1を内蔵任5型 S-ATA) 

光ディスク 

ドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 (USB2.0 対■応） 

IEEE 13 94 

1 (4 ピン） 

TV 出力 

1 (S 端子） 

LAN 

1(民 J-45/lOOBase-TX/lOBase-T 自動認識）*2 

サウンド 

マイク入カコネクタ XU へッドフォン出カコネクタまたは S/PDIF コネクタ 

XI 

ディスプレイ 

VGA コネクタ（アナログ、ミニ D-SUB 15ピン）XI 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card Standard 準拠 CardBus 対■応） 

メモリカードスロット 

17^モリーステイック脚0対応)、マルチ7^デイアカード、 SD メモリーカード対■応 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ *3 

入力 AC100V 〜 240V±10o/o、1.5A (50/60Hz)、 出力 19V、3.42A、 

65W 重量約 3 2 0g (含電源コード） 

リチウムイオン 

ノくソ テ リノくツク 

容量4800 mAh Li-ion11. IV動作時間* 4 約 5.5 時間 （Core 2 Duo モデル） 

約 3.9 時間 (Celeron M モデル） JEITA 測定方■法 Verl.O 

温湿度条件 

温度：10〜35で湿度： 20〜80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：め365 (幅）X 270 (奥行）X 28.7 〜 45.5 (高さ） mm (突起部除く） 

質量 

本体：め 2.8kg *4 レ《ッテリパック装着時） 

消費電力 

76.5W (最大） /2.1W (スタンバイ時） /1.0W (電源オフ時） 


*1 グラフイ ック アクセ ラレータの デイザリング機能により実現しています。 

が認定番号ラベルはコンピュータの底面に貼付されています。 

W 標準添付されている電源コードは AC100V 用（日本仕様）です。本製品は国内専用です ので 海外でおイ吏い の 場 
合は保証対象外となります。 

* 4 システム 構成や使用環境により異なります。 



機能仕様一覧 


無線 LAN * 1(搭載時のみ) 


準拠規格 

IEEE 802.1 la : ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 

( W 52, W 53) 5 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

圧 EE 802.11 b/g : ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

2.4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

データ転送速度 
(規格値）* 2 

802.11 a / g : 54 Mbps 

802.1 lb : 11 Mbps 

伝送方式 

OFDM 方式（圧 EE 802.11 a / g ) 

DS - SS 方式 （ EEE 802.11 b ) 

伝送距離 
(理論値） 

111 Mbps :40 m (圧 EE 802.11 b ) 

54 Mbps :25 m (圧 EE 802.11 g ) /12 m ( IEEE 802.11 a ) 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時冷 3 

セキュリテイ 

128/64 bitWEP 、 WPA 、 WPA 2 対•応 

使用無線 
チヤンネル 

圧 EE 802.11 a :36/40/44/48 ch ( W 52) 、 52/56/60/64 ch ( W 53) 

圧 EE 802.11 b : 1 〜 13 ch 
圧 EE 802.11 g : 1 〜 13 ch 


*1 本製品には、電波法の規定により、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品あ： WM 3945 ABG 
認証番号： 003 NY 0 5120 0209、 003 WY 05061 0210 
が無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows な 
どの巧用条件によって短くなります。 
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It 用語集 _ 

本書で使用している用語やコンピュータに関する基本的な用語を簡単に解説します。詳細については、 
巿版の書籍などを利用してください。 


• ACPI 

Advanced Configuration ana Power Interface の 

略。コンピュータの電力のが態を 、 Windows 
のアプリケーシヨンからコントロールするた 
めの電源管理機能の規格です。 

• ADSL 

Asymmetric Digital Subscriber Line (非対称デジ 
タル加入者線）の略で、一般の電話回線を利 
用した高速通信サービスです。電話中でもイ 
ンターネット接続ができ、高速通信が可能な 
うえ、月々の料金は定額で利用することがで 
きます。ブロードバンドの接続方法の1つで 
す。 

• AGP 

Advanced Graphics Port の略。 CPU とビデオチッ 
プを接続するための拡張ポート。 pa バスの 
データ転送方法を最大限に残し、ビデオ関係 
の性能を強化しています。 

• BIOS (バイオス） 

Basic Input Output System の略。コンピュータの 
基本的な入出力を行うプロダラムを集めたも 
の。コンピュータ内部に ROM で提供されてい 
ます。また BIOS Setup ユーテイリテイで設定 
する内容を含める攝合もあります。 

類義語 CMOS RAM 

• BIOS Setup ユーテ イリテイ 

コンピュータの動作状態や BIOS の動作を設定 
したり変更するためのプロダラム。 BIOS と 
セットで民 OM で提供されています 。 BIOS Setup 
ユーテイリテイで設定した値は CMOS RAM に 
保存されます。 


• Blu-ray Disc 

DVD を超える容量を持つ光ディスク。「次世代 
DVD 」 のひとつ。容量は片面1層タイプで 
25 GB 、 片面2層タイプ （ DL ) で 50 GB 。 
メディアの種類は、 CD や DVD と同じく、読み 
込み専用の BD - ROM 、 1度だけ書き込み可能な 
BD - 民、 BD-R DL 、 繰り返し書き込み•可能な BD - 
民 E 、 BD - 民 EDL があります。 

• Boot (ブート） 

コンピュータの電源を入れてコンピュータを 
使用できる状態にすることです。「起動する」 
とも言います。 

• CD 

Compact Disc の略。最大 700 MB の容量を持つ光 
ディスク。 

メディアの種類は、読み込み専用の CD - ROM 、 
1度だけ書き込み可能な CD - 民、繰り返し書き 
込み可能な CD - RW があります。 

• CPU 

Central Processing Unit の略。コンピュータの処 
理の中心を担う頭月図のようなものです。 

• DDR SDRAM 

「 DD 民」とは 、 Double Data Rate の略で、従来の 
SDRAM よりもデータ転送が2倍速くなりま 
す。 

• DMA チャネル 

DMA でデータを転送する場合の通り道のこ 
と。複數の DMA 転送を行う装置が接続されて 
いる場合には、別々のチャネルを使用するよ 
うに設定する必要があります。 
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• DMA 転送 

Direct Memory Access の略 。 CPU を介さずに、 
周辺装置とメモリ間で直接データ転送を行う 
ことです。 

• DRAM (ディーラム） 

メモリの種類 。 Dynamic Random Access Memory 
の略。コンピュータで最も一般的に使用され 
るメモリです。 

メインメモリには、 DRAM が使用されます。 
コンピュータの電源を切ると、 DRAM のデー 
夕は消失します。 

• DVD 

Digital Vers 址 le Disc の略。 CD よりも大容量の 
データを保存できる光ディスク。容量は片面 
1層タイプで 4.7 GB 、 斤面2層タイプ （ DL ) で 
8.5 GB 、 両面1層タイプで 9.4 GB 。 

メディァの種類は、読み込み専用の DVD - 
ROM 、 1まだけ書き込み可能な DVD ± R、DVD 
± RDL 、 繰り返し書き込み可能な DVD ± RW 、 
FD のように書き込み/書き换えが可能な DVD - 
RAM があります。 

• DVI 

デジタルデ ィス プレイを接続するためのイン 
タフ ェースの ことです。 DVI - D はデジタル専 
用、 DVI - I はアナログ/デジタル両用のインタ 
フェースです。 

• FAT 32 ファイルシステム 

Windows がデータの読み書きに利用している 
ファイルの配置情報 （File Allocation Table ) を 
32ビットにあ張したファイルシステム。 2 GB 
な上のディスク容量を1つのドライブとして 
使用することができます。 
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• FTTH (光ファイバー） 

Fiber To The Home (家庭向け光ファイノく'~ ) の 
略で、光ファイバーを利用した超高速通信 
サービスです。電話中でもインターネット接 
続ができ、高速通信が可能なうえ、月々の料 
金は定額で利用することができます。ブロー 
ドバンドの接続方をの1つです。 

• HDD 領域 

HDD の容量を用途にあわせて確保したスペー 
スのことで、パーテイシヨンとも呼びます。 
HDD 1 台に HDD 領域は複数作成することがで 
き、それぞれドライブとして利用できます。 

• I/O ポ ー S 

ri / Oj とは Input/Output の略。 CPU とデバイス 
の間でデータをやり取りするポートです。 

• IDE 

Integrated Device Electronics の略。コンピュ ■ —夕 
本体と HDD のデータの入出カホを（インタ 
フェース）を定めた規格の一種です。 

• IEEE 1394 

コンピュータと周辺機器をシリアル通信で接 
続するための規格。 USB インタフェースより、 
データ転送速度が速く、大容量のデータ転送 
も可能です。 

• IRQ 

Interrupt Request の略。周辺装置から CPU にが 
して処理を依頼するための信号。 DOS/V 機で 
は16本あり、コンピュータ内部や、化張力一 
ドなどで{ま用されます。 

• 旧 Q ま号 

コンピュータには、ハードウェア割り込みを 
発生させる周辺機器が複数あるので、を機器 
からの割り込みを区別するために、識別番号 
が付いています。 IRQ 番号は、この識別番号 
のことです。 IRQ 0 〜 IRQ 15 の16種類が用意さ 
れています。 





付録 


• ISDN 

NTT が提供する高速デジタル回線のこと。普 
通の電話回線よりも データを 高速で送信でき 
るので、 コンピュータ 間の データの 送受信な 
どに多く {吏用されています。また、 ISDN を導 
入することにより、1本で2回線分を使用する 
ことができます。 

• LAN 

Local Area Network の略で、会社内や学校内な 
ど比較的限られたェリア内のコンピュータ同 
±をつなげた状態のことです。 

• MIDI 

演奏データをやり取りするためのインタ 
フェース、または規格のことです。現在では、 
多くの電子楽器が MIDI 規格の端子を装備し 
ています。 

• NTFS 

NTFS は、 FAT ファイルシステム に比べて信頼 
性が高く、セキュリティに優れています。障 
害が発生した ファイルの 構造を復旧したり、 
ユーザー や グループ ごとにアク セス 権を設を 
することができます。 

• 0S ( 才ーエス） 

Operating System (オペ レ ■ — テイングシステム） 
の 略。 コンピュータ 全体を管 a する ソフト 
ウェアで、 Windows XP などのことです。 

• RAM ( ラム） 

Random Access Memory の略。 RAM には、 DRAM 
と SRAM の2種類のデータ保存方式がありま 
す。どちらも自由に読み書きができるメモリ 
ですが、一度電源を切るとデータは消えてし 
まいます。主に、 DRAM はメインメモリに、 
SRAM はキヤッシュメモリに{まわれていま 
す。 


• ROM (I□ ム） 

Read Only Memory の略。読み出し専用の メモ 
リで、電源を切ってもデータを保持し続けま 
す。 BIOS など重要なデータは、あらかじめ 
ROM に格納されています。 

• SDRAM 

外部バスインタフェースが、一定周期のク 
ロック信号に同期して動作するように改良さ 
れた DRAM です。 

• S/PDIF 

Sony Philips Digital InterFace の略。デジタル信 

をにを換された音声データをやりとりするた 
めの インタ フェースの ことです。 

• TA ( 夕一 ' ナルアダプタ） 

コンピュータ、モデム、電話機や FAX など、本 
お ISDN 対応機能を持たない通信機器を ISDN 
回線に接続するためのアダプタのことです。 

• URL ( ユーアールエル） 

Uniform Resource Locator の略。インターネット 
上の情報資源（文書や画像など）の場所を示 
す記述ち式で、インターネットのアドレスの 
ことを言います。 

• USB 

Universal Serial Bus の略。周辺機器をシリアル 
通信で接続するための規格。 USB 対•応機器を 
接続します。1；882.0は11881.1と完全互換です 
が、 USB2.0 の動作速度で動作するには、コン 
ピュータ、周辺機器の両方が USB2.0 に対応し 
ている必要があります。 

• VGA 

Video Graphics Array の略。640X480ピクセル、 
16色を表示する DOS/V 機の基本的なビデオ表 
示機能です。 

Windows などで高解像度表示が可能なコン 
ピュ ■ —夕でも起動時には必ず この モ'—ドで表 
示されます。 
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• XGA 

extend Graphic Array の略。ディスプレイの表 
示能力を示すをあで、1024 X 768ピクセルの解 
像度のこと。解像度が高いほど、画像に多く 
の情報を表示することができます。 

• アカウント 

ネットワーク上で利用をを識別するための名 
前（記号や番号）のことです。 

• アクセス 

データの読み書きなど、入出力動作一般のこ 
とです。 

• アクセスポイント 

インターネットに接続するために、プロバイ 
ダが用意している電話番号のことです。 

無線 LAN で使用するアク七スポイントは、無 
線 LAN の電波を受信するための局となる機器 
のことです。 

• アクセスランプ 

HDD や光ディスクドライブなど、ドライブに 
アクセスしていることを示すランプのことで 
す。 

• アップロード 

手元のコンピュータにあるデータを、通信回 
線を利用して、遠隔±也のコンピュ ■ —夕に転送 
することです。 

• アドレス 

メモリや!/〇ポ'—卜に付けられた番地（場巧） 
のことです。一般的に16進数で示されます。 

• アブ U ケーシヨンソフト 

プログラムの中で、ワードプロセッサや表計 
算などのようにユーザーが作業目的に応じて 
使うソフトウエアのことです。 


• インス!ル 

ソフトウェアをコンピュータで実行できるよ 
うに HDD な どへ コピーすることを言います。 
ソフトウエアごとに専用のインストールプロ 
グラムが付いているのが普通です。ソフト 
ウェアを「組み込む」とも言います。 

• インタフ:!:ース 

コンピュータ と周辺装置の間で データを入 出 
力するための回路や手順な どを 定めた規格の 
ことです。 

• ウイルス 

コンピュータウイルスと呼ばれ、第=者■によ 
る悪質なプログラムのことを言います。ウイ 
ルスには、データを削除したりするもの、 メー 
ルを介して第 S 者■にデータを送信したりする 
ものなど様々な種類があります。コンピュー 
夕がウイルスに感染してしまった場合は、ウ 
イルス対策ソフトウェアで検索-駆除する必 
要があります。 

• オフライン 

コンピュータがネットワークとつながってい 
ない状態のことです。オンラインの反巧語と 
して用いられています。 

• オンライン 

化のコンピュータとつながっている状態や、 
電話回線でインターネットに接続している状 
態などのことです。オンライン•シヨッピン 
グなどの表現で、幅広く用いられています。 

• 解像度 

画面表示の細かさのことです。 

• 外部キャッシュメモリ 

CPU とメインメモリ間のデータ転送を高速化 
し、コンピュータの処理速度を向上させるメ 
モリです。 

類義語 キャッシュ RAM 、 L 2 キャッシュ、2 
次キャッシュ 





付録 


• カーソル 

文字やデータなどが入力される場巧を示す面 
面上の巧です。 

• 起動ずる 

コンピュータの電源スイッチを入れて、コン 
ピュータを使用できる状態にすることを「起 
動する J と言います。 

類義語 Boot け'ート） 

• キャッシュ機能、キャッシュ処理 

一度読み込んだデータを保持し、 コン ピュー 
夕の処理速度を上げるための機能です。 

• コマンド 

コンピュータに与える命令です。命令は、文 
字を入力したり、マウスによってアイコンを 
ダブルクリックしたりして行います。 

• サー パ‘ 

ネットワークで結ばれたコンピュータに、さ 
まざまなサービスを提供するコンピュータの 
ことです。一般に、サーバと結ばれたコン 
ピュータのことを「クライアント」と呼びま 
す。 

• システム 

コン ピュ ータレ、ー ドウェア）、 OS 、 ソフト 
ウェアなど全体のことを示します。 

• シ U ア ルポー ト 

シリアルインタフェース規格にのっとった周 
辺機器を接続するためのポート。外付けモデ 
ムや TA (ターミナルアダプタ）などの周辺機 
器と コンピュータ との間で、データをやり取 
りするときに用いられています。 

RS -232 C や 圧 EE 1394、 USB もシリアルポート 
の一種です。 


• ダィヤルアップ接続 

モデムを用い、電話回線を通じて離れた場所 
にある別のコンピュータに接続することで 
す。主に、インターネットを利用するために、 
プロ バイダに接続することを言います。 

• ダウン□ー ド 

遠隔地の コンピュータのデータな どを、通信 
回線を利用して、手元の コンピュータに 転送 
することです。 

• ディザリング 

複数の画素を組み合わせて、1つの画素とみ 
なすことにより、人間に中間色のように見せ 
かける方をのことです。 

• ディスプレイ 

表示装置のことです。ディスプレイの種類に 
は、主に CRT ディスプレイ、液晶ディスプレ 
イがあります。 

類義語 モニタ 

•ドット 

表示画面の1つ1つの点の単位です。 

• ドライブ レター 

FDD 、 HDD や光デ ィス クドライブに割り当て 
るアルファベットの1文字のことです。基本 
的に HDD が1台搭載されている場合、 「 A : J が 
USB FDD 、「 C :」 が HDD 、「 D : J が光ディスク 
ドライブに割り当てられます。 

• 内部キャッシュ 

CPU から周辺チップへのアクセスを減らし、 
高速処理をするために CPU 内部に設けられた 
キャッシュメモリのことです。演算用のデー 
夕などを格納しておき、 CPU 内部で高速処理 
を行えるようにします。 
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• ナローバンド 

電話回線や携帯電話-阳 S からプロバイダの 
AP (アクセスポイント）へダイヤルアップ接 
続してインターネットへ接続する環境のこと 
です。 

• ハ•ケットラィト 

HDD や FD にドラ ッ グアンドド ロッ プで ファ 
イ ルを コピーす る感覚で、 メディアへのデー 
夕の 書き込み/書き換えを可能にした方式で 
す。 

• バス 

コンピュータ 内部で データの 入出力を行う電 
気的な通り道および データの 集合のことで 
す。化張 スロットの コネクタ部を指すことも 
ぁります。 

• パラメータ 

コマンドや項目に対して付加する数値や、文 
字列などです。 

• パラレルポート 

パラレルイ ンタ フェース 規格にのっとった周 
辺機器を接続するためのポート。主にプリン 
夕を接続します。 

SCSI や IDE もパラレルポートの一種です。 

• A ングアップ 

コンピュータが暴走し、コマンドを受け付け 
ない状態になることです。 

• ヒートシンク 

放熱板など動作中に発熱する素子を冷やす装 
置のこと。 CPU の発熱量は大きいため熱暴走 
しないようにヒートシンクが CPU 上部に付い 
ています。ヒートシンクには、ネが厌のもの（自 
然空冷）や放熱ファンを回す（強制空冷）の 
ものがあります。 

• ピクセル 

表示画面の1つ1つの点の単位です。 


• ビデオメモ U 

別をグラフィックスメモリ。ディスプレイに 
表示される内容を保持しているメモリのこ 
と。画面の最大解像度や最大同時発色数はビ 
デオメモリの容量に左右されます。メインメ 
モリの一部をビデオメモリとして{ま用する機 
種もあります。 

• ファイアウォール 

インターネットなど、通信の制御をするシス 
テムのことを言います。ネットワークやイン 
ターネットを介して第 S 者■や悪質なプログラ 
ムがコンピュータにアクセスすることを阻止 
します。 

• ファイル 

コン ピュータでなうすべての プロ グラムや 
データの総称です。 

• 物理ドラィブ 

HDD 1 台や、 CD - ROM ドラィブ1台など、物巧 
的なドライブ装置のことです。 

• ブラウザ 

インタ'—ネットに接続したときに、ホ ■ —ム 
ページを見るためのソフトウェアで、米ネッ 
トスケープ .コミ ュニケーシヨンズ社の 
「 Netscape 」 や、米マイクロソフト社の 「Internet 
Explored などがあります。これらのソフト 
ウェアでホームページを見ることを「ブラウ 
ジング」と言います。 

• プラグアンドプレイ 

取り付ける （ P 山 g ) だけで動作する （ Play ) こ 
とです。 PnP、Plug and Play などとも記載され 
ます。 

化張力ードや周辺装置などをコンピュータに 
取り付けるだけで、自動的に検出して使用で 
きる状態にする機能のことです。 
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• ブ□ー ドバ‘ンド 

FTTH (光ファイバー）や ADSL および CATV で 
の接続方法でインターネットに接続する環境 
のことです。 

• プログラム 

コンピュータで処理を行うための命令の集ま 
りのことです。 

類義語 ソフトウュア、アプリケーションソフト 

• プ□トコル 

ネットワークで接続されたコンピュータ同± 
が、通信を行うための「手段」や「規格」のこ 
とです。一般的に使用されるネットワークプロ 
ト コルは、TCP/IP、 NetBEUI. AppleTalk などです。 

•ポー S 

コネクタまたは、そのコネクタに対するイン 
タフエース回路全般のことです。 

• ボ U ユー ムラべル 

HDD や FD につけたを称のことです。 

• 無線 LAN 

LAN ケーブルを{まわずに、電波などの無線で 
通信を行う LAN のことです。 

• メインメモリ 

メモリの中で、最初にプログラムやデータな 
どが読み込まれるメモリのことです。主記憶。 
コンピュータのメモリ容量といえば、メイン 
メモリの容量のことを示します。 

• メッセージ 

コンピュータが 入力された コマンド に対して 
出力する回答のことです。「処理が正しく実行 
された」「この エラーが 発生した」など種類は 
さまざまです。 


• メモ U 

実行するプログラムや、データを一時的に保 
存する素子のことです。コンピュータは HDD 
などからプログラムやデータをメモリに読み 
込みながら実行します。一般的にメモリ容量 
がをければより高速にコンピュータを利用す 
ることができます。 

• メモ U チ:!：ック 

コンピュータ 起動時に装着されているメモリ 
に異常がないか検査する動作のことです。 

• U ソース 

担:張力ードや周辺機器で使用する IRQ 、 DMA 、 
I / O ポートアドレスなどをまとめて表現する 
用語のことです。 

類義語 システム資源 

• U フレッシュレート 

ディスプレイの表示において、1秒間に何回画 
面を更新するかの値です。リフレッシュレー 
卜 60 Hz といえば、1ゆ間に60回画面を更巧する 
ことを意ホします。リフレッシュレートが化 
いと画面のちらつきを感じますが、リフレッ 
シュレートを上げることで、画面のちらつき 
を感じなくさせることができます。 

• □グオン 

コンピュータシステムにアク七ス可能な状態 
になることです。ログオン時には、ューザー 
アカウントとパスワードの入力が求められま 
す。「ログオン」とは逆に、コンピュータシス 
テムの利用を終えて、接続を切り離すことを 
「ログオフ」と言います。 

類義語 ログイン/ログアウト 

• 論 a ドライブ 

OS によって管巧される論 a 的な区分けです。 
HDD には、1台の物理ドライブ上に複数の論理 
ドライブを作成することができます。 
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A 

AC アダプタ 

接続する . 39 

使う . 58 

AC アダプタコネクタ . 33 

Administrator . 44 

Adobe Reader . 28 

インストール . 193 

七ットアップ . 193 

AP (無線 LAN アクセスポイント） . 119 

己 

BIOS . 163 

BIOS Setup ユーテイリテイ . 165 

起動 . 165 

設定項目 . 173 

設定値 . 179 

操作 . 166 

C 

Caps Lock ランフ . 32 

CD メディア 

読み込み•再生 . 85 

COA ラベル . 25 

CPU . 26,149 

C ドライブ . 79,188 

分割•変更する . 238 

C ドライブな外のドライブ 

削除する . 245 

作成•を更する . 241 

D 

DEP 機能 . 150 

DVD VIDEO 再生ソフト . 86 

DVD メディア 

読み込み•再生 . 86 


F 

Fn キー . 72,75 

G 

goo スァィック . 28 

インストール . 196 

H 

HDD 領域 . 80 

分割•を更•作成 . 237 

HDD レ、ードディスクドライブ） . 79 

ft 5 . 79 

福合 . 215 

「 Hotkey ] アイコン . 77 

Hotkey ユーテイリテイ . 29, 77 

インストール . 48,197 

I 

圧 EE 1394 コネクタ . 33,147,161 

InCD . 88 

Internet txolorer . い5 

起動時に表示されるページ . じ6 

起動と終了 . 135 

検索 . 136 

{まい方 . 135 

見たいホームページを開く . 136 

文字のサイズをを更する . 137 


リンクしているページにジャンプする ...... 136 

「お気に入り」にページを登録する ....... 136 


J 

Java 2 Runtime environment . z 8 

JWord . 28, 137 

JWord Plugin .28 

インストール .195 
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L 

LAN ケーブル . 115 

LAN コネクタ . 33,161 

接続 . 38 

LCD 画面 . 30 

お手入れ . 230 

LCD ュニット . 30,100 

不具合 . 214 

LCD ラッチ . 31 

Liquid Surf ( リキッドサーフ） . 138 

Liquid View (リキッドビュー） . 147 

M 

MAC アドレスフイルタリング . 120 

Microsoft .Nti framework . z 8 

MS-IME .73 

N 

Nero 7 Essentials .29 

インストール .194 

使い方 .87 

NetBEUI .115 

N 別 Ware サーバ .115 

Norton AntiVirus 90 日版 .28 

インストール . 194 

NTFS フアイルシステム . 184 

NumLock ランフ . 32,74 

0 

Outlook Express . 135,138 

起動と終了 . 138 

使い方 . 138 

P 

Password の設定 . 170 

PC お役立ち情報 . 51 


PC カード . 91 

イジェクトボタン . 33 

不具合 . 223 

PDF . 48 

PhishWall . 28 

インストール . 196 


S 

S/PDIF 犹デジタルオーディオ出力)コネクタ... 31，113,161 


Scroll Lock フンフ . ^2 

SODIMM (メモリ） . 155 

不具合 . 223 

SSID . 119 

S - ビデオ出力端子 . 33,111，161 

T 

TPM (セキュリティチップ） . 236 

不具合 . 220 

U 

U 1 キー . 77 

U 2 キー . 77 

USB . 89 

USB 機器 . 89 

接続と取り外し . 89 

使5 . 89 

USB コネクタ . 33,161 

USB マウス . 71 

V 

VGA コネクタ . 161 

W 

Wakeup On LAN . 116 

Windows CD-ROM .53 

Windows Update .48 


257 























































索引 


Windows XP 

インストール . 186,187 

強制終了 . 55 

終了 . 54 

七ットアップ . 41，44,45 

Windows XP リカバリ CD . 27,183 

Windows キー . 76 

WinDVD . 29, 86 

インストール . 195 

ぉ 

アイコン . 20 

アウトルックエクスプレス . 135 

アクセスランプ . 32 

アクティベーション . 46 

アップダレードサービス . 154 

アップデート 

Adobe Reader . 194 

了 ドミニストレーター . 44 

アドレス帳 . 140 

アドレスバー . 136 

アプリケーションキー . 76 

アプリケーションの強制終了 . 55 

アルフアベットの入力 . 74 

暗号化 . 119 

い 

インスタントキー . 77 

インストール 

Adobe Reader . 193 

goo スティック . 196 

Hotkey ユーティリティ . 197 

JWord Plugin . 195 

Nero / Essentials . 194 

Windows XP . 186, 187 


WinDVD .195 

ウイノレス対策ソフトウエア . 194 

各種ドライバ . 197 

七キュリテイチップユーテイリテイ.…196, 236 

フイッシング対策ソフトウ卫ア . 

本体ドライバ . 191 

マニュアルびゆ一わ . 194 

リカバリツール . 191 

インストール時の不具合 . 209 

インターネット 

接続 . 129 

インターネットエクスプローラ . 135 

インフォメーシヨンキー . 32 

インフォ メー シヨン メニュー . 28,50 


ラ 

ウイルス対*策ソフトウエア 

Norton AntiVirus 9日日片お . 28 

インストール . 194 

え 

液晶ディスプレイ . 100 

お 

オーディオ機器の接続 . 113 

お気に入り 

ページを登録する . 136 

お手入れ . 230 

お問い合わせ情巧シール . 25 

オペレーティングシステム （ OS ). 19 

音量の調節 . 112 

か 

解像度の変更 . 103 

書き込み 

光ディスクメディア . 86 
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名■種ドライバ 

インストール . 197 

拡張パーティション . 243 

名'部のぶ称と働き . 30 

カスタマイズ . 22 

カテゴリの表示 . 53 

かな入力 . 73 

画面お不 . 100 

を 

キーボード . 72 

不具合 . 212 

キーワード . 136 

起動時に表示されるページ 

Internet Explorer . 136 

起動と終了 . 135,138 

機能キー . 72 

機能仕様一覧 . 247 

休止状態 . 143 

有効にする . 144 

強制終了 . 55 

Windows XP . 55 

アプリケーション . 55 

強制取り出し 

光ディスクメディア . 85 

記録メディ了 . 9 

< 

クラシック表示 . 53 

クリック . 69 

クローン . 106 

け 

警告 . 137 

警告音 . 228 

譬告メッ七ージ . 228 


検索 

Internet tixplorer . い 0 

JWord . 137 

コピーコントロール CD . 81 

コントロールパネルの表示 . 53 

コンピュータウイルス . 131 

コンピュータの管理者 . 45,184 

コンピュータ本体の不具合 . 206 

コンピュータを購入時の状態にする . 187 

コンピュータ名 . 44 

さ 

再インストール . 182 

必要なメディア . 183 

再起動 . 55 

サウンド機能 . 112 

サポート情報検索 . 51 

し 

システムのあ張 . 153 

システムの復元 . 226 

做 . 247 

消去禁止領域 . 27,188, 237, 240 

省電力機能 . 52,142 

移行方法 . 144 

不具合 . 210 

復帰方法 . 146 

情報バー . 51，137 

終了 . 54 

使用•保管時の注意 . 8 

初期設定ツール . 47 

ず 

数値キー . 72 
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数値の入力 . 74 

スクロール . 70 

スタンバイ . 143 

スピードステップ機能 . 149 

せ 

制御キー . 72 

セーフモード . 103,226 

セキュリティ機能 . 236 

七キュリティチップ 

不具合 . 220 

セキュリティチップユーテイリテイ . 28 

インストール . 196,236 

設定 . 187 

七キュリテイチップ ( TPM ). 236 

セキュリティロックスロット . 30,152 

接続と取り外し 

USB 機器 . 89 

七ットアップ 

Adobe Reader . 193 

Windows . 41 

Windows XP .44 

セットアップ終了後の作業 . 47 

そ 

外付けディスプレイ . 105 

解像度と表示色 . 109 

キーボードで操作する場合 . 107 

接続 . 105 

テレビにま示する . 111 

ソフトウエア 

不具合 . 220 

た 

タスクトレイ . 20 

タスクバー . 20 


タッチパッド . 68 

不具合 . 213 

タッチパッドキー . 32 

タブ . 20 

ダブルクリック . 69 

ち 

直接入カモード . 73 

て 

ディスクの管® . 196,243 

ディスプレイ ( LCD ). 100 

福合 . 214 

データ実行防止機能 . 150 

データの暗号化 . 236 

デスクトップ . 20 

テレビへの接続 . 111 

電源スイッチ . 32 

電源の入れち . 43 

2回目 . 49 

電源の切りホ . 54 

電源ランプ . 31 

添付されているソフトウェア . 27 

と 

ドメインに接続するための設定 . 125 

ドラッグアンドドロップ . 故 

とらぶる解巧:ナビ . 51 

トラブルが解みしなかったら . 52 

「巧り外し」アイコン . 89 

な 

内蔵ステレオスピーカ . 112 

内蔵スピーカ 

巧合 . 224 
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に 

日本語入カシステム . 73 

日本語入カモード . 73 

ね 

ネットワーク（有線 LAN ). 115 

は 

パーティション . 243 

ハードディスクドライブ ( HDD ). 80 

不具合 . 215 

領域の分割•変更 • 作成 . 237 

パスワード . 44 

パスワードの設定 . 170 

バックアップ . 187,231 

バックアップ CD 

インストール . 234 

作成 . 233 

バックライト . 101 

バッテリ 

リフレッシュ . 64 

バッテリ充電ランプ . 31 

ノくソテリノくブタ . 34 

交換 . 65 

装着する . 36 

使う . 58 

不具合 . 211 

ハングアップ . 55 

ひ 

光ディスクドライブ . 81 

不具合 . 216 

光ディスクメディア 

書き込み . 86 

光デジタルオーディオ出力 ( S / PDIF ) コネクタ...31，113,161 
ビデオプロジェクタ . 105 


をお色のを巧 . 103 

ふ 

ファイル削除 

リカバリ ツール . 192 

フアイルシステム 

NTFS . 189 

フイッシング対策ソフトウエア 

イ ンストール . 196 

復元ポイントを手動で作成する . 227 

プライマリパーテイシヨン . 243 

ブラウジングソフトウエア 

Internet t^xolorer . 135 

プリンタの不具合 . 225 

へ 

へッドフォン出カコネクタ . 31，113,161 


ほ 

ホ' ー ムぺ' — ジを開く 

Internet t^xolorer . 13〇 

ボタン . 20 

本体ドライバ 

インストール . 191 

ま 

マイク入カコネクタ . 31，113,161 

マウスの接続 . 71 

マニュアルびゆ 一 わ . 29, 51 

インス I -ール . 194 

む 

無線 LAN . 117 

無線 LAN ァクセスポイント . 119 

無線 LAN 機能 

福合 . 219 
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無線 LAN が態ランプ . 31，121 

無線 LAN スイッチ . 31 

め 

メーカー情報 . 185 

メ ー ノレ 

受信する . 140 

送信する . 141 

メールソフトウエア 

Outlook Express . 135 

メディアの強制取り出し . 85 

メモリカード . 96 

不具合 . 224 

メモリカードスロット . 31，161 

メモリ ( SODIMM ). 155 

不具合 . 223 

ち 

文字キー . 72 

文字のサイズを変更する 

Internet txolorer . 13 / 

文字を入力するには . 73 

ゆ 

ユーザーサポートページ . 51 

ユ'~ザ'~登踩 . 46 


ューサーぁ . 44 

ら 

ライ七ンス認証 . 46 

ライテインダソフト . 87 

じ 

リカバリ . 182 

リカバリツール . 27 

インストール . 191 

バックアップ CD の作成 . 233 

ファイル削除 . 192 

リカバリツール CD . 27,183 

リセットホール . 34,56 

リチウム電池の交換 . 246 

リモートブート . 116 

領域の作成 . 196 

リンクしてぃるページにジャンプする 

Internet t^xplorer . い 0 

ろ 

ローバッテリ省'電カモード . 143 

ローマ字入力 . 73 

論；®ドライブ . 243 

作成 . 244 
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使用限定について 

本製品は、 OA 機器として使用されることを目的に開発-製造されたものです。 

本製品を航空機-列を-船舶-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種安全装置など 
機能-精度などにおいて高い信頼性-ま全性が必要とされる用途に{ま用される場合は、これらのシステ 
ム全体の信頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システ 
ム全体のを全設計にご配慮頂 V 、た上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システムなどの極めて高い信頼性-安全性が必要とされる用途への{ま用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはご巧用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを意 

本製品は日本国内でご巧用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
巧-保守サービスおよび不具合などの巧応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 


電波障害に ついて 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) のを準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取な説明書に従って正しい取 
りあいをしてください。 

瞬時電圧低下に ついて 

本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下が策規格を 
満足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に巧しては、不都合が生じることがあ 
ります。 

ち寿命部品に ついて 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交换時期の目をは、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日拘8時間、1ヶ月で25日間のご巧用で糸勺5年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないこと 
や無料修 a をお約まするものではありません。なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期 
にあるいは製品の保証期間内であっても、部品交換（有料）が必要となります。 

* LCD ユニットを最大輝度で常時巧用した場合の寿命は、10000時間です。 


国際 エネルギー スター プ □グラムについて 



国際エネルギー スター プログラムは、 コンピュータを はじめとしたオフィス機器 
の省エネルギー化推進のための国際的なプログラムです。 

当社は国陈エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国陈エネル 
ギースタープログラムの巧を製品に関する基準を満たしていると判断します。 


JIS C 61000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 に適合しております。 




PC IJ サイクル マークに ついて 


ぶ 

リサイクル 


PC リサイクルマーク付きの当社製品は、当社が無償で回収、再資源化いたします。 
詳細は下記ホームページをご参照ください。 

http :// www . epson . jp / ecology / index.html 


Macrovision 著作権保護技術について 

本製品が採用している Macrovision 著作権保護技術は 、 Macrovision Corporation および化が巧有する知的 
お産権や米国特許によって保護されています。 

この技術の巧用には Macrovision Corporation の認可が必要です。また 、 Macrovision Corporation の許可な 
しに、家庭内や限られた範团での視聴目的な外に使用することはできません。リバースエンジニアリン 
グや、分解は禁止されています。 

* Macrovision 著作権保護技術とは、 DVD などの映像コピー防止に関する技術です。 

着作権保護法について 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利をに 
無断で使用することはできません。 

テレビ.ラジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像やま声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、私的範囲を越 
えて配ホ•配信する場合は、事前に著作権を（放送事業をや実演家などの隣接権をを含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権をに無断でこれらの行為を行うと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
レ、る場合がありますのでご注意ください。 

ごを意 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

吕.本書の内容および製品の仕様に ついて、 将来予告なしに変更す る ことがあります。 

3. 本書の内容は万全を巧して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

Microsoft 、 MS 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその化の国における登録商標です。 
Intel 、 インテル 、 Intel ロゴ 、 Intel Core、Core Inside 、 Celeron、Intel SpeedStep は、アメリカ合ホ国およ 
びその他の国における Intel Corporation またはその子会お:の商標または登録商標です。 

PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

Symantec、Symantec ロゴ 、 Norton AntiVirus、LiveUpdate は Symantec Corporation の登録商標です。 

Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに化の 
国における商標または登録商標です。 

Liquid View、Liquid View ロゴ 、 Liquid Surf および Liquid Surf ロゴは、米国ポートレイトディスプレイ社 
の登録商標です。 

そのほかの社を、製品をは一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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